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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線リソース制御ＲＲＣメッセージ処理装置であって、当該装置が第１のサービングノ
ードに配置され、前記第１のサービングノードが第１のアンカノードへの接続を設定し、
前記第１のアンカノードがモビリティ管理エンティティへの接続を設定し、
　当該装置が、
　ユーザ機器ＵＥにより送信されたＲＲＣメッセージを受信し、ここで、前記ＲＲＣメッ
セージがシグナリング無線ベアラＳＲＢ１又はＳＲＢ２によって搬送される、ように構成
される受信ユニットと、
　前記受信ユニットにより受信された前記ＲＲＣメッセージ、及び該ＲＲＣメッセージの
ＳＲＢタイプを識別するための表示情報を前記第１のアンカノードへ送信するように構成
される送信ユニットとを備える、装置。
【請求項２】
　前記受信ユニットがさらに、前記第１のアンカノードにより送信されたＲＲＣメッセー
ジを受信するように構成され、前記ＲＲＣメッセージが、ＳＲＢ１によって搬送され又は
ＳＲＢ２によって搬送され、当該装置がさらに、
　前記第１のサービングノードの第１の無線リンク制御ＲＬＣ層エンティティを使用して
、前記ＳＲＢ１によって搬送された前記ＲＲＣメッセージを処理し、それにより、前記送
信ユニットが処理されたメッセージを前記ＵＥへ送信する、ように構成される第１の処理
ユニットと、
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　前記第１のサービングノードの第２のＲＬＣ層エンティティを使用して、前記ＳＲＢ２
によって搬送された前記ＲＲＣメッセージを処理し、それにより、前記送信ユニットが処
理されたメッセージを前記ＵＥへ送信する、ように構成される第２の処理ユニットとを備
える、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　当該装置がさらに、
　前記第１のサービングノードのＲＲＣ層エンティティを使用して、ＳＲＢ０によって搬
送されるＲＲＣメッセージを生成し、それにより、前記送信ユニットが前記ＳＲＢ０によ
って搬送される前記ＲＲＣメッセージを前記ＵＥ及び／又は前記第１のアンカノードへ送
信する、ように構成されるメッセージ生成ユニットを備える、請求項１又は２に記載の装
置。
【請求項４】
　前記送信ユニットがさらに、第１の表示情報を前記第１のアンカノードへ送信し、ここ
で、前記第１の表示情報が前記第１のアンカノードにより使用されてＲＲＣメッセージが
前記ＳＲＢ０によって搬送されことが識別される、ように構成され、前記受信ユニットが
さらに、前記第１のアンカノードにより送信された第２の表示情報を受信し、ここで、前
記第２の表示情報が前記第１のサービングノードにより使用されてＲＲＣメッセージが前
記ＳＲＢ０によって搬送されたことが識別される、ように構成される、請求項３に記載の
装置。
【請求項５】
　前記送信ユニットがさらに、第１の表示情報を前記第１のアンカノードへ送信し、ここ
で、前記第１の表示情報が前記第１のアンカノードにより使用されてＲＲＣメッセージが
前記ＳＲＢ１によって搬送されたことが識別される、ように構成され、前記受信ユニット
がさらに、前記第１のアンカノードにより送信された第２の表示情報を受信し、ここで、
前記第２の表示情報が前記第１のサービングノードにより使用されてＲＲＣメッセージが
前記ＳＲＢ１によって搬送されたことが識別される、ように構成される、請求項１又は２
に記載の装置。
【請求項６】
　前記送信ユニットがさらに、第１の表示情報を前記第１のアンカノードへ送信し、ここ
で、前記第１の表示情報が前記第１のアンカノードにより使用されてＲＲＣメッセージが
前記ＳＲＢ２によって搬送されたことが識別される、ように構成され、前記受信ユニット
がさらに、前記第１のアンカノードにより送信された第２の表示情報を受信し、ここで、
前記第２の表示情報が前記第１のサービングノードにより使用されてＲＲＣメッセージが
前記ＳＲＢ２によって搬送されたことが識別される、ように構成される、請求項１又は２
に記載の装置。
【請求項７】
　当該装置がさらに、前記送信ユニットが前記ＲＲＣメッセージを前記第１のアンカノー
ドへ送信する前に、前記第１のサービングノードの第１のＲＬＣ層エンティティを使用し
て、前記ＳＲＢ１によって搬送された前記ＲＲＣメッセージを処理するように構成される
第１の処理ユニットと、
　前記送信ユニットが前記ＲＲＣメッセージを前記第１のアンカノードへ送信する前に、
前記第１のサービングノードの第２のＲＬＣ層エンティティを使用して、前記ＳＲＢ２に
よって搬送された前記ＲＲＣメッセージを処理するように構成される第２の処理ユニット
とを備える、請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記送信ユニットが、前記第１の処理ユニットによって処理された前記ＲＲＣメッセー
ジを前記ＵＥへメディアアクセス制御ＭＡＣ層及び物理層を使用して送信するように、又
は、前記第２の処理ユニットによって処理された前記ＲＲＣメッセージを前記ＵＥへＭＡ
Ｃ層及び物理層を使用して送信するように構成される、請求項２に記載の装置。
【請求項９】
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　前記送信ユニットが、前記第１の処理ユニットによって処理された前記ＲＲＣメッセー
ジを前記ＵＥへ送信し、それにより、前記ＵＥの第１のＰＤＣＰ層エンティティが、前記
ＳＲＢ１によって搬送された前記ＲＲＣメッセージを処理し、次に前記の処理されたメッ
セージをＲＲＣ層エンティティへ送信するか、又は、前記第２の処理ユニットによって処
理された前記ＲＲＣメッセージを前記ＵＥへ送信し、それにより、前記ＵＥの第２のＰＤ
ＣＰ層エンティティが、前記ＳＲＢ２によって搬送された前記ＲＲＣメッセージを処理し
、次に前記の処理されたメッセージを前記ＲＲＣ層エンティティへ送信するように構成さ
れる、請求項２に記載の装置。
【請求項１０】
　前記受信ユニットが、前記ＵＥにより送信されたＲＲＣ接続要求メッセージを受信し、
ここで、前記ＲＲＣ接続要求メッセージとは、前記ＵＥが、前記第１のサービングノード
により同報通信を用いて送信されたシステムメッセージを受信し、前記システムメッセー
ジに応じてランダムアクセスメッセージを前記第１のサービングノードへ送信し、また前
記第１のサービングノードにより送信されたランダムアクセス応答メッセージを受信した
後に、前記ＵＥにより前記第１のサービングノードに送信される前記ＲＲＣ接続要求メッ
セージのことである、ように構成され、
　前記送信ユニットが、前記受信ユニットにより受信された前記ＲＲＣ接続要求メッセー
ジを前記第１のアンカノードへ転送するように構成され、
　前記受信ユニットがさらに、前記第１のアンカノードにより送信されたＲＲＣ接続設定
メッセージを受信し、ここで、前記ＲＲＣ接続設定メッセージとは、前記の受信されたＲ
ＲＣ接続要求メッセージに応じて前記第１のアンカノードにより生成される前記ＲＲＣ接
続設定メッセージのことである、ように構成され、
　前記送信ユニットがさらに、前記受信ユニットにより受信された前記ＲＲＣ接続設定メ
ッセージを前記ＵＥへ送信するように構成され、
　前記受信ユニットがさらに、前記ＵＥにより送信されたＲＲＣ接続設定完了メッセージ
を受信するように構成され、
　前記送信ユニットがさらに、前記受信ユニットにより受信された前記ＲＲＣ接続設定完
了メッセージを前記第１のアンカノードへ送信してＲＲＣ接続を前記第１のアンカノード
及び前記ＵＥに対して設定するように構成される、請求項２に記載の装置。
【請求項１１】
　前記送信ユニットが、ベアラ追加／修正確認メッセージを前記第１のアンカノードへ送
信し、ここで、前記ベアラ追加／修正確認メッセージは、前記第１のサービングノードが
前記第１のアンカノードにより送信されたベアラ追加／修正要求メッセージを受信した後
に、前記ベアラ追加／修正要求メッセージに応じて前記第１のサービングノードにより生
成される、ように構成され、
　前記受信ユニットが、前記第１のアンカノードにより送信されたＲＲＣ接続再構成メッ
セージを受信するように構成され、
　前記送信ユニットがさらに、前記受信ユニットにより受信された前記ＲＲＣ接続再構成
メッセージを前記ＵＥへ送信するように構成され、
　前記受信ユニットがさらに、前記ＵＥにより送信されたＲＲＣ接続再構成完了メッセー
ジを受信するように構成され、
　前記送信ユニットがさらに、前記受信ユニットにより受信された前記ＲＲＣ接続再構成
完了メッセージを前記第１のアンカノードへ送信するように構成される、請求項２に記載
の装置。
【請求項１２】
　前記受信ユニットが、前記第１のアンカノードにより送信されたＲＲＣ接続再構成メッ
セージを受信し、ここで、前記ＲＲＣ接続再構成メッセージとは、前記第１のサービング
ノードが、前記第１のアンカノードにより送信されたベアラ追加／修正要求メッセージを
受信し、ベアラ追加／修正確認メッセージを前記第１のアンカノードへ送信した後に、前
記第１のアンカノードにより送信される前記ＲＲＣ接続再構成メッセージのことである、
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ように構成され、
　前記送信ユニットが、前記受信ユニットにより受信された前記ＲＲＣ接続再構成メッセ
ージを前記ＵＥへ送信するように構成され、
　前記受信ユニットがさらに、前記ＵＥにより送信されたＲＲＣ接続再構成完了メッセー
ジを受信するように構成され、
　前記送信ユニットがさらに、前記受信ユニットにより受信された前記ＲＲＣ接続再構成
完了メッセージを前記第１のアンカノードへ送信するように構成され、
　前記受信ユニットがさらに、前記第１のアンカノードにより送信されたベアラ追加／修
正完了メッセージを受信するように構成される、請求項２に記載の装置。
【請求項１３】
　前記受信ユニットが、前記第１のアンカノードにより送信されたＲＲＣ接続再構成メッ
セージを受信し、ここで、前記ＲＲＣ接続再構成メッセージとは、第２のアンカノード又
は隣接する基地局が、前記第１のアンカノードにより送信されたハンドオーバ要求メッセ
ージを受信し、またハンドオーバ要求確認メッセージを前記第１のアンカノードへ送信し
た後に、前記第１のアンカノードにより送信される前記ＲＲＣ接続再構成メッセージのこ
とであり、前記第１のサービングノードが前記第１のアンカノードに属する、ように構成
され、
　前記送信ユニットが、前記受信ユニットにより受信された前記ＲＲＣ接続再構成メッセ
ージを前記ＵＥへ送信するように構成される、請求項２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記受信ユニットが、前記ＵＥにより送信されたＲＲＣ接続再設定要求メッセージを受
信し、ここで、前記ＲＲＣ接続再設定要求メッセージとは、前記ＵＥが、無線リンク障害
ＲＬＦを発見し、前記第１のサービングノードにより同報通信を用いて送信されたシステ
ムメッセージを受信し、前記システムメッセージに応じてランダムアクセスメッセージを
前記第１のサービングノードへ送信し、また前記第１のサービングノードにより送信され
たランダムアクセス応答メッセージを受信した後に、前記ＵＥにより送信される前記ＲＲ
Ｃ接続再設定要求メッセージのことである、ように構成され、
　前記送信ユニットが、前記受信ユニットにより受信された前記ＲＲＣ接続再設定要求メ
ッセージを前記第１のアンカノードへ送信するように構成され、
　前記受信ユニットがさらに、前記第１のアンカノードにより送信されたＲＲＣ接続再設
定メッセージを受信するように構成され、
　前記送信ユニットがさらに、前記受信ユニットにより受信された前記ＲＲＣ接続再設定
メッセージを前記ＵＥへ送信するように構成され、
　前記受信ユニットがさらに、前記ＵＥにより送信されたＲＲＣ接続再設定完了メッセー
ジを受信するように構成され、
　前記送信ユニットがさらに、前記受信ユニットにより受信された前記ＲＲＣ接続再設定
完了メッセージを前記第１のアンカノードへ送信してＲＲＣ接続を前記第１のアンカノー
ド及び前記ＵＥに対して設定する、ように構成される、請求項２に記載の装置。
【請求項１５】
　無線リソース制御ＲＲＣメッセージ処理装置であって、当該装置が第１のアンカノード
に配置され、第１のサービングノードが前記第１のアンカノードへの接続を設定し、前記
第１のアンカノードがモビリティ管理エンティティへの接続を設定し、当該装置が、
　無線リソース制御ＲＲＣメッセージ、及び該ＲＲＣメッセージのＳＲＢタイプを識別す
るための表示情報を前記第１のサービングノードへ送信し、ここで、前記ＲＲＣメッセー
ジがシグナリング無線ベアラＳＲＢ１又はＳＲＢ２によって搬送される、ように構成され
る送信ユニットを含む、装置。
【請求項１６】
　当該装置がさらに、
　前記第１のサービングノードにより送信されたＲＲＣメッセージを受信するように構成
される受信ユニットと、
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　前記第１のアンカノードの第１のパケットデータコンバージェンスプロトコルＰＤＣＰ
層エンティティを使用して、ＳＲＢ１によって搬送され前記受信ユニットにより受信され
たＲＲＣメッセージを処理し、次に処理されたメッセージを前記第１のアンカノードのＲ
ＲＣ層エンティティへ送信するように構成される第１のパケットデータ処理ユニットと、
　前記第１のアンカノードの第２のＰＤＣＰ層エンティティを使用して、ＳＲＢ２によっ
て搬送され前記受信ユニットにより受信されたＲＲＣメッセージを処理し、次に処理され
たメッセージを前記第１のアンカノードの前記ＲＲＣ層エンティティへ送信するように構
成される第２のパケットデータ処理ユニットとを備える、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　当該装置がさらに、
　前記第１のアンカノードのＲＲＣ層エンティティを使用して、前記ＳＲＢ１又は前記Ｓ
ＲＢ２によって搬送される前記ＲＲＣメッセージを生成するように構成される第１のメッ
セージ生成ユニットを備え、
　前記送信ユニットが、前記ＳＲＢ１によって搬送されるとともに前記第１のメッセージ
生成ユニットで生成される前記ＲＲＣメッセージ、又は前記ＳＲＢ２によって搬送される
とともに前記第１のメッセージ生成ユニットで生成される前記ＲＲＣメッセージを、前記
第１のサービングノードへ送信するように構成される、請求項１５又は１６に記載の装置
。
【請求項１８】
　前記受信ユニットがさらに、前記第１のサービングノードにより送信された第１の表示
情報を受信するように構成され、ここで、前記第１の表示情報はＲＲＣメッセージがＳＲ
Ｂ０によって搬送されたことを識別するために使用され、
　前記送信ユニットがさらに、第２の表示情報を前記第１のサービングノードへ送信し、
ここで、前記第２の表示情報が前記第１のサービングノードにより使用されてＲＲＣメッ
セージが前記ＳＲＢ０によって搬送されたことが識別される、ように構成される、請求項
１６に記載の装置。
【請求項１９】
　前記受信ユニットがさらに、前記第１のサービングノードにより送信された第１の表示
情報を受信するように構成され、ここで、前記第１の表示情報はＲＲＣメッセージが前記
ＳＲＢ１によって搬送されたことを識別するために使用され、
　前記送信ユニットがさらに、第２の表示情報を前記第１のサービングノードへ送信し、
ここで、前記第２の表示情報が前記第１のサービングノードにより使用されてＲＲＣメッ
セージが前記ＳＲＢ１によって搬送されたことが識別される、ように構成される、請求項
１６に記載の装置。
【請求項２０】
　前記受信ユニットがさらに、前記第１のサービングノードにより送信された第１の表示
情報を受信するように構成され、ここで、前記第１の表示情報はＲＲＣメッセージが前記
ＳＲＢ２によって搬送されたことを識別するために使用され、
　前記送信ユニットがさらに、第２の表示情報を前記第１のサービングノードへ送信し、
ここで、前記第２の表示情報が前記第１のサービングノードにより使用されてＲＲＣメッ
セージが前記ＳＲＢ２によって搬送されたことが識別される、ように構成される、請求項
１６に記載の装置。
【請求項２１】
　前記受信ユニットが、前記第１のサービングノードによって転送されたＲＲＣ接続要求
メッセージを受信し、ここで、前記ＲＲＣ接続要求メッセージとは、ＵＥが、前記第１の
サービングノードにより同報通信を用いて送信されたシステムメッセージを受信し、前記
システムメッセージに応じてランダムアクセスメッセージを前記第１のサービングノード
へ送信し、また前記第１のサービングノードにより送信されたランダムアクセス応答メッ
セージを受信した後に、前記ＵＥにより前記第１のサービングノードに送信される前記Ｒ
ＲＣ接続要求メッセージのことである、ように構成され、
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　当該装置がさらに、
　前記受信ユニットにより受信されたＲＲＣ接続要求メッセージに応じてＲＲＣ接続設定
メッセージを生成するように構成される第２のメッセージ生成ユニットを備え、
　前記送信ユニットが、前記第２のメッセージ生成ユニットで生成された前記ＲＲＣ接続
設定メッセージを前記第１のサービングノードへ送信し、それにより、前記第１のサービ
ングノードが前記ＲＲＣ接続設定メッセージを前記ＵＥへ送信する、ように構成され、
　前記受信ユニットがさらに、前記第１のサービングノードにより送信されたＲＲＣ接続
設定完了メッセージを受信してＲＲＣ接続を前記第１のアンカノード及び前記ＵＥに対し
て設定し、ここで、前記ＲＲＣ接続設定完了メッセージとは、前記ＵＥが前記ＲＲＣ接続
設定メッセージを受信した後に、前記ＵＥにより前記第１のサービングノードに送信され
る前記ＲＲＣ接続設定完了メッセージのことである、ように構成される、請求項１６に記
載の装置。
【請求項２２】
　前記受信ユニットが、前記第１のサービングノードにより送信されたベアラ追加／修正
確認メッセージを受信し、ここで、前記ベアラ追加／修正確認メッセージは、前記第１の
アンカノードがベアラ追加／修正要求メッセージを前記第１のサービングノードへ送信し
た後に、前記ベアラ追加／修正要求メッセージに応じて前記第１のサービングノードによ
り生成される、ように構成され、
　前記送信ユニットが、ＲＲＣ接続再構成メッセージを前記第１のサービングノードへ送
信し、それにより、前記第１のサービングノードが前記ＲＲＣ接続再構成メッセージをＵ
Ｅへ送信する、ように構成され、
　前記受信ユニットがさらに、前記第１のサービングノードにより送信されたＲＲＣ接続
再構成完了メッセージを受信し、ここで、前記ＲＲＣ接続再構成完了メッセージとは、前
記ＵＥが前記ＲＲＣ接続再構成メッセージを受信した後に、前記ＵＥにより前記第１のサ
ービングノードに送信される前記ＲＲＣ接続再構成完了メッセージのことであり、前記第
１のアンカノードが前記ＲＲＣ接続再構成完了メッセージに応じてベアラ追加／修正完了
メッセージを前記第１のサービングノードへ送信する、ように構成される、請求項１６に
記載の装置。
【請求項２３】
　前記送信ユニットが、ＲＲＣ接続再構成メッセージを前記第１のサービングノードへ送
信し、ここで、前記ＲＲＣ接続再構成メッセージとは、前記第１のアンカノードが、ベア
ラ追加／修正要求メッセージを前記第１のサービングノードへ送信し、前記第１のサービ
ングノードにより送信されたベアラ追加／修正確認メッセージを受信した後に、前記第１
のアンカノードにより前記第１のサービングノードに送信される前記ＲＲＣ接続再構成メ
ッセージのことである、ように構成され、
　前記受信ユニットが、前記第１のサービングノードにより送信されたＲＲＣ接続再構成
完了メッセージを受信し、ここで、前記ＲＲＣ接続再構成完了メッセージとは、前記第１
のサービングノードが、前記第１のアンカノードにより送信された前記ＲＲＣ接続再構成
メッセージを受信し、前記ＲＲＣ接続再構成メッセージをＵＥへ送信した後に、前記ＵＥ
により送信され前記第１のサービングノードにより受信される前記ＲＲＣ接続再構成完了
メッセージのことである、ように構成され、
　前記送信ユニットがさらに、ベアラ追加／修正完了メッセージを前記第１のサービング
ノードへ送信するように構成される、請求項１６に記載の装置。
【請求項２４】
　前記送信ユニットが、ＲＲＣ接続再構成メッセージを前記第１のサービングノードへ送
信し、それにより、前記第１のサービングノードが前記ＲＲＣ接続再構成メッセージをＵ
Ｅへ送信し、ここで、前記ＲＲＣ接続再構成メッセージとは、第２のアンカノード又は隣
接する基地局が、前記第１のアンカノードにより送信されたハンドオーバ要求メッセージ
を受信し、またハンドオーバ要求確認メッセージを前記第１のアンカノードへ送信した後
に、前記第１のアンカノードにより送信される前記ＲＲＣ接続再構成メッセージのことで
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あり、前記第１のサービングノードが前記第１のアンカノードに属する、ように構成され
る、請求項１６に記載の装置。
【請求項２５】
　前記受信ユニットが、前記第１のサービングノードにより送信されたＲＲＣ接続再設定
要求メッセージを受信し、ここで、前記ＲＲＣ接続再設定要求メッセージとは、ＵＥが、
無線リンク障害ＲＬＦを発見し、前記第１のサービングノードにより同報通信を用いて送
信されたシステムメッセージを受信し、前記システムメッセージに応じてランダムアクセ
スメッセージを前記第１のサービングノードへ送信し、また前記第１のサービングノード
により送信されたランダムアクセス応答メッセージを受信した後に、前記ＵＥにより前記
第１のサービングノードに送信される前記ＲＲＣ接続再設定要求メッセージのことである
、ように構成され、
　前記送信ユニットが、ＲＲＣ接続再設定メッセージを前記第１のサービングノードへ送
信し、それにより、前記第１のサービングノードが前記ＲＲＣ接続再設定メッセージを前
記ＵＥへ送信する、ように構成され、
　前記受信ユニットがさらに、前記第１のサービングノードにより送信されたＲＲＣ接続
再設定完了メッセージを受信してＲＲＣ接続を前記第１のアンカノード及び前記ＵＥに対
して設定し、ここで、前記ＲＲＣ接続再設定完了メッセージとは、前記ＵＥにより送信さ
れ前記第１のサービングノードにより受信される前記ＲＲＣ接続再設定完了メッセージの
ことである、ように構成される、請求項１６に記載の装置。
【請求項２６】
　サービングノードであって、当該サービングノードが第１のアンカノードへの接続を設
定し、前記第１のアンカノードがモビリティ管理エンティティへの接続を設定し、
　当該サービングノードが送信機及び受信機を備え、
　前記受信機が、ユーザ機器ＵＥにより送信された無線リソース制御ＲＲＣメッセージを
受信し、ここで、前記ＲＲＣメッセージがシグナリング無線ベアラＳＲＢ１又はＳＲＢ２
によって搬送される、ように構成され、
　前記送信機が、前記受信機により受信された前記ＲＲＣメッセージ、及び該ＲＲＣメッ
セージのＳＲＢタイプを識別するための表示情報を前記第１のアンカノードへ送信するよ
うに構成される、サービングノード。
【請求項２７】
　アンカノードであって、第１のサービングノードが当該アンカノードへの接続を設定し
、当該アンカノードがモビリティ管理エンティティへの接続を設定し、当該アンカノード
が送信機を備え、
　前記送信機が、無線リソース制御ＲＲＣメッセージ、及び該ＲＲＣメッセージのＳＲＢ
タイプを識別するための表示情報を前記第１のサービングノードへ送信し、ここで、前記
ＲＲＣメッセージがシグナリング無線ベアラＳＲＢ１又はＳＲＢ２によって搬送される、
ように構成される、アンカノード。
【請求項２８】
　無線リソース制御ＲＲＣメッセージ処理方法であって、第１のサービングノードが第１
のアンカノードへの接続を設定し、前記第１のアンカノードがモビリティ管理エンティテ
ィへの接続を設定し、
　当該方法が、
　前記第１のサービングノードにより、ユーザ機器ＵＥにより送信された無線リソース制
御ＲＲＣメッセージを受信するステップであって、前記ＲＲＣメッセージがシグナリング
無線ベアラＳＲＢ１又はＳＲＢ２によって搬送される、ステップと、
　前記第１のサービングノードにより、前記ＲＲＣメッセージ、及び該ＲＲＣメッセージ
のＳＲＢタイプを識別するための表示情報を前記第１のアンカノードへ送信するステップ
とを含む、方法。
【請求項２９】
　当該方法がさらに、
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　前記第１のサービングノードにより、前記第１のアンカノードにより送信されたＲＲＣ
メッセージを受信するステップであって、前記ＲＲＣメッセージがＳＲＢ１によって搬送
されるＲＲＣメッセージ又はＳＲＢ２によって搬送されるＲＲＣメッセージを含む、ステ
ップと、
　前記第１のサービングノードの第１の無線リンク制御ＲＬＣ層エンティティにより、前
記ＳＲＢ１によって搬送された前記ＲＲＣメッセージを処理し、次に処理されたメッセー
ジを前記ＵＥへ送信するか、又は、前記第１のサービングノードの第２のＲＬＣ層エンテ
ィティにより、前記ＳＲＢ２によって搬送された前記ＲＲＣメッセージを処理し、次に処
理されたメッセージを前記ＵＥへ送信するステップとを含む、請求項２８に記載の方法。
【請求項３０】
　当該方法がさらに、前記第１のサービングノードのＲＲＣ層エンティティにより、ＳＲ
Ｂ０によって搬送されるＲＲＣメッセージを生成し、前記ＳＲＢ０によって搬送される前
記ＲＲＣメッセージを前記ＵＥ及び／又は前記第１のアンカノードへ送信するステップを
含む、請求項２８又は２９に記載の方法。
【請求項３１】
　当該方法がさらに、前記第１のサービングノードにより、第１の表示情報を前記第１の
アンカノードへ送信するステップであって、前記第１の表示情報が前記第１のアンカノー
ドにより使用されてＲＲＣメッセージが前記ＳＲＢ０によって搬送されたことが識別され
る、ステップか、又は、前記第１のサービングノードにより、前記第１のアンカノードに
より送信された第２の表示情報を受信するステップであって、前記第２の表示情報が前記
第１のサービングノードにより使用されてＲＲＣメッセージが前記ＳＲＢ０によって搬送
されたことが識別される、ステップを含む、請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
　当該方法がさらに、前記第１のサービングノードにより、第１の表示情報を前記第１の
アンカノードへ送信するステップであって、前記第１の表示情報が前記第１のアンカノー
ドにより使用されてＲＲＣメッセージが前記ＳＲＢ１によって搬送されたことが識別され
る、ステップか、又は、前記第１のサービングノードにより、前記第１のアンカノードに
より送信された第２の表示情報を受信するステップであって、前記第２の表示情報が前記
第１のサービングノードにより使用されてＲＲＣメッセージが前記ＳＲＢ１によって搬送
されたことが識別される、ステップを含む、請求項２８又は２９に記載の方法。
【請求項３３】
　当該方法がさらに、前記第１のサービングノードにより、第１の表示情報を前記第１の
アンカノードへ送信するステップであって、前記第１の表示情報が前記第１のアンカノー
ドにより使用されてＲＲＣメッセージが前記ＳＲＢ２によって搬送されたことが識別され
る、ステップか、又は、前記第１のサービングノードにより、前記第１のアンカノードに
より送信された第２の表示情報を受信するステップであって、前記第２の表示情報が前記
第１のサービングノードにより使用されてＲＲＣメッセージが前記ＳＲＢ２によって搬送
されたことが識別される、ステップを含む、請求項２８又は２９に記載の方法。
【請求項３４】
　前記第１のサービングノードにより、前記ＲＲＣメッセージを前記第１のアンカノード
へ送信する前にさらに、前記第１のサービングノードの第１のＲＬＣ層エンティティによ
り、前記ＳＲＢ１によって搬送された前記ＲＲＣメッセージを処理するステップか、又は
、前記第１のサービングノードの第２のＲＬＣ層エンティティにより、前記ＳＲＢ２によ
って搬送された前記ＲＲＣメッセージを処理するステップを含む、請求項２８に記載の方
法。
【請求項３５】
　前記第１のサービングノードの第１のＲＬＣ層エンティティにより、前記ＳＲＢ１によ
って搬送された前記ＲＲＣメッセージを処理し、次に処理されたメッセージを前記ＵＥへ
送信するか、又は、前記第１のサービングノードの第２のＲＬＣ層エンティティにより、
前記ＳＲＢ２によって搬送された前記ＲＲＣメッセージを処理し、次に処理されたメッセ
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ージを前記ＵＥへ送信する前記ステップが、前記第１のサービングノードの前記第１のＲ
ＬＣ層エンティティにより、前記ＳＲＢ１によって搬送された前記ＲＲＣメッセージを処
理し、次に前記の処理されたメッセージを前記ＵＥへメディアアクセス制御ＭＡＣ層及び
物理層を使用して送信するか、又は、前記第１のサービングノードの前記第２のＲＬＣ層
エンティティにより、前記ＳＲＢ２によって搬送された前記ＲＲＣメッセージを処理し、
次に前記の処理されたメッセージを前記ＵＥへＭＡＣ層及び物理層を使用して送信するス
テップを含む、請求項２９に記載の方法。
【請求項３６】
　前記第１のサービングノードの第１のＲＬＣ層エンティティにより、前記ＳＲＢ１によ
って搬送された前記ＲＲＣメッセージを処理し、次に処理されたメッセージを前記ＵＥへ
送信するか、又は、前記第１のサービングノードの第２のＲＬＣ層エンティティにより、
前記ＳＲＢ２によって搬送された前記ＲＲＣメッセージを処理し、次に処理されたメッセ
ージを前記ＵＥへ送信する前記ステップが、前記第１のサービングノードの前記第１のＲ
ＬＣ層エンティティにより、前記ＳＲＢ１によって搬送された前記ＲＲＣメッセージを処
理し、次に前記の処理されたメッセージを前記ＵＥへ送信し、それにより、前記ＵＥの第
１のＰＤＣＰ層エンティティが、前記ＳＲＢ１によって搬送された前記ＲＲＣメッセージ
を処理し、次に前記の処理されたメッセージをＲＲＣ層エンティティへ送信するか、又は
、前記第１のサービングノードの前記第２のＲＬＣ層エンティティにより、前記ＳＲＢ２
によって搬送された前記ＲＲＣメッセージを処理し、次に前記の処理されたメッセージを
前記ＵＥへ送信し、それにより、前記ＵＥの第２のＰＤＣＰ層エンティティが、前記ＳＲ
Ｂ２によって搬送された前記ＲＲＣメッセージを処理し、次に前記の処理されたメッセー
ジを前記ＲＲＣ層エンティティへ送信する、ステップを含む、請求項２９に記載の方法。
【請求項３７】
　当該方法がさらに、
　前記第１のサービングノードにより、前記ＵＥにより送信されたＲＲＣ接続要求メッセ
ージを受信するステップであって、前記ＲＲＣ接続要求メッセージとは、前記ＵＥが、前
記第１のサービングノードにより同報通信を用いて送信されたシステムメッセージを受信
し、前記システムメッセージに応じてランダムアクセスメッセージを前記第１のサービン
グノードへ送信し、また前記第１のサービングノードにより送信されたランダムアクセス
応答メッセージを受信した後に、前記ＵＥにより前記第１のサービングノードに送信され
る前記ＲＲＣ接続要求メッセージのことである、ステップと、
　前記第１のサービングノードにより、前記ＲＲＣ接続要求メッセージを前記第１のアン
カノードへ転送するステップと、
　前記第１のサービングノードにより、前記第１のアンカノードにより送信されたＲＲＣ
接続設定メッセージを受信するステップであって、前記ＲＲＣ接続設定メッセージとは、
前記の受信されたＲＲＣ接続要求メッセージに応じて前記第１のアンカノードにより生成
される前記ＲＲＣ接続設定メッセージのことである、ステップと、
　前記第１のサービングノードにより、前記ＲＲＣ接続設定メッセージを前記ＵＥへ送信
するステップと、
　前記第１のサービングノードにより、前記ＵＥにより送信されたＲＲＣ接続設定完了メ
ッセージを受信するステップと、
　前記第１のサービングノードにより、前記ＲＲＣ接続設定完了メッセージを前記第１の
アンカノードへ送信してＲＲＣ接続を前記第１のアンカノード及び前記ＵＥに対し設定す
るステップとを含む、請求項２９に記載の方法。
【請求項３８】
　前記ＳＲＢ１によって搬送される前記ＲＲＣメッセージが、ＲＲＣ接続再構成メッセー
ジ又はＲＲＣ接続再構成完了メッセージであり、
　当該方法がさらに、
　前記第１のサービングノードにより、ベアラ追加／修正確認メッセージを前記第１のア
ンカノードへ送信するステップであって、前記ベアラ追加／修正確認メッセージとは、前
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記第１のサービングノードが前記第１のアンカノードにより送信されたベアラ追加／修正
要求メッセージを受信した後に、前記ベアラ追加／修正要求メッセージに応じて前記第１
のサービングノードにより生成される前記ベアラ追加／修正確認メッセージのことである
、ステップと、
　前記第１のアンカノードにより送信された前記ＲＲＣ接続再構成メッセージを受信する
ステップと、
　前記ＲＲＣ接続再構成メッセージを前記ＵＥへ送信するステップと、
　前記ＵＥにより送信された前記ＲＲＣ接続再構成完了メッセージを受信するステップと
、
　前記ＲＲＣ接続再構成完了メッセージを前記第１のアンカノードへ送信するステップと
を含む、請求項２９に記載の方法。
【請求項３９】
　前記ＳＲＢ１によって搬送される前記ＲＲＣメッセージが、ＲＲＣ接続再構成メッセー
ジ又はＲＲＣ接続再構成完了メッセージであり、
　当該方法がさらに、
　前記第１のサービングノードにより、前記第１のアンカノードにより送信された前記Ｒ
ＲＣ接続再構成メッセージを受信するステップであって、前記ＲＲＣ接続再構成メッセー
ジとは、前記第１のサービングノードが、前記第１のアンカノードにより送信されたベア
ラ追加／修正要求メッセージを受信し、ベアラ追加／修正確認メッセージを前記第１のア
ンカノードへ送信した後に、前記第１のアンカノードにより送信される前記ＲＲＣ接続再
構成メッセージのことである、ステップと、
　前記第１のサービングノードにより、前記ＲＲＣ接続再構成メッセージを前記ＵＥへ送
信するステップと、
　前記第１のサービングノードにより、前記ＵＥにより送信された前記ＲＲＣ接続再構成
完了メッセージを受信するステップと、
　前記第１のサービングノードにより、前記ＲＲＣ接続再構成完了メッセージを前記第１
のアンカノードへ送信するステップと、
　前記第１のサービングノードにより、前記第１のアンカノードにより送信されたベアラ
追加／修正完了メッセージを受信するステップとを含む、請求項２９に記載の方法。
【請求項４０】
　前記ＳＲＢ１によって搬送される前記ＲＲＣメッセージが、ＲＲＣ接続再構成メッセー
ジであり、
　当該方法がさらに、
　前記第１のサービングノードにより、前記第１のアンカノードにより送信された前記Ｒ
ＲＣ接続再構成メッセージを受信するステップであって、前記ＲＲＣ接続再構成メッセー
ジとは、第２のアンカノード又は隣接する基地局が、前記第１のアンカノードにより送信
されたハンドオーバ要求メッセージを受信し、またハンドオーバ要求確認メッセージを前
記第１のアンカノードへ送信した後に、前記第１のアンカノードにより送信される前記Ｒ
ＲＣ接続再構成メッセージのことであり、前記第１のサービングノードが前記第１のアン
カノードに属する、ステップと、
　前記第１のサービングノードにより、前記ＲＲＣ接続再構成メッセージを前記ＵＥへ送
信するステップとを含む、請求項２９に記載の方法。
【請求項４１】
　当該方法がさらに、
　前記第１のサービングノードにより、前記ＵＥにより送信されたＲＲＣ接続再設定要求
メッセージを受信するステップであって、前記ＲＲＣ接続再設定要求メッセージとは、前
記ＵＥが、無線リンク障害ＲＬＦを発見し、前記第１のサービングノードにより同報通信
を用いて送信されたシステムメッセージを受信し、前記システムメッセージに応じてラン
ダムアクセスメッセージを前記第１のサービングノードへ送信し、また前記第１のサービ
ングノードにより送信されたランダムアクセス応答メッセージを受信した後に、前記ＵＥ
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により送信される前記ＲＲＣ接続再設定要求メッセージのことである、ステップと、
　前記第１のサービングノードにより、前記ＲＲＣ接続再設定要求メッセージを前記第１
のアンカノードへ送信するステップと、
　前記第１のサービングノードにより、前記第１のアンカノードにより送信されたＲＲＣ
接続再設定メッセージを受信するステップと、
　前記第１のサービングノードにより、前記ＲＲＣ接続再設定メッセージを前記ＵＥへ送
信するステップと、
　前記第１のサービングノードにより、前記ＵＥにより送信されたＲＲＣ接続再設定完了
メッセージを受信するステップと、
　前記第１のサービングノードにより、前記ＲＲＣ接続再設定完了メッセージを前記第１
のアンカノードへ送信してＲＲＣ接続を前記第１のアンカノード及び前記ＵＥに対して設
定するステップとを含む、請求項２９に記載の方法。
【請求項４２】
　無線リソース制御ＲＲＣメッセージ処理方法であって、第１のサービングノードが第１
のアンカノードへの接続を設定し、前記第１のアンカノードがモビリティ管理エンティテ
ィへの接続を設定し、当該方法が、
　前記第１のアンカノードにより、無線リソース制御ＲＲＣメッセージ、及び該ＲＲＣメ
ッセージのＳＲＢタイプを識別するための表示情報を前記第１のサービングノードへ送信
するステップであって、前記ＲＲＣメッセージがシグナリング無線ベアラＳＲＢ１によっ
て搬送されるＲＲＣメッセージ又はＳＲＢ２によって搬送されるＲＲＣメッセージを含む
、ステップを含む、方法。
【請求項４３】
　当該方法がさらに、
　前記第１のアンカノードにより、前記第１のサービングノードにより送信されたＲＲＣ
メッセージを受信するステップと、前記第１のアンカノードの第１のパケットデータコン
バージェンスプロトコルＰＤＣＰ層エンティティにより、前記ＳＲＢ１によって搬送され
たＲＲＣメッセージを処理し、次に処理されたメッセージを前記第１のアンカノードのＲ
ＲＣ層エンティティへ送信するか、又は、前記第１のアンカノードの第２のＰＤＣＰ層エ
ンティティにより、前記ＳＲＢ２によって搬送されたＲＲＣメッセージを処理し、次に処
理されたメッセージを前記第１のアンカノードのＲＲＣ層エンティティへ送信するステッ
プとを含む、請求項４２に記載の方法。
【請求項４４】
　当該方法がさらに、前記第１のアンカノードのＲＲＣ層エンティティにより、前記ＳＲ
Ｂ１によって搬送される前記ＲＲＣメッセージ、又は前記ＳＲＢ２によって搬送される前
記ＲＲＣメッセージを生成し、前記ＳＲＢ１によって搬送される前記ＲＲＣメッセージ又
は前記ＳＲＢ２によって搬送される前記ＲＲＣメッセージを前記第１のサービングノード
へ送信するステップを含む、請求項４２又は４３に記載の方法。
【請求項４５】
　当該方法がさらに、前記第１のアンカノードにより、前記第１のサービングノードによ
り送信された第１の表示情報を受信するステップであって、前記第１の表示情報が前記第
１のアンカノードにより使用されてＲＲＣメッセージがＳＲＢ０によって搬送された前記
ＲＲＣメッセージであることが識別される、ステップか、又は、前記第１のアンカノード
により、第２の表示情報を前記第１のサービングノードへ送信するステップであって、前
記第２の表示情報が前記第１のサービングノードにより使用されてＲＲＣメッセージが前
記ＳＲＢ０によって搬送された前記ＲＲＣメッセージであることが識別される、ステップ
を含む、請求項４２又は４３に記載の方法。
【請求項４６】
　当該方法がさらに、前記第１のアンカノードにより、前記第１のサービングノードによ
り送信された第１の表示情報を受信するステップであって、前記第１の表示情報が前記第
１のアンカノードにより使用されてＲＲＣメッセージが前記ＳＲＢ１によって搬送された
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ことが識別される、ステップか、又は、前記第１のアンカノードにより、第２の表示情報
を前記第１のサービングノードへ送信するステップであって、前記第２の表示情報が前記
第１のサービングノードにより使用されてＲＲＣメッセージが前記ＳＲＢ１によって搬送
されたことが識別される、ステップを含む、請求項４２又は４３に記載の方法。
【請求項４７】
　当該方法がさらに、前記第１のアンカノードにより、前記第１のサービングノードによ
り送信された第１の表示情報を受信するステップであって、前記第１の表示情報が前記第
１のアンカノードにより使用されてＲＲＣメッセージが前記ＳＲＢ２によって搬送された
ことが識別される、ステップか、又は、前記第１のアンカノードにより、第２の表示情報
を前記第１のサービングノードへ送信するステップであって、前記第２の表示情報が前記
第１のサービングノードにより使用されてＲＲＣメッセージが前記ＳＲＢ２によって搬送
されたことが識別される、ステップを含む、請求項４２又は４３に記載の方法。
【請求項４８】
　当該方法がさらに、
　前記第１のアンカノードにより、前記第１のサービングノードによって転送されたＲＲ
Ｃ接続要求メッセージを受信するステップであって、前記ＲＲＣ接続要求メッセージとは
、ＵＥが、前記第１のサービングノードにより同報通信を用いて送信されたシステムメッ
セージを受信し、前記システムメッセージに応じてランダムアクセスメッセージを前記第
１のサービングノードへ送信し、また前記第１のサービングノードにより送信されたラン
ダムアクセス応答メッセージを受信した後に、前記ＵＥにより前記第１のサービングノー
ドに送信される前記ＲＲＣ接続要求メッセージのことである、ステップと、
　前記第１のアンカノードにより、前記ＲＲＣ接続要求メッセージに応じてＲＲＣ接続設
定メッセージを生成するステップと、
　前記第１のアンカノードにより、前記ＲＲＣ接続設定メッセージを前記第１のサービン
グノードへ送信し、それにより、前記第１のサービングノードが前記ＲＲＣ接続設定メッ
セージを前記ＵＥへ送信する、ステップと、
　前記第１のアンカノードにより、前記第１のサービングノードにより送信されたＲＲＣ
接続設定完了メッセージを受信してＲＲＣ接続を前記第１のアンカノード及び前記ＵＥに
対して設定するステップであって、前記ＲＲＣ接続設定完了メッセージとは、前記ＵＥが
前記ＲＲＣ接続設定メッセージを受信した後に、前記ＵＥにより前記第１のサービングノ
ードに送信される前記ＲＲＣ接続設定完了メッセージのことである、ステップとを含む、
請求項４４に記載の方法。
【請求項４９】
　当該方法がさらに、
　前記第１のアンカノードにより、前記第１のサービングノードにより送信されたベアラ
追加／修正確認メッセージを受信するステップであって、前記ベアラ追加／修正確認メッ
セージとは、前記第１のアンカノードがベアラ追加／修正要求メッセージを前記第１のサ
ービングノードへ送信した後に、前記ベアラ追加／修正要求メッセージに応じて前記第１
のサービングノードにより生成される前記ベアラ追加／修正確認メッセージのことである
、ステップと、
　前記第１のアンカノードにより、ＲＲＣ接続再構成メッセージを前記第１のサービング
ノードへ送信し、それにより、前記第１のサービングノードが前記ＲＲＣ接続再構成メッ
セージをＵＥへ送信する、ステップと、
　前記第１のアンカノードにより、前記第１のサービングノードにより送信されたＲＲＣ
接続再構成完了メッセージを受信するステップであって、前記ＲＲＣ接続再構成完了メッ
セージは、前記ＵＥが前記ＲＲＣ接続再構成メッセージを受信した後に、前記ＵＥにより
前記第１のサービングノードに送信される、ステップと、前記第１のアンカノードにより
、前記ＲＲＣ接続再構成完了メッセージに応じてベアラ追加／修正完了メッセージを前記
第１のサービングノードへ送信するステップとを含む、請求項４４に記載の方法。
【請求項５０】
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　当該方法がさらに、
　前記第１のアンカノードにより、ＲＲＣ接続再構成メッセージを前記第１のサービング
ノードへ送信するステップであって、前記ＲＲＣ接続再構成メッセージは、前記第１のア
ンカノードが、ベアラ追加／修正要求メッセージを前記第１のサービングノードへ送信し
、前記第１のサービングノードにより送信されたベアラ追加／修正確認メッセージを受信
した後に、前記第１のアンカノードにより前記第１のサービングノードに送信される、ス
テップと、
　前記第１のアンカノードにより、前記第１のサービングノードにより送信されたＲＲＣ
接続再構成完了メッセージを受信するステップであって、前記ＲＲＣ接続再構成完了メッ
セージとは、前記第１のサービングノードが、前記第１のアンカノードにより送信された
前記ＲＲＣ接続再構成メッセージを受信し、前記ＲＲＣ接続再構成メッセージをＵＥへ送
信した後に、前記ＵＥにより送信され前記第１のサービングノードにより受信される前記
ＲＲＣ接続再構成完了メッセージのことである、ステップと、
　前記第１のアンカノードにより、ベアラ追加／修正完了メッセージを前記第１のサービ
ングノードへ送信するステップとを含む、請求項４３に記載の方法。
【請求項５１】
　当該方法がさらに、
　前記第１のアンカノードにより、ＲＲＣ接続再構成メッセージを前記第１のサービング
ノードへ送信し、それにより、前記第１のサービングノードが前記ＲＲＣ接続再構成メッ
セージをＵＥへ送信する、ステップであって、前記ＲＲＣ接続再構成メッセージとは、第
２のアンカノード又は隣接する基地局が、前記第１のアンカノードにより送信されたハン
ドオーバ要求メッセージを受信し、またハンドオーバ要求確認メッセージを前記第１のア
ンカノードへ送信した後に、前記第１のアンカノードにより送信される前記ＲＲＣ接続再
構成メッセージのことであり、前記第１のサービングノードが前記第１のアンカノードに
属する、ステップを含む、請求項４３に記載の方法。
【請求項５２】
　当該方法がさらに、
　前記第１のアンカノードにより、前記第１のサービングノードにより送信されたＲＲＣ
接続再設定要求メッセージを受信するステップであって、前記ＲＲＣ接続再設定要求メッ
セージとは、ＵＥが、無線リンク障害ＲＬＦを発見し、前記第１のサービングノードによ
り同報通信を用いて送信されたシステムメッセージを受信し、前記システムメッセージに
応じてランダムアクセスメッセージを前記第１のサービングノードへ送信し、また前記第
１のサービングノードにより送信されたランダムアクセス応答メッセージを受信した後に
、前記ＵＥにより前記第１のサービングノードに送信される前記ＲＲＣ接続再設定要求メ
ッセージのことである、ステップと、
　前記第１のアンカノードにより、ＲＲＣ接続再設定メッセージを前記第１のサービング
ノードへ送信し、それにより、前記第１のサービングノードが前記ＲＲＣ接続再設定メッ
セージを前記ＵＥへ送信する、ステップと、
　前記第１のアンカノードにより、前記第１のサービングノードにより送信されたＲＲＣ
接続再設定完了メッセージを受信してＲＲＣ接続を前記第１のアンカノード及び前記ＵＥ
に対して設定するステップであって、前記ＲＲＣ接続再設定完了メッセージとは、前記Ｕ
Ｅにより送信され前記第１のサービングノードにより受信される前記ＲＲＣ接続再設定完
了メッセージのことである、ステップとを含む、請求項４３に記載の方法。
【請求項５３】
　無線リソース制御ＲＲＣメッセージ処理システムであって、前記システムは、第１のサ
ービングノード及び第１のアンカーノードを含み、前記第１のサービングノードは前記第
１のアンカーノードへの接続を設定し、前記第１のアンカーノードはモビリティ管理エン
ティティへの接続を設定し、
　前記第１のサービングノードは、請求項１乃至１４のいずれか一項に記載のＲＲＣメッ
セージ処理装置を含み、
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　前記第１のアンカーノードは、請求項１５乃至２５のいずれか一項に記載のＲＲＣメッ
セージ処理装置を含む、システム。
【請求項５４】
　コンピュータに請求項２８乃至５２のいずれか一項に記載の方法を実行させるコンピュ
ータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、モバイル通信の分野に関し、詳細には無線リソース制御ＲＲＣメッセージ処
理方法、装置、及びシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ユーザ機器（ＵＥ，Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）の数量の増大により、既存の無線
通信システムではユーザの無線通信要求を満たすことができない。したがって、無線通信
システムのシステム容量を増大させることが緊急に必要とされている。システム容量は、
基地局を追加することによって増やすことができる。通常、多くの小さなセルが１つのマ
クロセル内に密に配置されて、より多くのマイクロセルを形成する。しかし、ほとんどの
ＵＥが基地局に接続され、この基地局が無線通信サービスをＵＥに提供する。説明を簡単
にするために、無線通信サービスをＵＥに提供するネットワークデバイスをＵＥのサービ
ングノードと呼び、このサービングノードは、具体的には基地局とすることができる。
【０００３】
　従来技術では、ＵＥが１つのセルから別のセルにハンドオーバされるとき、又はＵＥが
１つの基地局のカバレッジエリアから別の基地局のカバレッジエリアにハンドオーバされ
るとき、又はＵＥが無線リンク障害（ＲＬＦ，Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｆａｉｌｕｒｅ）
を発見したとき、サービングノードハンドオーバ（serving　node　handover）がそのＵ
Ｅに対して行われる。すなわち、ＵＥのサービングノードは、ある基地局から別の基地局
へ変更される。サービングノードとモビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ，Ｍｏｂｉｌｉ
ｔｙ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｅｎｔｉｔｙ）が制御プレーンインタフェースを使用して
接続されているとともに、サービングノードとサービングゲートウェイ（ＳＧＷ，Ｓｅｒ
ｖｉｎｇ　Ｇａｔｅｗａｙ）がユーザプレーンインタフェースを使用して接続されている
ので、サービングノードハンドオーバがＵＥに対して行われた後には、サービングノード
とＭＭＥとの間のＳ１制御プレーン接続を更新するためにシグナリングが新しいサービン
グノードとＭＭＥとの間で送信される必要があり、シグナリングはまた、サービングノー
ドとＳＧＷとの間のＳ１ユーザプレーン接続を更新するためにＭＭＥとＳＧＷとの間で送
信される必要もある。したがって、各ハンドオーバ処理は、少なくとも４つのメッセージ
をもたらす。基地局数の配置密度が増大すると、ハンドオーバ数が急激に増大し、その結
果、コアネットワークのシグナリング負荷が急激に増大する。加えて、各サービングノー
ドとＭＭＥが、制御プレーンインタフェースを使用して接続される。ＭＭＥが送信される
べきページングメッセージを有しているとき、そのＭＭＥはページングメッセージを、ペ
ージングメッセージに対応するトラッキングエリア（ＴＡ，ｔｒａｃｋｉｎｇ　ａｒｅａ
）区域内のすべての基地局に送信する。その結果、コアネットワークのシグナリング負荷
が急激に増大する。
【発明の概要】
【０００４】
　本発明の実施形態は、コアネットワークのシグナリング負荷を効果的に低減するための
ＲＲＣメッセージ処理方法、装置、及びシステムを提供する。
【０００５】
　第１の態様ではＲＲＣメッセージ処理システムが提供され、当該システムは、第１のサ
ービングノード、第１のアンカノード、及びモビリティ管理エンティティＭＭＥを含み、
前記第１のサービングノードが前記第１のアンカノードへの接続を設定し、前記第１のア
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ンカノードが前記ＭＭＥへの接続を設定し、
　前記第１のサービングノードが、シグナリング無線ベアラＳＲＢ１によって搬送される
無線リソース制御ＲＲＣメッセージ又はＳＲＢ２によって搬送されるＲＲＣメッセージを
含む、第１のユーザ機器ＵＥにより送信されたＲＲＣメッセージを受信し、該ＲＲＣメッ
セージを前記第１のアンカノードへ送信するように構成され、
　前記第１のアンカノードが、第１のパケットデータコンバージェンスプロトコルＰＤＣ
Ｐ層エンティティを使用して、前記ＳＲＢ１によって搬送された前記ＲＲＣメッセージを
処理し、次に処理されたメッセージをＲＲＣ層エンティティへ送信するように、又は、第
２のＰＤＣＰ層エンティティを使用して、前記ＳＲＢ２によって搬送された前記ＲＲＣメ
ッセージを処理し、次に処理されたメッセージを前記ＲＲＣ層エンティティへ送信するよ
うに構成される。
【０００６】
　第２の態様ではＲＲＣメッセージ処理装置が提供され、当該装置はサービングノードに
配置され、第１のサービングノードは第１のアンカノードへの接続を設定し、前記第１の
アンカノードはモビリティ管理エンティティＭＭＥへの接続を設定し、
　当該装置は、
　第１のユーザ機器ＵＥにより送信されたＲＲＣメッセージを受信し、ここで、前記ＲＲ
Ｃメッセージがシグナリング無線ベアラＳＲＢ１によって搬送されるＲＲＣメッセージ又
はＳＲＢ２によって搬送されるＲＲＣメッセージを含む、ように構成される受信ユニット
と、
　前記受信ユニットにより受信された前記ＲＲＣメッセージを前記第１のアンカノードへ
送信し、それにより、前記第１のアンカノードの第１のパケットデータコンバージェンス
プロトコルＰＤＣＰ層エンティティが、前記ＳＲＢ１によって搬送された前記ＲＲＣメッ
セージを処理し、次に処理されたメッセージを前記第１のアンカノードのＲＲＣ層エンテ
ィティへ送信するか、又は、前記第１のアンカノードの第２のＰＤＣＰ層エンティティが
、前記ＳＲＢ２によって搬送された前記ＲＲＣメッセージを処理し、次に処理されたメッ
セージを前記第１のアンカノードのＲＲＣ層エンティティへ送信する、ように構成される
送信ユニットとを含む。
【０００７】
　第２の態様に関して、第２の態様の第１の実現方式では、前記受信ユニットがさらに、
前記第１のアンカノードにより送信されたＲＲＣメッセージを受信するように構成され、
前記ＲＲＣメッセージが、ＳＲＢ１によって搬送されるＲＲＣメッセージ又はＳＲＢ２に
よって搬送されるＲＲＣメッセージを含み、当該装置がさらに、
　前記第１のサービングノードの第１の無線リンク制御ＲＬＣ層エンティティを使用して
、前記ＳＲＢ１によって搬送された前記ＲＲＣメッセージを処理し、それにより、前記送
信ユニットが処理されたメッセージを前記第１のＵＥへ送信する、ように構成される第１
の処理ユニットと、
　前記第１のサービングノードの第２のＲＬＣ層エンティティを使用して、前記ＳＲＢ２
によって搬送された前記ＲＲＣメッセージを処理し、それにより、前記送信ユニットが処
理されたメッセージを前記第１のＵＥへ送信する、ように構成される第２の処理ユニット
とを含む。
【０００８】
　第２の態様、又は第２の態様の第１の実現方式に関して、第２の態様の第２の実現方式
では、当該装置がさらに、
　前記第１のサービングノードのＲＲＣ層エンティティを使用して、ＳＲＢ０によって搬
送されるＲＲＣメッセージを生成し、それにより、前記送信ユニットが前記ＳＲＢ０によ
って搬送される前記ＲＲＣメッセージを前記第１のＵＥ及び／又は前記第１のアンカノー
ドへ送信する、ように構成されるメッセージ生成ユニットを含む。
【０００９】
　第２の態様、又は第２の態様の第１の実現方式に関して、第２の態様の第３の実現方式
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では、前記ＲＲＣメッセージがさらに、ＳＲＢ０によって搬送されるＲＲＣメッセージを
含み、前記送信ユニットがさらに、第１の表示情報を前記第１のアンカノードへ送信し、
ここで、前記第１の表示情報が前記第１のアンカノードにより使用されて前記第１の表示
情報により前記ＲＲＣメッセージが前記ＳＲＢ０によって搬送された前記ＲＲＣメッセー
ジであることが識別され、また前記第１のアンカノードの前記ＲＲＣ層エンティティを使
用して処理が行われる、ように構成され、前記受信ユニットがさらに、前記第１のアンカ
ノードにより送信された第１の表示情報を受信し、ここで、前記第１の表示情報が前記第
１のサービングノードにより使用されて前記第１の表示情報により前記ＲＲＣメッセージ
が前記ＳＲＢ０によって搬送された前記ＲＲＣメッセージであることが識別され、また前
記第１のサービングノードのＲＲＣ層エンティティを使用して処理が行われる、ように構
成される。
【００１０】
　第２の態様、又は第２の態様の第１の実現方式に関して、第２の態様の第４の実現方式
では、前記送信ユニットがさらに、第２の表示情報を前記第１のアンカノードへ送信し、
ここで、前記第２の表示情報が前記第１のアンカノードにより使用されて前記第２の表示
情報により前記ＲＲＣメッセージが前記ＳＲＢ１によって搬送された前記ＲＲＣメッセー
ジであることが識別される、ように構成され、前記受信ユニットがさらに、前記第１のア
ンカノードにより送信された第２の表示情報を受信し、ここで、前記第２の表示情報が前
記第１のサービングノードにより使用されて前記第２の表示情報により前記ＲＲＣメッセ
ージが前記ＳＲＢ１によって搬送された前記ＲＲＣメッセージであることが識別される、
ように構成される。
【００１１】
　第２の態様、又は第２の態様の第１の実現方式に関して、第２の態様の第５の実現方式
では、前記送信ユニットがさらに、第３の表示情報を前記第１のアンカノードへ送信し、
ここで、前記第３の表示情報が前記第１のアンカノードにより使用されて前記第３の表示
情報により前記ＲＲＣメッセージが前記ＳＲＢ２によって搬送された前記ＲＲＣメッセー
ジであることが識別される、ように構成され、前記受信ユニットがさらに、前記第１のア
ンカノードにより送信された前記第３の表示情報を受信し、ここで、前記第３の表示情報
が前記第１のサービングノードにより使用されて前記第３の表示情報により前記ＲＲＣメ
ッセージが前記ＳＲＢ２によって搬送された前記ＲＲＣメッセージであることが識別され
る、ように構成される。
【００１２】
　第２の態様に関して、第２の態様の第６の実現方式では、当該装置がさらに、前記送信
ユニットが前記ＲＲＣメッセージを前記第１のアンカノードへ送信する前に、前記第１の
サービングノードの第１のＲＬＣ層エンティティを使用して、前記ＳＲＢ１によって搬送
された前記ＲＲＣメッセージを処理するように構成される第１の処理ユニットと、
　前記送信ユニットが前記ＲＲＣメッセージを前記第１のアンカノードへ送信する前に、
前記第１のサービングノードの第２のＲＬＣ層エンティティを使用して、前記ＳＲＢ２に
よって搬送された前記ＲＲＣメッセージを処理するように構成される第２の処理ユニット
とを含む。
【００１３】
　第２の態様の第１の実現方式に関して、第２の態様の第７の実現方式では、前記送信ユ
ニットが、前記第１の処理ユニットによって処理された前記ＲＲＣメッセージを前記第１
のＵＥへメディアアクセス制御ＭＡＣ層及び物理層を使用して送信するように、又は、前
記第２の処理ユニットによって処理された前記ＲＲＣメッセージを前記第１のＵＥへＭＡ
Ｃ層及び物理層を使用して送信するように構成される。
【００１４】
　第２の態様の第１の実現方式に関して、第２の態様の第８の実現方式では、前記送信ユ
ニットが、前記第１の処理ユニットによって処理された前記ＲＲＣメッセージを前記第１
のＵＥへ送信し、それにより、前記第１のＵＥの第１のＰＤＣＰ層エンティティが、前記
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ＳＲＢ１によって搬送された前記ＲＲＣメッセージを処理し、次に前記の処理されたメッ
セージをＲＲＣ層エンティティへ送信するか、又は、前記第２の処理ユニットによって処
理された前記ＲＲＣメッセージを前記第１のＵＥへ送信し、それにより、前記第１のＵＥ
の第２のＰＤＣＰ層エンティティが、前記ＳＲＢ２によって搬送された前記ＲＲＣメッセ
ージを処理し、次に前記の処理されたメッセージを前記ＲＲＣ層エンティティへ送信する
ように構成される。
【００１５】
　第２の態様の第１の実現方式に関して、第２の態様の第９の実現方式では、前記ＲＲＣ
メッセージがさらに、ＳＲＢ０によって搬送されるＲＲＣメッセージを含み、前記ＳＲＢ
０によって搬送される前記ＲＲＣメッセージが、ＲＲＣ接続要求メッセージ又はＲＲＣ接
続設定メッセージであり、前記ＳＲＢ１によって搬送される前記ＲＲＣメッセージが、Ｒ
ＲＣ接続設定完了メッセージであり、
　前記受信ユニットが、前記第１のＵＥにより送信された前記ＲＲＣ接続要求メッセージ
を受信し、ここで、前記ＲＲＣ接続要求メッセージとは、前記第１のＵＥが、前記第１の
サービングノードにより同報通信を用いて送信されたシステムメッセージを受信し、前記
システムメッセージに応じてランダムアクセスメッセージを前記第１のサービングノード
へ送信し、また前記第１のサービングノードにより送信されたランダムアクセス応答メッ
セージを受信した後に、前記第１のＵＥにより前記第１のサービングノードに送信される
前記ＲＲＣ接続要求メッセージのことである、ように構成され、
　前記送信ユニットが、前記受信ユニットにより受信された前記ＲＲＣ接続要求メッセー
ジを前記第１のアンカノードへ転送するように構成され、
　前記受信ユニットがさらに、前記第１のアンカノードにより送信された前記ＲＲＣ接続
設定メッセージを受信し、ここで、前記ＲＲＣ接続設定メッセージとは、前記の受信され
たＲＲＣ接続要求メッセージに応じて前記第１のアンカノードにより生成される前記ＲＲ
Ｃ接続設定メッセージのことである、ように構成され、
　前記送信ユニットがさらに、前記受信ユニットにより受信された前記ＲＲＣ接続設定メ
ッセージを前記第１のＵＥへ送信するように構成され、
　前記受信ユニットがさらに、前記第１のＵＥにより送信された前記ＲＲＣ接続設定完了
メッセージを受信するように構成され、
　前記送信ユニットがさらに、前記受信ユニットにより受信された前記ＲＲＣ接続設定完
了メッセージを前記第１のアンカノードへ送信してＲＲＣ接続を前記第１のアンカノード
及び前記第１のＵＥに対して設定するように構成される。
【００１６】
　第２の態様の第１の実現方式に関して、第２の態様の第１０の実現方式では、前記ＳＲ
Ｂ１によって搬送される前記ＲＲＣメッセージが、ＲＲＣ接続再構成メッセージ又はＲＲ
Ｃ接続再構成完了メッセージであり、
　前記送信ユニットが、ベアラ追加／修正確認メッセージを前記第１のアンカノードへ送
信し、ここで、前記ベアラ追加／修正確認メッセージとは、前記第１のサービングノード
が前記第１のアンカノードにより送信されたベアラ追加／修正要求メッセージを受信した
後に、前記ベアラ追加／修正要求メッセージに応じて前記第１のサービングノードにより
生成される前記ベアラ追加／修正確認メッセージのことである、ように構成され、
　前記受信ユニットが、前記第１のアンカノードにより送信された前記ＲＲＣ接続再構成
メッセージを受信するように構成され、
　前記送信ユニットがさらに、前記受信ユニットにより受信された前記ＲＲＣ接続再構成
メッセージを前記第１のＵＥへ送信するように構成され、
　前記受信ユニットがさらに、前記第１のＵＥにより送信された前記ＲＲＣ接続再構成完
了メッセージを受信するように構成され、
　前記送信ユニットがさらに、前記受信ユニットにより受信された前記ＲＲＣ接続再構成
完了メッセージを前記第１のアンカノードへ送信し、それにより、前記第１のアンカノー
ドが前記ＲＲＣ接続再構成完了メッセージに応じてベアラ追加／修正完了メッセージを前
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記第１のサービングノードへ送信する、ように構成される。
【００１７】
　第２の態様の第１の実現方式に関して、第２の態様の第１１の実現方式では、前記ＳＲ
Ｂ１によって搬送される前記ＲＲＣメッセージが、ＲＲＣ接続再構成メッセージ又はＲＲ
Ｃ接続再構成完了メッセージであり、
　前記受信ユニットが、前記第１のアンカノードにより送信された前記ＲＲＣ接続再構成
メッセージを受信し、ここで、前記ＲＲＣ接続再構成メッセージとは、前記第１のサービ
ングノードが、前記第１のアンカノードにより送信されたベアラ追加／修正要求メッセー
ジを受信し、ベアラ追加／修正確認メッセージを前記第１のアンカノードへ送信した後に
、前記第１のアンカノードにより送信される前記ＲＲＣ接続再構成メッセージのことであ
る、ように構成され、
　前記送信ユニットが、前記受信ユニットにより受信された前記ＲＲＣ接続再構成メッセ
ージを前記第１のＵＥへ送信するように構成され、
　前記受信ユニットがさらに、前記第１のＵＥにより送信された前記ＲＲＣ接続再構成完
了メッセージを受信するように構成され、
　前記送信ユニットがさらに、前記受信ユニットにより受信された前記ＲＲＣ接続再構成
完了メッセージを前記第１のアンカノードへ送信するように構成され、
　前記受信ユニットがさらに、前記第１のアンカノードにより送信されたベアラ追加／修
正完了メッセージを受信するように構成される。
【００１８】
　第２の態様の第１の実現方式に関して、第２の態様の第１２の実現方式では、前記ＳＲ
Ｂ１によって搬送される前記ＲＲＣメッセージが、ＲＲＣ接続再構成メッセージであり、
　前記受信ユニットが、前記第１のアンカノードにより送信された前記ＲＲＣ接続再構成
メッセージを受信し、ここで、前記ＲＲＣ接続再構成メッセージとは、第２のアンカノー
ド又は隣接する基地局が、前記第１のアンカノードにより送信されたハンドオーバ要求メ
ッセージを受信し、またハンドオーバ要求確認メッセージを前記第１のアンカノードへ送
信した後に、前記第１のアンカノードにより送信される前記ＲＲＣ接続再構成メッセージ
のことであり、前記第１のサービングノードが前記第１のアンカノードに属する、ように
構成され、
　前記送信ユニットが、前記受信ユニットにより受信された前記ＲＲＣ接続再構成メッセ
ージを前記第１のＵＥへ送信するように構成される。
【００１９】
　第２の態様の第１の実現方式に関して、第２の態様の第１３の実現方式では、前記ＲＲ
Ｃメッセージがさらに、ＳＲＢ０によって搬送されるＲＲＣメッセージを含み、前記ＳＲ
Ｂ０によって搬送される前記ＲＲＣメッセージが、ＲＲＣ接続再設定要求メッセージ又は
ＲＲＣ接続再設定メッセージであり、前記ＳＲＢ１によって搬送される前記ＲＲＣメッセ
ージが、ＲＲＣ接続再設定完了メッセージであり、
　前記受信ユニットが、前記第１のＵＥにより送信された前記ＲＲＣ接続再設定要求メッ
セージを受信し、ここで、前記ＲＲＣ接続再設定要求メッセージとは、前記第１のＵＥが
、無線リンク障害ＲＬＦを発見し、前記第１のサービングノードにより同報通信を用いて
送信されたシステムメッセージを受信し、前記システムメッセージに応じてランダムアク
セスメッセージを前記第１のサービングノードへ送信し、また前記第１のサービングノー
ドにより送信されたランダムアクセス応答メッセージを受信した後に、前記第１のＵＥに
より送信される前記ＲＲＣ接続再設定要求メッセージのことである、ように構成され、
　前記送信ユニットが、前記受信ユニットにより受信された前記ＲＲＣ接続再設定要求メ
ッセージを前記第１のアンカノードへ送信するように構成され、
　前記受信ユニットがさらに、前記第１のアンカノードにより送信された前記ＲＲＣ接続
再設定メッセージを受信するように構成され、
　前記送信ユニットがさらに、前記受信ユニットにより受信された前記ＲＲＣ接続再設定
メッセージを前記第１のＵＥへ送信するように構成され、
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　前記受信ユニットがさらに、前記第１のＵＥにより送信された前記ＲＲＣ接続再設定完
了メッセージを受信するように構成され、
　前記送信ユニットがさらに、前記受信ユニットにより受信された前記ＲＲＣ接続再設定
完了メッセージを前記第１のアンカノードへ送信してＲＲＣ接続を前記第１のアンカノー
ド及び前記第１のＵＥに対して設定する、ように構成される。
【００２０】
　第３の態様ではＲＲＣメッセージ処理装置が提供され、当該装置はアンカノードに配置
され、第１のサービングノードは第１のアンカノードへの接続を設定し、前記第１のアン
カノードはモビリティ管理エンティティＭＭＥへの接続を設定し、当該装置は、
　無線リソース制御ＲＲＣメッセージを前記第１のサービングノードへ送信し、ここで、
前記ＲＲＣメッセージがシグナリング無線ベアラＳＲＢ１によって搬送されるＲＲＣメッ
セージ又はＳＲＢ２によって搬送されるＲＲＣメッセージを含む、ように構成される送信
ユニットを含む。
【００２１】
　第３の態様に関して、第３の態様の第１の実現方式では、当該装置がさらに、
　前記第１のサービングノードにより送信されたＲＲＣメッセージを受信するように構成
される受信ユニットと、
　前記第１のアンカノードの第１のパケットデータコンバージェンスプロトコルＰＤＣＰ
層エンティティを使用して、ＳＲＢ１によって搬送され前記受信ユニットにより受信され
たＲＲＣメッセージを処理し、次に処理されたメッセージを前記第１のアンカノードのＲ
ＲＣ層エンティティへ送信するように構成される第１のパケットデータ処理ユニットと、
　前記第１のアンカノードの第２のＰＤＣＰ層エンティティを使用して、ＳＲＢ２によっ
て搬送され前記受信ユニットにより受信されたＲＲＣメッセージを処理し、次に処理され
たメッセージを前記第１のアンカノードの前記ＲＲＣ層エンティティへ送信するように構
成される第２のパケットデータ処理ユニットとを含む。
【００２２】
　第３の態様、又は第３の態様の第１の実現方式に関して、第３の態様の第２の実現方式
では、当該装置がさらに、
　前記第１のアンカノードのＲＲＣ層エンティティを使用して、前記ＳＲＢ１によって搬
送される前記ＲＲＣメッセージ、又は前記ＳＲＢ２によって搬送される前記ＲＲＣメッセ
ージを生成するように構成される第１のメッセージ生成ユニットを含み、
　前記送信ユニットが、前記ＳＲＢ１によって搬送されるとともに前記第１のメッセージ
生成ユニットで生成される前記ＲＲＣメッセージ、又は前記ＳＲＢ２によって搬送される
とともに前記第１のメッセージ生成ユニットで生成される前記ＲＲＣメッセージを、前記
第１のサービングノードへ送信するように構成される。
【００２３】
　第３の態様の第１の実現方式に関して、第３の態様の第３の実現方式では、前記ＲＲＣ
メッセージがさらに、ＳＲＢ０によって搬送されるＲＲＣメッセージを含み、前記受信ユ
ニットがさらに、前記第１のサービングノードにより送信された第１の表示情報を受信す
るように構成され、
　当該装置がさらに、
　前記受信ユニットにより受信された前記第１の表示情報により前記ＲＲＣメッセージが
前記ＳＲＢ０によって搬送された前記ＲＲＣメッセージであることを識別するように、ま
た前記第１のアンカノードの前記ＲＲＣ層エンティティを使用して処理を行うように構成
される識別ユニットを含み、
　前記送信ユニットがさらに、第１の表示情報を前記第１のサービングノードへ送信し、
ここで、前記第１の表示情報が前記第１のサービングノードにより使用されて前記第１の
表示情報により前記ＲＲＣメッセージが前記ＳＲＢ０によって搬送された前記ＲＲＣメッ
セージであることが識別され、また前記第１のサービングノードのＲＲＣ層エンティティ
を使用して処理が行われる、ように構成される。
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【００２４】
　第３の態様の第１の実現方式に関して、第３の態様の第４の実現方式では、前記受信ユ
ニットがさらに、前記第１のサービングノードにより送信された第２の表示情報を受信す
るように構成され、
　当該装置がさらに、
　前記受信ユニットにより受信された前記第２の表示情報により前記ＲＲＣメッセージが
前記ＳＲＢ１によって搬送された前記ＲＲＣメッセージであることを識別するように構成
される識別ユニットを含み、
　前記送信ユニットがさらに、第２の表示情報を前記第１のサービングノードへ送信し、
ここで、前記第２の表示情報が前記第１のサービングノードにより使用されて前記第２の
表示情報により前記ＲＲＣメッセージが前記ＳＲＢ１によって搬送された前記ＲＲＣメッ
セージであることが識別される、ように構成される。
【００２５】
　第３の態様の第１の実現方式に関して、第３の態様の第５の実現方式では、前記受信ユ
ニットがさらに、前記第１のサービングノードにより送信された第３の表示情報を受信す
るように構成され、
　当該装置がさらに、
　前記受信ユニットにより受信された前記第３の表示情報により前記ＲＲＣメッセージが
前記ＳＲＢ２によって搬送された前記ＲＲＣメッセージであることを識別するように構成
される識別ユニットを含み、
　前記送信ユニットがさらに、第３の表示情報を前記第１のサービングノードへ送信し、
ここで、前記第３の表示情報が前記第１のサービングノードにより使用されて前記第３の
表示情報により前記ＲＲＣメッセージが前記ＳＲＢ２によって搬送された前記ＲＲＣメッ
セージであることが識別される、ように構成される。
【００２６】
　第３の態様の第１の実現方式に関して、第３の態様の第６の実現方式では、前記ＲＲＣ
メッセージがさらに、ＳＲＢ０によって搬送されるＲＲＣメッセージを含み、前記ＳＲＢ
０によって搬送される前記ＲＲＣメッセージが、ＲＲＣ接続要求メッセージ又はＲＲＣ接
続設定メッセージであり、前記ＳＲＢ１によって搬送される前記ＲＲＣメッセージが、Ｒ
ＲＣ接続設定完了メッセージであり、
　前記受信ユニットが、前記第１のサービングノードによって転送された前記ＲＲＣ接続
要求メッセージを受信し、ここで、前記ＲＲＣ接続要求メッセージとは、第１のＵＥが、
前記第１のサービングノードにより同報通信を用いて送信されたシステムメッセージを受
信し、前記システムメッセージに応じてランダムアクセスメッセージを前記第１のサービ
ングノードへ送信し、また前記第１のサービングノードにより送信されたランダムアクセ
ス応答メッセージを受信した後に、前記第１のＵＥにより前記第１のサービングノードに
送信される前記ＲＲＣ接続要求メッセージのことである、ように構成され、
　当該装置がさらに、
　前記受信ユニットにより受信された前記ＲＲＣ接続要求メッセージに応じて前記ＲＲＣ
接続設定メッセージを生成するように構成される第２のメッセージ生成ユニットを含み、
　前記送信ユニットが、前記第２のメッセージ生成ユニットで生成された前記ＲＲＣ接続
設定メッセージを前記第１のサービングノードへ送信し、それにより、前記第１のサービ
ングノードが前記ＲＲＣ接続設定メッセージを前記第１のＵＥへ送信する、ように構成さ
れ、
　前記受信ユニットがさらに、前記第１のサービングノードにより送信された前記ＲＲＣ
接続設定完了メッセージを受信してＲＲＣ接続を前記第１のアンカノード及び前記第１の
ＵＥに対して設定し、ここで、前記ＲＲＣ接続設定完了メッセージとは、前記第１のＵＥ
が前記ＲＲＣ接続設定メッセージを受信した後に、前記第１のＵＥにより前記第１のサー
ビングノードに送信される前記ＲＲＣ接続設定完了メッセージのことである、ように構成
される。
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【００２７】
　第３の態様の第１の実現方式に関して、第３の態様の第７の実現方式では、前記ＳＲＢ
１によって搬送される前記ＲＲＣメッセージが、ＲＲＣ接続再構成メッセージ又はＲＲＣ
接続再構成完了メッセージであり、
　前記受信ユニットが、前記第１のサービングノードにより送信されたベアラ追加／修正
確認メッセージを受信し、ここで、前記ベアラ追加／修正確認メッセージとは、前記第１
のアンカノードがベアラ追加／修正要求メッセージを前記第１のサービングノードへ送信
した後に、前記ベアラ追加／修正要求メッセージに応じて前記第１のサービングノードに
より生成される前記ベアラ追加／修正確認メッセージのことである、ように構成され、
　前記送信ユニットが、前記ＲＲＣ接続再構成メッセージを前記第１のサービングノード
へ送信し、それにより、前記第１のサービングノードが前記ＲＲＣ接続再構成メッセージ
を第１のＵＥへ送信する、ように構成され、
　前記受信ユニットがさらに、前記第１のサービングノードにより送信された前記ＲＲＣ
接続再構成完了メッセージを受信し、ここで、前記ＲＲＣ接続再構成完了メッセージとは
、前記第１のＵＥが前記ＲＲＣ接続再構成メッセージを受信した後に、前記第１のＵＥに
より前記第１のサービングノードに送信される前記ＲＲＣ接続再構成完了メッセージのこ
とであり、前記第１のアンカノードが前記ＲＲＣ接続再構成完了メッセージに応じてベア
ラ追加／修正完了メッセージを前記第１のサービングノードへ送信する、ように構成され
る。
【００２８】
　第３の態様の第１の実現方式に関して、第３の態様の第８の実現方式では、前記ＳＲＢ
１によって搬送される前記ＲＲＣメッセージが、ＲＲＣ接続再構成メッセージ又はＲＲＣ
接続再構成完了メッセージであり、
　前記送信ユニットが、前記ＲＲＣ接続再構成メッセージを前記第１のサービングノード
へ送信し、ここで、前記ＲＲＣ接続再構成メッセージとは、前記第１のアンカノードが、
ベアラ追加／修正要求メッセージを前記第１のサービングノードへ送信し、前記第１のサ
ービングノードにより送信されたベアラ追加／修正確認メッセージを受信した後に、前記
第１のアンカノードにより前記第１のサービングノードに送信される前記ＲＲＣ接続再構
成メッセージのことである、ように構成され、
　前記受信ユニットが、前記第１のサービングノードにより送信された前記ＲＲＣ接続再
構成完了メッセージを受信し、ここで、前記ＲＲＣ接続再構成完了メッセージとは、前記
第１のサービングノードが、前記第１のアンカノードにより送信された前記ＲＲＣ接続再
構成メッセージを受信し、前記ＲＲＣ接続再構成メッセージを第１のＵＥへ送信した後に
、前記第１のＵＥにより送信され前記第１のサービングノードにより受信される前記ＲＲ
Ｃ接続再構成完了メッセージのことである、ように構成され、
　前記送信ユニットがさらに、ベアラ追加／修正完了メッセージを前記第１のサービング
ノードへ送信するように構成される。
【００２９】
　第３の態様の第１の実現方式に関して、第３の態様の第９の実現方式では、前記ＳＲＢ
１によって搬送される前記ＲＲＣメッセージが、ＲＲＣ接続再構成メッセージであり、
　前記送信ユニットが、前記ＲＲＣ接続再構成メッセージを前記第１のサービングノード
へ送信し、それにより、前記第１のサービングノードが前記ＲＲＣ接続再構成メッセージ
を第１のＵＥへ送信し、ここで、前記ＲＲＣ接続再構成メッセージとは、第２のアンカノ
ード又は隣接する基地局が、前記第１のアンカノードにより送信されたハンドオーバ要求
メッセージを受信し、またハンドオーバ要求確認メッセージを前記第１のアンカノードへ
送信した後に、前記第１のアンカノードにより送信される前記ＲＲＣ接続再構成メッセー
ジのことであり、前記第１のサービングノードが前記第１のアンカノードに属する、よう
に構成される。
【００３０】
　第３の態様の第１の実現方式に関して、第３の態様の第１０の実現方式では、前記ＲＲ
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Ｃメッセージがさらに、ＳＲＢ０によって搬送されるＲＲＣメッセージを含み、前記ＳＲ
Ｂ０によって搬送される前記ＲＲＣメッセージが、ＲＲＣ接続再設定要求メッセージ又は
ＲＲＣ接続再設定メッセージであり、前記ＳＲＢ１によって搬送される前記ＲＲＣメッセ
ージが、ＲＲＣ接続再設定完了メッセージであり、
　前記受信ユニットが、前記第１のサービングノードにより送信された前記ＲＲＣ接続再
設定要求メッセージを受信し、ここで、前記ＲＲＣ接続再設定要求メッセージとは、第１
のＵＥが、無線リンク障害ＲＬＦを発見し、前記第１のサービングノードにより同報通信
を用いて送信されたシステムメッセージを受信し、前記システムメッセージに応じてラン
ダムアクセスメッセージを前記第１のサービングノードへ送信し、また前記第１のサービ
ングノードにより送信されたランダムアクセス応答メッセージを受信した後に、前記第１
のＵＥにより前記第１のサービングノードに送信される前記ＲＲＣ接続再設定要求メッセ
ージのことである、ように構成され、
　前記送信ユニットが、前記ＲＲＣ接続再設定メッセージを前記第１のサービングノード
へ送信し、それにより、前記第１のサービングノードが前記ＲＲＣ接続再設定メッセージ
を前記第１のＵＥへ送信する、ように構成され、
　前記受信ユニットがさらに、前記第１のサービングノードにより送信された前記ＲＲＣ
接続再設定完了メッセージを受信してＲＲＣ接続を前記第１のアンカノード及び前記第１
のＵＥに対して設定し、ここで、前記ＲＲＣ接続再設定完了メッセージとは、前記第１の
ＵＥにより送信され前記第１のサービングノードにより受信される前記ＲＲＣ接続再設定
完了メッセージのことである、ように構成される。
【００３１】
　第４の態様ではサービングノードが提供され、当該サービングノードは第１のアンカノ
ードへの接続を設定し、前記第１のアンカノードはモビリティ管理エンティティＭＭＥへ
の接続を設定し、
　当該サービングノードは送信機及び受信機を含み、
　前記受信機が、第１のユーザ機器ＵＥにより送信された無線リソース制御ＲＲＣメッセ
ージを受信し、ここで、前記ＲＲＣメッセージがシグナリング無線ベアラＳＲＢ１によっ
て搬送されるＲＲＣメッセージ又はＳＲＢ２によって搬送されるＲＲＣメッセージを含む
、ように構成され、
　前記送信機が、前記受信機により受信された前記ＲＲＣメッセージを前記第１のアンカ
ノードへ送信し、それにより、前記第１のアンカノードの第１のパケットデータコンバー
ジェンスプロトコルＰＤＣＰ層エンティティが、前記ＳＲＢ１によって搬送された前記Ｒ
ＲＣメッセージを処理し、次に処理されたメッセージを前記第１のアンカノードのＲＲＣ
層エンティティへ送信するか、又は、前記第１のアンカノードの第２のＰＤＣＰ層エンテ
ィティが、前記ＳＲＢ２によって搬送された前記ＲＲＣメッセージを処理し、次に処理さ
れたメッセージを前記第１のアンカノードのＲＲＣ層エンティティへ送信する、ように構
成される。
【００３２】
　第５の態様ではアンカノードが提供され、第１のサービングノードは当該アンカノード
への接続を設定し、当該アンカノードはモビリティ管理エンティティＭＭＥへの接続を設
定し、当該アンカノードは送信機を含み、
　前記送信機が、無線リソース制御ＲＲＣメッセージを前記第１のサービングノードへ送
信し、ここで、前記ＲＲＣメッセージがシグナリング無線ベアラＳＲＢ１によって搬送さ
れるＲＲＣメッセージ又はＳＲＢ２によって搬送されるＲＲＣメッセージを含む、ように
構成される。
【００３３】
　第６の態様ではＲＲＣメッセージ処理方法が提供され、第１のサービングノードは第１
のアンカノードへの接続を設定し、前記第１のアンカノードはモビリティ管理エンティテ
ィＭＭＥへの接続を設定し、
　当該方法は、
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　前記第１のサービングノードにより、第１のユーザ機器ＵＥにより送信された無線リソ
ース制御ＲＲＣメッセージを受信するステップであって、前記ＲＲＣメッセージがシグナ
リング無線ベアラＳＲＢ１によって搬送されるＲＲＣメッセージ又はＳＲＢ２によって搬
送されるＲＲＣメッセージを含む、ステップと、
　前記第１のサービングノードにより、前記ＲＲＣメッセージを前記第１のアンカノード
へ送信し、それにより、前記第１のアンカノードの第１のパケットデータコンバージェン
スプロトコルＰＤＣＰ層エンティティが、前記ＳＲＢ１によって搬送された前記ＲＲＣメ
ッセージを処理し、次に処理されたメッセージを前記第１のアンカノードのＲＲＣ層エン
ティティへ送信するか、又は、前記第１のアンカノードの第２のＰＤＣＰ層エンティティ
が、前記ＳＲＢ２によって搬送された前記ＲＲＣメッセージを処理し、次に処理されたメ
ッセージを前記第１のアンカノードのＲＲＣ層エンティティへ送信する、ステップとを含
む。
【００３４】
　第６の態様に関して、第６の態様の第１の実現方式では、当該方法がさらに、
　前記第１のサービングノードにより、前記第１のアンカノードにより送信されたＲＲＣ
メッセージを受信するステップであって、前記ＲＲＣメッセージがＳＲＢ１によって搬送
されるＲＲＣメッセージ又はＳＲＢ２によって搬送されるＲＲＣメッセージを含む、ステ
ップと、
　前記第１のサービングノードの第１の無線リンク制御ＲＬＣ層エンティティにより、前
記ＳＲＢ１によって搬送された前記ＲＲＣメッセージを処理し、次に処理されたメッセー
ジを前記第１のＵＥへ送信するか、又は、前記第１のサービングノードの第２のＲＬＣ層
エンティティにより、前記ＳＲＢ２によって搬送された前記ＲＲＣメッセージを処理し、
次に処理されたメッセージを前記第１のＵＥへ送信するステップとを含む。
【００３５】
　第６の態様、又は第６の態様の第１の実現方式に関して、第６の態様の第２の実現方式
では、当該方法がさらに、前記第１のサービングノードのＲＲＣ層エンティティにより、
ＳＲＢ０によって搬送されるＲＲＣメッセージを生成し、前記ＳＲＢ０によって搬送され
る前記ＲＲＣメッセージを前記第１のＵＥ及び／又は前記第１のアンカノードへ送信する
ステップを含む。
【００３６】
　第６の態様、又は第６の態様の第１の実現方式に関して、第６の態様の第３の実現方式
では、前記ＲＲＣメッセージがさらに、ＳＲＢ０によって搬送されるＲＲＣメッセージを
含み、当該方法がさらに、前記第１のサービングノードにより、第１の表示情報を前記第
１のアンカノードへ送信するステップであって、前記第１の表示情報が前記第１のアンカ
ノードにより使用されて前記第１の表示情報により前記ＲＲＣメッセージが前記ＳＲＢ０
によって搬送された前記ＲＲＣメッセージであることが識別され、また前記第１のアンカ
ノードの前記ＲＲＣ層エンティティを使用して処理が行われる、ステップか、又は、前記
第１のサービングノードにより、前記第１のアンカノードにより送信された第１の表示情
報を受信するステップであって、前記第１の表示情報が前記第１のサービングノードによ
り使用されて前記第１の表示情報により前記ＲＲＣメッセージが前記ＳＲＢ０によって搬
送された前記ＲＲＣメッセージであることが識別され、また前記第１のサービングノード
のＲＲＣ層エンティティを使用して処理が行われる、ステップを含む。
【００３７】
　第６の態様、又は第６の態様の第１の実現方式に関して、第６の態様の第４の実現方式
では、当該方法がさらに、前記第１のサービングノードにより、第２の表示情報を前記第
１のアンカノードへ送信するステップであって、前記第２の表示情報が前記第１のアンカ
ノードにより使用されて前記第２の表示情報により前記ＲＲＣメッセージが前記ＳＲＢ１
によって搬送された前記ＲＲＣメッセージであることが識別される、ステップか、又は、
前記第１のサービングノードにより、前記第１のアンカノードにより送信された第２の表
示情報を受信するステップであって、前記第２の表示情報が前記第１のサービングノード
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により使用されて前記第２の表示情報により前記ＲＲＣメッセージが前記ＳＲＢ１によっ
て搬送された前記ＲＲＣメッセージであることが識別される、ステップを含む。
【００３８】
　第６の態様、又は第６の態様の第１の実現方式に関して、第６の態様の第５の実現方式
では、当該方法がさらに、前記第１のサービングノードにより、第３の表示情報を前記第
１のアンカノードへ送信するステップであって、前記第３の表示情報が前記第１のアンカ
ノードにより使用されて前記第３の表示情報により前記ＲＲＣメッセージが前記ＳＲＢ２
によって搬送された前記ＲＲＣメッセージであることが識別される、ステップか、又は、
前記第１のサービングノードにより、前記第１のアンカノードにより送信された第３の表
示情報を受信するステップであって、前記第３の表示情報が前記第１のサービングノード
により使用されて前記第３の表示情報により前記ＲＲＣメッセージが前記ＳＲＢ２によっ
て搬送された前記ＲＲＣメッセージであることが識別される、ステップを含む。
【００３９】
　第６の態様に関して、第６の態様の第６の実現方式では、前記第１のサービングノード
により、前記ＲＲＣメッセージを前記第１のアンカノードへ送信する前にさらに、前記第
１のサービングノードの第１のＲＬＣ層エンティティにより、前記ＳＲＢ１によって搬送
された前記ＲＲＣメッセージを処理するステップか、又は、前記第１のサービングノード
の第２のＲＬＣ層エンティティにより、前記ＳＲＢ２によって搬送された前記ＲＲＣメッ
セージを処理するステップを含む。
【００４０】
　第６の態様の第１の実現方式に関して、第６の態様の第７の実現方式では、前記第１の
サービングノードの第１のＲＬＣ層エンティティにより、前記ＳＲＢ１によって搬送され
た前記ＲＲＣメッセージを処理し、次に処理されたメッセージを前記第１のＵＥへ送信す
るか、又は、前記第１のサービングノードの第２のＲＬＣ層エンティティにより、前記Ｓ
ＲＢ２によって搬送された前記ＲＲＣメッセージを処理し、次に処理されたメッセージを
前記第１のＵＥへ送信する前記ステップが、前記第１のサービングノードの前記第１のＲ
ＬＣ層エンティティにより、前記ＳＲＢ１によって搬送された前記ＲＲＣメッセージを処
理し、次に前記の処理されたメッセージを前記第１のＵＥへメディアアクセス制御ＭＡＣ
層及び物理層を使用して送信するか、又は、前記第１のサービングノードの前記第２のＲ
ＬＣ層エンティティにより、前記ＳＲＢ２によって搬送された前記ＲＲＣメッセージを処
理し、次に前記の処理されたメッセージを前記第１のＵＥへＭＡＣ層及び物理層を使用し
て送信するステップを含む。
【００４１】
　第６の態様の第１の実現方式に関して、第６の態様の第８の実現方式では、前記第１の
サービングノードの第１のＲＬＣ層エンティティにより、前記ＳＲＢ１によって搬送され
た前記ＲＲＣメッセージを処理し、次に処理されたメッセージを前記第１のＵＥへ送信す
るか、又は、前記第１のサービングノードの第２のＲＬＣ層エンティティにより、前記Ｓ
ＲＢ２によって搬送された前記ＲＲＣメッセージを処理し、次に処理されたメッセージを
前記第１のＵＥへ送信する前記ステップが、前記第１のサービングノードの前記第１のＲ
ＬＣ層エンティティにより、前記ＳＲＢ１によって搬送された前記ＲＲＣメッセージを処
理し、次に前記の処理されたメッセージを前記第１のＵＥへ送信し、それにより、前記第
１のＵＥの第１のＰＤＣＰ層エンティティが、前記ＳＲＢ１によって搬送された前記ＲＲ
Ｃメッセージを処理し、次に前記の処理されたメッセージをＲＲＣ層エンティティへ送信
するか、又は、前記第１のサービングノードの前記第２のＲＬＣ層エンティティにより、
前記ＳＲＢ２によって搬送された前記ＲＲＣメッセージを処理し、次に前記の処理された
メッセージを前記第１のＵＥへ送信し、それにより、前記第１のＵＥの第２のＰＤＣＰ層
エンティティが、前記ＳＲＢ２によって搬送された前記ＲＲＣメッセージを処理し、次に
前記の処理されたメッセージを前記ＲＲＣ層エンティティへ送信する、ステップを含む。
【００４２】
　第６の態様の第１の実現方式に関して、第６の態様の第９の実現方式では、前記ＲＲＣ
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メッセージがさらに、ＳＲＢ０によって搬送されるＲＲＣメッセージを含み、前記ＳＲＢ
０によって搬送される前記ＲＲＣメッセージが、ＲＲＣ接続要求メッセージ又はＲＲＣ接
続設定メッセージであり、前記ＳＲＢ１によって搬送される前記ＲＲＣメッセージが、Ｒ
ＲＣ接続設定完了メッセージであり、
　当該方法がさらに、
　前記第１のサービングノードにより、前記第１のＵＥにより送信された前記ＲＲＣ接続
要求メッセージを受信するステップであって、前記ＲＲＣ接続要求メッセージとは、前記
第１のＵＥが、前記第１のサービングノードにより同報通信を用いて送信されたシステム
メッセージを受信し、前記システムメッセージに応じてランダムアクセスメッセージを前
記第１のサービングノードへ送信し、また前記第１のサービングノードにより送信された
ランダムアクセス応答メッセージを受信した後に、前記第１のＵＥにより前記第１のサー
ビングノードに送信される前記ＲＲＣ接続要求メッセージのことである、ステップと、
　前記第１のサービングノードにより、前記ＲＲＣ接続要求メッセージを前記第１のアン
カノードへ転送するステップと、
　前記第１のサービングノードにより、前記第１のアンカノードにより送信された前記Ｒ
ＲＣ接続設定メッセージを受信するステップであって、前記ＲＲＣ接続設定メッセージと
は、前記の受信されたＲＲＣ接続要求メッセージに応じて前記第１のアンカノードにより
生成される前記ＲＲＣ接続設定メッセージのことである、ステップと、
　前記第１のサービングノードにより、前記ＲＲＣ接続設定メッセージを前記第１のＵＥ
へ送信するステップと、
　前記第１のサービングノードにより、前記第１のＵＥにより送信された前記ＲＲＣ接続
設定完了メッセージを受信するステップと、
　前記第１のサービングノードにより、前記ＲＲＣ接続設定完了メッセージを前記第１の
アンカノードへ送信してＲＲＣ接続を前記第１のアンカノード及び前記第１のＵＥに対し
設定するステップとを含む。
【００４３】
　第６の態様の第１の実現方式に関して、第６の態様の第１０の実現方式では、前記ＳＲ
Ｂ１によって搬送される前記ＲＲＣメッセージが、ＲＲＣ接続再構成メッセージ又はＲＲ
Ｃ接続再構成完了メッセージであり、
　当該方法がさらに、
　前記第１のサービングノードにより、ベアラ追加／修正確認メッセージを前記第１のア
ンカノードへ送信するステップであって、前記ベアラ追加／修正確認メッセージとは、前
記第１のサービングノードが前記第１のアンカノードにより送信されたベアラ追加／修正
要求メッセージを受信した後に、前記ベアラ追加／修正要求メッセージに応じて前記第１
のサービングノードにより生成される前記ベアラ追加／修正確認メッセージのことである
、ステップと、
　前記第１のアンカノードにより送信された前記ＲＲＣ接続再構成メッセージを受信する
ステップと、
　前記ＲＲＣ接続再構成メッセージを前記第１のＵＥへ送信するステップと、
　前記第１のＵＥにより送信された前記ＲＲＣ接続再構成完了メッセージを受信するステ
ップと、
　前記ＲＲＣ接続再構成完了メッセージを前記第１のアンカノードへ送信し、それにより
、前記第１のアンカノードが前記ＲＲＣ接続再構成完了メッセージに応じてベアラ追加／
修正完了メッセージを前記第１のサービングノードへ送信する、ステップとを含む。
【００４４】
　第６の態様の第１の実現方式に関して、第６の態様の第１１の実現方式では、前記ＳＲ
Ｂ１によって搬送される前記ＲＲＣメッセージが、ＲＲＣ接続再構成メッセージ又はＲＲ
Ｃ接続再構成完了メッセージであり、
　当該方法がさらに、
　前記第１のサービングノードにより、前記第１のアンカノードにより送信された前記Ｒ
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ＲＣ接続再構成メッセージを受信するステップであって、前記ＲＲＣ接続再構成メッセー
ジとは、前記第１のサービングノードが、前記第１のアンカノードにより送信されたベア
ラ追加／修正要求メッセージを受信し、ベアラ追加／修正確認メッセージを前記第１のア
ンカノードへ送信した後に、前記第１のアンカノードにより送信される前記ＲＲＣ接続再
構成メッセージのことである、ステップと、
　前記第１のサービングノードにより、前記ＲＲＣ接続再構成メッセージを前記第１のＵ
Ｅへ送信するステップと、
　前記第１のサービングノードにより、前記第１のＵＥにより送信された前記ＲＲＣ接続
再構成完了メッセージを受信するステップと、
　前記第１のサービングノードにより、前記ＲＲＣ接続再構成完了メッセージを前記第１
のアンカノードへ送信するステップと、
　前記第１のサービングノードにより、前記第１のアンカノードにより送信されたベアラ
追加／修正完了メッセージを受信するステップとを含む。
【００４５】
　第６の態様の第１の実現方式に関して、第６の態様の第１２の実現方式では、前記ＳＲ
Ｂ１によって搬送される前記ＲＲＣメッセージが、ＲＲＣ接続再構成メッセージであり、
　当該方法がさらに、
　前記第１のサービングノードにより、前記第１のアンカノードにより送信された前記Ｒ
ＲＣ接続再構成メッセージを受信するステップであって、前記ＲＲＣ接続再構成メッセー
ジとは、第２のアンカノード又は隣接する基地局が、前記第１のアンカノードにより送信
されたハンドオーバ要求メッセージを受信し、またハンドオーバ要求確認メッセージを前
記第１のアンカノードへ送信した後に、前記第１のアンカノードにより送信される前記Ｒ
ＲＣ接続再構成メッセージのことであり、前記第１のサービングノードが前記第１のアン
カノードに属する、ステップと、
　前記第１のサービングノードにより、前記ＲＲＣ接続再構成メッセージを前記第１のＵ
Ｅへ送信するステップとを含む。
【００４６】
　第６の態様の第１の実現方式に関して、第６の態様の第１３の実現方式では、前記ＲＲ
Ｃメッセージがさらに、ＳＲＢ０によって搬送されるＲＲＣメッセージを含み、前記ＳＲ
Ｂ０によって搬送される前記ＲＲＣメッセージが、ＲＲＣ接続再設定要求メッセージ又は
ＲＲＣ接続再設定メッセージであり、前記ＳＲＢ１によって搬送される前記ＲＲＣメッセ
ージが、ＲＲＣ接続再設定完了メッセージであり、
　当該方法がさらに、
　前記第１のサービングノードにより、前記第１のＵＥにより送信された前記ＲＲＣ接続
再設定要求メッセージを受信するステップであって、前記ＲＲＣ接続再設定要求メッセー
ジとは、前記第１のＵＥが、無線リンク障害ＲＬＦを発見し、前記第１のサービングノー
ドにより同報通信を用いて送信されたシステムメッセージを受信し、前記システムメッセ
ージに応じてランダムアクセスメッセージを前記第１のサービングノードへ送信し、また
前記第１のサービングノードにより送信されたランダムアクセス応答メッセージを受信し
た後に、前記第１のＵＥにより送信される前記ＲＲＣ接続再設定要求メッセージのことで
ある、ステップと、
　前記第１のサービングノードにより、前記ＲＲＣ接続再設定要求メッセージを前記第１
のアンカノードへ送信するステップと、
　前記第１のサービングノードにより、前記第１のアンカノードにより送信された前記Ｒ
ＲＣ接続再設定メッセージを受信するステップと、
　前記第１のサービングノードにより、前記ＲＲＣ接続再設定メッセージを前記第１のＵ
Ｅへ送信するステップと、
　前記第１のサービングノードにより、前記第１のＵＥにより送信された前記ＲＲＣ接続
再設定完了メッセージを受信するステップと、
　前記第１のサービングノードにより、前記ＲＲＣ接続再設定完了メッセージを前記第１
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のアンカノードへ送信してＲＲＣ接続を前記第１のアンカノード及び前記第１のＵＥに対
して設定するステップとを含む。
【００４７】
　第７の態様ではＲＲＣメッセージ処理方法が提供され、第１のサービングノードは第１
のアンカノードへの接続を設定し、前記第１のアンカノードはモビリティ管理エンティテ
ィＭＭＥへの接続を設定し、当該方法は、
　前記第１のアンカノードにより、無線リソース制御ＲＲＣメッセージを前記第１のサー
ビングノードへ送信するステップであって、前記ＲＲＣメッセージがシグナリング無線ベ
アラＳＲＢ１によって搬送されるＲＲＣメッセージ又はＳＲＢ２によって搬送されるＲＲ
Ｃメッセージを含む、ステップを含む。
【００４８】
　第７の態様に関して、第７の態様の第１の実現方式では、当該方法がさらに、
　前記第１のアンカノードにより、前記第１のサービングノードにより送信されたＲＲＣ
メッセージを受信するステップと、前記第１のアンカノードの第１のパケットデータコン
バージェンスプロトコルＰＤＣＰ層エンティティにより、前記ＳＲＢ１によって搬送され
たＲＲＣメッセージを処理し、次に処理されたメッセージを前記第１のアンカノードのＲ
ＲＣ層エンティティへ送信するか、又は、前記第１のアンカノードの第２のＰＤＣＰ層エ
ンティティにより、前記ＳＲＢ２によって搬送されたＲＲＣメッセージを処理し、次に処
理されたメッセージを前記第１のアンカノードのＲＲＣ層エンティティへ送信するステッ
プとを含む。
【００４９】
　第７の態様、又は第７の態様の第１の実現方式に関して、第７の態様の第２の実現方式
では、当該方法がさらに、前記第１のアンカノードのＲＲＣ層エンティティにより、前記
ＳＲＢ１によって搬送される前記ＲＲＣメッセージ、又は前記ＳＲＢ２によって搬送され
る前記ＲＲＣメッセージを生成し、前記ＳＲＢ１によって搬送される前記ＲＲＣメッセー
ジ又は前記ＳＲＢ２によって搬送される前記ＲＲＣメッセージを前記第１のサービングノ
ードへ送信するステップを含む。
【００５０】
　第７の態様、又は第７の態様の第１の実現方式に関して、第７の態様の第３の実現方式
では、前記ＲＲＣメッセージがさらに、ＳＲＢ０によって搬送されるＲＲＣメッセージを
含み、当該方法がさらに、前記第１のアンカノードにより、前記第１のサービングノード
により送信された第１の表示情報を受信するステップであって、前記第１の表示情報が前
記第１のアンカノードにより使用されて前記第１の表示情報により前記ＲＲＣメッセージ
が前記ＳＲＢ０によって搬送された前記ＲＲＣメッセージであることが識別され、また前
記第１のアンカノードのＲＲＣ層エンティティを使用して処理が行われる、ステップか、
又は、前記第１のアンカノードにより、第１の表示情報を前記第１のサービングノードへ
送信するステップであって、前記第１の表示情報が前記第１のサービングノードにより使
用されて前記第１の表示情報により前記ＲＲＣメッセージが前記ＳＲＢ０によって搬送さ
れた前記ＲＲＣメッセージであることが識別され、また前記第１のサービングノードのＲ
ＲＣ層エンティティを使用して処理が行われる、ステップを含む。
【００５１】
　第７の態様、又は第７の態様の第１の実現方式に関して、第７の態様の第４の実現方式
では、当該方法がさらに、前記第１のアンカノードにより、前記第１のサービングノード
により送信された第２の表示情報を受信するステップであって、前記第２の表示情報が前
記第１のアンカノードにより使用されて前記第２の表示情報により前記ＲＲＣメッセージ
が前記ＳＲＢ１によって搬送された前記ＲＲＣメッセージであることが識別される、ステ
ップか、又は、前記第１のアンカノードにより、第２の表示情報を前記第１のサービング
ノードへ送信するステップであって、前記第２の表示情報が前記第１のサービングノード
により使用されて前記第２の表示情報により前記ＲＲＣメッセージが前記ＳＲＢ１によっ
て搬送された前記ＲＲＣメッセージであることが識別される、ステップを含む。
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【００５２】
　第７の態様、又は第７の態様の第１の実現方式に関して、第７の態様の第５の実現方式
では、当該方法がさらに、前記第１のアンカノードにより、前記第１のサービングノード
により送信された第３の表示情報を受信するステップであって、前記第３の表示情報が前
記第１のアンカノードにより使用されて前記第３の表示情報により前記ＲＲＣメッセージ
が前記ＳＲＢ２によって搬送された前記ＲＲＣメッセージであることが識別される、ステ
ップか、又は、前記第１のアンカノードにより、第３の表示情報を前記第１のサービング
ノードへ送信するステップであって、前記第３の表示情報が前記第１のサービングノード
により使用されて前記第３の表示情報により前記ＲＲＣメッセージが前記ＳＲＢ２によっ
て搬送された前記ＲＲＣメッセージであることが識別される、ステップを含む。
【００５３】
　第７の態様の第１の実現方式に関して、第７の態様の第６の実現方式では、前記ＲＲＣ
メッセージがさらに、ＳＲＢ０によって搬送されるＲＲＣメッセージを含み、前記ＳＲＢ
０によって搬送される前記ＲＲＣメッセージが、ＲＲＣ接続要求メッセージ又はＲＲＣ接
続設定メッセージであり、前記ＳＲＢ１によって搬送される前記ＲＲＣメッセージが、Ｒ
ＲＣ接続設定完了メッセージであり、
　当該方法がさらに、
　前記第１のアンカノードにより、前記第１のサービングノードによって転送された前記
ＲＲＣ接続要求メッセージを受信するステップであって、前記ＲＲＣ接続要求メッセージ
とは、第１のＵＥが、前記第１のサービングノードにより同報通信を用いて送信されたシ
ステムメッセージを受信し、前記システムメッセージに応じてランダムアクセスメッセー
ジを前記第１のサービングノードへ送信し、また前記第１のサービングノードにより送信
されたランダムアクセス応答メッセージを受信した後に、前記第１のＵＥにより前記第１
のサービングノードに送信される前記ＲＲＣ接続要求メッセージのことである、ステップ
と、
　前記第１のアンカノードにより、前記ＲＲＣ接続要求メッセージに応じて前記ＲＲＣ接
続設定メッセージを生成するステップと、
　前記第１のアンカノードにより、前記ＲＲＣ接続設定メッセージを前記第１のサービン
グノードへ送信し、それにより、前記第１のサービングノードが前記ＲＲＣ接続設定メッ
セージを前記第１のＵＥへ送信する、ステップと、
　前記第１のアンカノードにより、前記第１のサービングノードにより送信された前記Ｒ
ＲＣ接続設定完了メッセージを受信してＲＲＣ接続を前記第１のアンカノード及び前記第
１のＵＥに対して設定するステップであって、前記ＲＲＣ接続設定完了メッセージとは、
前記第１のＵＥが前記ＲＲＣ接続設定メッセージを受信した後に、前記第１のＵＥにより
前記第１のサービングノードに送信される前記ＲＲＣ接続設定完了メッセージのことであ
る、ステップとを含む。
【００５４】
　第７の態様の第１の実現方式に関して、第７の態様の第７の実現方式では、前記ＳＲＢ
１によって搬送される前記ＲＲＣメッセージが、ＲＲＣ接続再構成メッセージ又はＲＲＣ
接続再構成完了メッセージであり、
　当該方法がさらに、
　前記第１のアンカノードにより、前記第１のサービングノードにより送信されたベアラ
追加／修正確認メッセージを受信するステップであって、前記ベアラ追加／修正確認メッ
セージとは、前記第１のアンカノードがベアラ追加／修正要求メッセージを前記第１のサ
ービングノードへ送信した後に、前記ベアラ追加／修正要求メッセージに応じて前記第１
のサービングノードにより生成される前記ベアラ追加／修正確認メッセージのことである
、ステップと、
　前記第１のアンカノードにより、前記ＲＲＣ接続再構成メッセージを前記第１のサービ
ングノードへ送信し、それにより、前記第１のサービングノードが前記ＲＲＣ接続再構成
メッセージを第１のＵＥへ送信する、ステップと、
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　前記第１のアンカノードにより、前記第１のサービングノードにより送信された前記Ｒ
ＲＣ接続再構成完了メッセージを受信するステップであって、前記ＲＲＣ接続再構成完了
メッセージとは、前記第１のＵＥが前記ＲＲＣ接続再構成メッセージを受信した後に、前
記第１のＵＥにより前記第１のサービングノードに送信される前記ＲＲＣ接続再構成完了
メッセージのことである、ステップと、前記第１のアンカノードにより、前記ＲＲＣ接続
再構成完了メッセージに応じてベアラ追加／修正完了メッセージを前記第１のサービング
ノードへ送信するステップとを含む。
【００５５】
　第７の態様の第１の実現方式に関して、第７の態様の第８の実現方式では、前記ＳＲＢ
１によって搬送される前記ＲＲＣメッセージが、ＲＲＣ接続再構成メッセージ又はＲＲＣ
接続再構成完了メッセージであり、
　当該方法がさらに、
　前記第１のアンカノードにより、前記ＲＲＣ接続再構成メッセージを前記第１のサービ
ングノードへ送信するステップであって、前記ＲＲＣ接続再構成メッセージとは、前記第
１のアンカノードが、ベアラ追加／修正要求メッセージを前記第１のサービングノードへ
送信し、前記第１のサービングノードにより送信されたベアラ追加／修正確認メッセージ
を受信した後に、前記第１のアンカノードにより前記第１のサービングノードに送信され
る前記ＲＲＣ接続再構成メッセージのことである、ステップと、
　前記第１のアンカノードにより、前記第１のサービングノードにより送信された前記Ｒ
ＲＣ接続再構成完了メッセージを受信するステップであって、前記ＲＲＣ接続再構成完了
メッセージとは、前記第１のサービングノードが、前記第１のアンカノードにより送信さ
れた前記ＲＲＣ接続再構成メッセージを受信し、前記ＲＲＣ接続再構成メッセージを第１
のＵＥへ送信した後に、前記第１のＵＥにより送信され前記第１のサービングノードによ
り受信される前記ＲＲＣ接続再構成完了メッセージのことである、ステップと、
　前記第１のアンカノードにより、ベアラ追加／修正完了メッセージを前記第１のサービ
ングノードへ送信するステップとを含む。
【００５６】
　第７の態様の第１の実現方式に関して、第７の態様の第９の実現方式では、前記ＳＲＢ
１によって搬送される前記ＲＲＣメッセージが、ＲＲＣ接続再構成メッセージであり、
　当該方法がさらに、
　前記第１のアンカノードにより、前記ＲＲＣ接続再構成メッセージを前記第１のサービ
ングノードへ送信し、それにより、前記第１のサービングノードが前記ＲＲＣ接続再構成
メッセージを第１のＵＥへ送信する、ステップであって、前記ＲＲＣ接続再構成メッセー
ジとは、第２のアンカノード又は隣接する基地局が、前記第１のアンカノードにより送信
されたハンドオーバ要求メッセージを受信し、またハンドオーバ要求確認メッセージを前
記第１のアンカノードへ送信した後に、前記第１のアンカノードにより送信される前記Ｒ
ＲＣ接続再構成メッセージのことであり、前記第１のサービングノードが前記第１のアン
カノードに属する、ステップを含む。
【００５７】
　第７の態様の第１の実現方式に関して、第７の態様の第１０の実現方式では、前記ＲＲ
Ｃメッセージがさらに、ＳＲＢ０によって搬送されるＲＲＣメッセージを含み、前記ＳＲ
Ｂ０によって搬送される前記ＲＲＣメッセージが、ＲＲＣ接続再設定要求メッセージ又は
ＲＲＣ接続再設定メッセージであり、前記ＳＲＢ１によって搬送される前記ＲＲＣメッセ
ージが、ＲＲＣ接続再設定完了メッセージであり、
　当該方法がさらに、
　前記第１のアンカノードにより、前記第１のサービングノードにより送信された前記Ｒ
ＲＣ接続再設定要求メッセージを受信するステップであって、前記ＲＲＣ接続再設定要求
メッセージとは、第１のＵＥが、無線リンク障害ＲＬＦを発見し、前記第１のサービング
ノードにより同報通信を用いて送信されたシステムメッセージを受信し、前記システムメ
ッセージに応じてランダムアクセスメッセージを前記第１のサービングノードへ送信し、



(30) JP 6568585 B2 2019.8.28

10

20

30

40

50

また前記第１のサービングノードにより送信されたランダムアクセス応答メッセージを受
信した後に、前記第１のＵＥにより前記第１のサービングノードに送信される前記ＲＲＣ
接続再設定要求メッセージのことである、ステップと、
　前記第１のアンカノードにより、前記ＲＲＣ接続再設定メッセージを前記第１のサービ
ングノードへ送信し、それにより、前記第１のサービングノードが前記ＲＲＣ接続再設定
メッセージを前記第１のＵＥへ送信する、ステップと、
　前記第１のアンカノードにより、前記第１のサービングノードにより送信された前記Ｒ
ＲＣ接続再設定完了メッセージを受信してＲＲＣ接続を前記第１のアンカノード及び前記
第１のＵＥに対して設定するステップであって、前記ＲＲＣ接続再設定完了メッセージと
は、前記第１のＵＥにより送信され前記第１のサービングノードにより受信される前記Ｒ
ＲＣ接続再設定完了メッセージのことである、ステップとを含む。
【００５８】
　本発明の実施形態で提供されるＲＲＣメッセージ処理方法、装置、及びシステムによれ
ば、第１のサービングノードが第１のＵＥ又は第１のアンカノードにより送信されたＲＲ
Ｃメッセージを受信する。このＲＲＣメッセージは、ＳＲＢ１によって搬送されるＲＲＣ
メッセージ、及びＳＲＢ２によって搬送されるＲＲＣメッセージを含む。第１のサービン
グノードがＲＲＣメッセージを第１のアンカノードへ送信すると、第１のアンカノードの
第１のＰＤＣＰ層が、ＳＲＢ１によって搬送されたＲＲＣメッセージを処理し、次に処理
されたメッセージをＲＲＣ層エンティティへ送信するとともに、第２のＰＤＣＰ層が、Ｓ
ＲＢ２によって搬送されたＲＲＣメッセージを処理し、次に処理されたメッセージをＲＲ
Ｃ層エンティティへ送信する。或いは、第１のサービングノードの第１のＲＬＣ層エンテ
ィティが、ＳＲＢ１によって搬送されたＲＲＣメッセージを処理し、次に処理されたメッ
セージを第１のＵＥへ送信するとともに、第１のサービングノードの第２のＲＬＣ層エン
ティティが、ＳＲＢ２によって搬送されたＲＲＣメッセージを処理し、次に処理されたメ
ッセージを第１のＵＥへ送信する。上記から、本発明の実施形態では、第１のサービング
ノード及び第１のアンカノードが第１のＵＥのＲＲＣメッセージを共同で処理するように
使用され、別々の処理方法が、そのＲＲＣメッセージをＲＲＣメッセージの別々のＳＲＢ
タイプに応じて処理するために使用されて、ＲＲＣメッセージ処理機能が２つのノードに
、すなわち第１のサービングノードと第１のアンカノードに分離されることが分かる。Ｍ
ＭＥがサービングノードへのＳ１インタフェース接続を設定しないので、サービングノー
ドハンドオーバがＵＥに対して行われるとき、ＵＥのＲＲＣ接続は第１のアンカノードに
保持され、ＭＭＥと第１のアンカノードとの間のＳ１接続は変わらない。したがって、ハ
ンドオーバ処理は、ハンドオーバシグナリングを生じさせない。加えて、ＭＭＥが、送信
されるべきページングメッセージを有している場合には、ＭＭＥはそのページングメッセ
ージを、ページングメッセージに対応するＴＡ区域内の、ＭＭＥとのＳ１インタフェース
接続を有するすべての基地局、又は、ＴＡ区域内にありＭＭＥとのＳ１インタフェース接
続を有する第１のアンカノードに対して送信するだけでよい。ＭＭＥは、Ｓ１インタフェ
ース接続をサービングノードに設定しないので、ページングメッセージをサービングノー
ドへ送信する必要がない。それに応じて、サービングノードの高密度配置がシグナリング
増加をもたらさず、それによって、コアネットワークのシグナリング負荷を効果的に低減
する。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】本発明の一実施形態によるネットワークアーキテクチャの概略図である。
【図２】本発明の一実施形態によるＲＲＣメッセージ処理システムの構成図である。
【図３】本発明の一実施形態によるＲＲＣメッセージ処理装置の概略構成図である。
【図４】本発明の一実施形態によるＲＲＣメッセージ処理装置の概略構成図である。
【図５】本発明の一実施形態によるサービングノードの概略構成図である。
【図６】本発明の一実施形態によるアンカノードの概略構成図である。
【図７】本発明の一実施形態によるサービングノード側のＲＲＣメッセージ処理方法の流



(31) JP 6568585 B2 2019.8.28

10

20

30

40

50

れ図である。
【図８】本発明の一実施形態によるサービングノード側のＲＲＣメッセージ処理方法の流
れ図である。
【図９】本発明の一実施形態によるサービングノード側のＲＲＣメッセージ処理方法の流
れ図である。
【図１０】本発明の一実施形態によるサービングノード側のＲＲＣメッセージ処理方法の
流れ図である。
【図１１】本発明の一実施形態によるサービングノード側のＲＲＣメッセージ処理方法の
流れ図である。
【図１２】本発明の一実施形態によるサービングノード側のＲＲＣメッセージ処理方法の
流れ図である。
【図１３】本発明の一実施形態によるアンカノード側のＲＲＣメッセージ処理方法の流れ
図である。
【図１４】本発明の一実施形態によるアンカノード側のＲＲＣメッセージ処理方法の流れ
図である。
【図１５】本発明の一実施形態によるアンカノード側のＲＲＣメッセージ処理方法の流れ
図である。
【図１６】本発明の一実施形態によるアンカノード側のＲＲＣメッセージ処理方法の流れ
図である。
【図１７】本発明の一実施形態によるアンカノード側のＲＲＣメッセージ処理方法の流れ
図である。
【図１８】本発明の一実施形態によるアンカノード側のＲＲＣメッセージ処理方法の流れ
図である。
【発明を実施するための形態】
【００６０】
　本発明の技法的解決策がさらに、添付の図面及び実施形態に関して下記のように詳細に
説明される。
【００６１】
　本発明の実施形態の目的、技術的解決策、及び利点をより明確にするために、下記では
本発明の実施形態における技術的解決策について、本発明の実施形態の添付図面を参照し
て明確かつ完全に説明する。明らかに、説明される実施形態は本発明の実施形態の一部で
あり、全部ではない。本発明の実施形態に基づいて、独創的な努力なしに当業者が得られ
る他のすべての実施形態は、本発明の保護範囲に入るものとする。
【００６２】
　本発明についての完全な理解が得られるように、下記ではさらに、本発明の実施形態を
詳細に、添付の図面を参照して説明する。前述の実施形態は、本発明の保護範囲を限定す
るものではない。
【００６３】
　図１は、本発明の一実施形態によるネットワークアーキテクチャの概略図である。この
ネットワークアーキテクチャは、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ，Ｍｏｂｉｌｉｔ
ｙ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｅｎｔｉｔｙ）１０１、サービングゲートウェイ（ＳＧＷ，
Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｇａｔｅｗａｙ）１０２、アンカノード（Ａｎｃｈｏｒ　ｎｏｄｅ）１
０３、サービングノード（Ｓｅｒｖｉｎｇ　ｎｏｄｅ）１０４、及びユーザ機器（ＵＥ，
　Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）１０５を含む。アンカノード１０３は、既存の基地局
とすることも、新たに追加されたネットワークデバイスとすることもできる。サービング
ノード１０４は、無線通信サービスをＵＥ　１０５に提供するネットワークデバイスとす
ることができ、具体的には、ＵＥ　１０５にサービスする基地局とすることができる。従
来技術では、サービングノード１０４はＭＭＥ　１０１との接続を直接設定する。従来技
術とは異なり、本発明では、サービングノード１０４はＭＭＥ　１０１との接続を直接設
定せず、代わりに、サービングノード１０４はアンカノード１０３との接続を設定し、ア
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ンカノード１０３がＭＭＥ　１０１との接続を設定する。したがって、サービングノード
１０４は、アンカノード１０３を使用してＭＭＥ　１０１との接続を設定する。本発明の
この実施形態では、Ｓ１－Ｃ制御プレーンインタフェース、及びＳ１－Ｕユーザプレーン
インタフェースがそれぞれ、コアネットワーク内のＭＭＥ　１０１とアンカノード１０３
との間、及びコアネットワーク内のＳＧＷ　１０２とアンカノード１０３との間に確立さ
れる。アンカノード１０３とサービングノード１０４は、インタフェースを確立するため
の信号トンネル（ｂａｃｋｈａｕｌ）を使用して接続される。このインタフェースは、具
体的には、強化型Ｘ２インタフェースとすることも、別のタイプのインタフェースとする
こともできる。無線リンク接続が、ＵＥ　１０５とサービングノード１０４との間に設定
される。
【００６４】
　本発明のこの実施形態では、サービングノード１０４が単独でＲＲＣメッセージを処理
するのではなく、アンカノード１０３とサービングノード１０４が共同でＲＲＣメッセー
ジを処理する。すなわち、ＲＲＣメッセージのタイプに応じて、アンカノード１０３が一
部のＲＲＣメッセージを処理し、サービングノード１０４が残りのＲＲＣメッセージを処
理し、そのため、ＲＲＣ機能が２つのノードに分割されることになる。具体的には、アン
カノード１０３は、ＳＲＢ１によって搬送されたＲＲＣメッセージを処理するために使用
されるＲＲＣプロトコルエンティティと、ＳＲＢ２によって搬送されたＲＲＣメッセージ
を処理するために使用されるＲＲＣプロトコルエンティティと、ＳＲＢ１によって搬送さ
れたＲＲＣメッセージを処理するために使用される第１のパケットデータコンバージェン
スプロトコル（ＰＤＣＰ，Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏｔ
ｏｃｏｌ）プロトコルエンティティと、ＳＲＢ２によって搬送されたＲＲＣメッセージを
処理するために使用される第２のＰＤＣＰプロトコルエンティティとを含むことができる
。したがって、アンカノード１０３は、ＳＲＢ１によって搬送されたＲＲＣメッセージと
、ＳＲＢ２によって搬送されたＲＲＣメッセージとを処理する機能を有する。すなわち、
ＵＥ　１０５により送信された、ＳＲＢ１によって搬送されたＲＲＣメッセージと、ＳＲ
Ｂ２によって搬送されたＲＲＣメッセージとを受信した後、サービングノード１０４は、
ＲＲＣメッセージをアンカノード１０３へ転送し、アンカノード１０３は、ＳＲＢ１によ
って搬送された受信ＲＲＣメッセージと、ＳＲＢ２によって搬送された受信ＲＲＣメッセ
ージとを処理する。サービングノード１０４は、データ無線ベアラＤＲＢによって搬送さ
れたデータを処理するために使用されるＲＬＣプロトコルエンティティと、ＳＲＢ１によ
って搬送されたＲＲＣメッセージを処理するために使用されるメディアアクセス制御ＭＡ
Ｃプロトコルエンティティと、ＳＲＢ２によって搬送されたＲＲＣメッセージを処理する
ために使用される物理層ＰＨＹプロトコルエンティティと、ＳＲＢ０によって搬送された
ＲＲＣメッセージを処理するために使用されるＲＲＣプロトコルエンティティとを含む。
サービングノード１０４は、ＭＩＢ、ＳＩＢ、ページングメッセージ、又はＭＢＭＳ制御
情報などの共通ＲＲＣメッセージを生成及び送信するように構成される。したがって、サ
ービングノード１０４は、ＳＲＢ０によって搬送されたＲＲＣメッセージを処理する機能
を有し、また、ＢＣＣＨサービスのシステム同報通信メッセージ、ＰＣＣＨサービスのセ
ルページングメッセージ、並びに任意選択で、ＵＥのＲＲＣ接続設定処理及びＲＲＣ接続
再設定処理におけるＣＣＣＨサービスのＲＲＣ接続要求メッセージ、及びＲＲＣ接続設定
メッセージなどのいくつかのＲＲＣメッセージを処理することを担う。
【００６５】
　ＳＲＢ１によって搬送されるＲＲＣメッセージは、具体的には、接続設定が完了すると
きのＲＲＣメッセージとすることができ、ＳＲＢ２によって搬送されるＲＲＣメッセージ
は、具体的には、接続設定が完了した後のＲＲＣメッセージとすることができる。
【００６６】
　加えて、ネットワークアーキテクチャに対応するＲＲＣメッセージ処理手順は、第１の
タイプのＲＲＣメッセージの処理手順、第２のタイプのＲＲＣメッセージの処理手順、及
び第３のタイプのＲＲＣメッセージの処理手順を含むことができる。
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【００６７】
　第１のタイプのＲＲＣメッセージの処理手順とは、ＵＥの専用ダウンリンクＤＬ　ＲＲ
Ｃメッセージを処理する過程のことである。ＤＬ　ＲＲＣメッセージは、ＳＲＢ１によっ
て搬送されたＲＲＣメッセージと、ＳＲＢ２によって搬送されたＲＲＣメッセージとを含
む。具体的には、ＵＥの、ＳＲＢ１によって搬送されるＲＲＣメッセージ、又はＵＥの、
ＳＲＢ２によって搬送されるＲＲＣメッセージを生成した後、アンカノード１０３のＲＲ
Ｃプロトコルエンティティは、処理のためにＲＲＣメッセージを、ＳＲＢ１に対応するか
又はＳＲＢ２に対応するＰＤＣＰプロトコルエンティティへ配信する。アンカノードのＰ
ＤＣＰプロトコルエンティティはＰＤＣＰ　ＰＤＵを形成し、このＰＤＣＰ　ＰＤＵをサ
ービングノードへ、アンカノードとサービングノードとの間のインタフェースを使用して
送信する。ＰＤＣＰ　ＰＤＵを受信した後、サービングノードはＰＤＣＰ　ＰＤＵを解析
する。次に、サービングノードの、ＳＲＢ１又はＳＲＢ２に対応するＲＬＣプロトコルエ
ンティティが、ＰＤＣＰ　ＰＤＵを処理する。サービングノードのＲＬＣプロトコルエン
ティティがＰＤＣＰ　ＰＤＵを処理した後、サービングノードのＭＡＣ層及びＰＨＹ層は
、処理されたＰＤＣＰ　ＰＤＵを処理し、次に処理されたＰＤＣＰ　ＰＤＵをＵＥへ送信
する。
【００６８】
　第２のタイプのＲＲＣメッセージの処理手順とは、ＵＥの専用アップリンクＵＬ　ＲＲ
Ｃメッセージを処理する過程のことである。ＵＬ　ＲＲＣメッセージは、ＳＲＢ１によっ
て搬送されたＲＲＣメッセージと、ＳＲＢ２によって搬送されたＲＲＣメッセージとを含
む。具体的には、ＵＥの、ＳＲＢ１によって搬送されるＲＲＣメッセージ、又はＵＥの、
ＳＲＢ２によって搬送されるＲＲＣメッセージを受信した後、サービングノードは、処理
のためにＲＲＣメッセージを、ＳＲＢ１に対応するか又はＳＲＢ２に対応するＲＬＣプロ
トコルエンティティへ配信する。サービングノードのＲＬＣプロトコルエンティティはＰ
ＤＣＰ　ＰＤＵを形成し、このＰＤＣＰ　ＰＤＵをアンカノードへ、サービングノードと
アンカノードとの間のインタフェースを使用して送信する。ＰＤＣＰ　ＰＤＵを受信した
後、アンカノードはＰＤＣＰ　ＰＤＵを解析する。次に、アンカノードの、ＳＲＢ１又は
ＳＲＢ２に対応するＰＤＣＰプロトコルエンティティが、ＰＤＣＰ　ＰＤＵを処理する。
ＰＤＣＰプロトコルエンティティはＲＲＣメッセージを処理し、次に処理されたメッセー
ジをＲＲＣ層エンティティへ送信する。
【００６９】
　第３のタイプのＲＲＣメッセージの処理手順とは、ＵＥの共通ＲＲＣメッセージを処理
する過程のことである。共通ＲＲＣメッセージは、ＳＲＢ０によって搬送されたＲＲＣメ
ッセージを含む。複数のタイプの共通ＲＲＣメッセージがあり、たとえば、ＢＣＣＨサー
ビスのシステム同報通信メッセージ、ＰＣＣＨにより供給される共通セルＤＬ　ＲＲＣメ
ッセージ（ページングメッセージ又は同報通信メッセージ）、並びに、接続設定及び接続
再設定の過程においてＳＲＢ０によって搬送されるとともにＣＣＣＨにより供給されるＲ
ＲＣメッセージがある。ＳＲＢ０によって搬送されたＲＲＣメッセージは、サービングノ
ードによって処理される。
【００７０】
　図１に示されたネットワークアーキテクチャは、サービングノード１０４を含むだけで
なく、アンカノード１０３も含む。アンカノード１０３とサービングノード１０４は、Ｕ
Ｅ　１０５のＲＲＣメッセージを共同で処理する。ＭＭＥ　１０１はサービングノード１
０４へのＳ１インタフェース接続を設定しないので、サービングノードハンドオーバがＵ
Ｅ　１０５に対して行われるとき、ＵＥのＲＲＣ接続はアンカノード１０３に保持され、
ＭＭＥ　１０１とアンカノード１０３との間のＳ１接続は変わらない。したがって、ハン
ドオーバ処理が、対応するハンドオーバシグナリングを生じさせない。加えて、ＭＭＥ　
１０１が、送信されるべきページングメッセージを有している場合には、ＭＭＥ　１０１
はそのページングメッセージを、ページングメッセージに対応するＴＡ区域内の、ＭＭＥ
　１０１とのＳ１インタフェース接続を有するすべての基地局に、又はＴＡ区域内にあり
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ＭＭＥ　１０１とのＳ１インタフェース接続を有するアンカノード１０３に送信するだけ
でよい。ＭＭＥ　１０１は、Ｓ１インタフェース接続をサービングノード１０４に設定し
ないので、ＭＭＥ　１０１は、ページングメッセージをサービングノード１０４へ送信す
る必要がない。それに応じて、サービングノード１０４の高密度配置がシグナリング増加
を招かず、それによって、コアネットワークのシグナリング負荷を効果的に低減する。
【００７１】
　図２は、本発明の一実施形態によるＲＲＣメッセージ処理システムの構成図である。シ
ステムは、第１のサービングノード２０１、第１のアンカノード２０２、及びモビリティ
管理エンティティＭＭＥ　２０３を含む。第１のサービングノード２０１は、第１のアン
カノード２０２への接続を設定し、第１のアンカノード２０２は、ＭＭＥ　２０３への接
続を設定する。
【００７２】
　第１のサービングノード２０１は、シグナリング無線ベアラＳＲＢ１によって搬送され
る無線リソース制御ＲＲＣメッセージ又はＳＲＢ２によって搬送されるＲＲＣメッセージ
を含む、第１のユーザ機器ＵＥにより送信されたＲＲＣメッセージを受信し、該ＲＲＣメ
ッセージを第１のアンカノードへ送信するように構成される。
【００７３】
　第１のアンカノード２０２は、第１のパケットデータコンバージェンスプロトコルＰＤ
ＣＰ層エンティティを使用して、ＳＲＢ１によって搬送されたＲＲＣメッセージを処理し
、次に処理されたメッセージをＲＲＣ層エンティティへ送信するように、又は、第２のＰ
ＤＣＰ層エンティティを使用して、ＳＲＢ２によって搬送されたＲＲＣメッセージを処理
し、次に処理されたメッセージをＲＲＣ層エンティティへ送信するように構成される。
【００７４】
　図３は、本発明の一実施形態によるＲＲＣメッセージ処理装置の概略構成図である。装
置は、サービングノードに配置される。第１のサービングノードは、第１のアンカノード
への接続を設定する。第１のアンカノードは、モビリティ管理エンティティＭＭＥへの接
続を設定する。
【００７５】
　装置は、受信ユニット３０１及び送信ユニット３０２を含む。
【００７６】
　受信ユニット３０１は、第１のユーザ機器ＵＥにより送信されたＲＲＣメッセージを受
信するように構成される。ＲＲＣメッセージは、シグナリング無線ベアラＳＲＢ１によっ
て搬送されるＲＲＣメッセージ又はＳＲＢ２によって搬送されるＲＲＣメッセージを含む
。
【００７７】
　送信ユニット３０２は、受信ユニット３０１により受信されたＲＲＣメッセージを第１
のアンカノードへ送信するように構成され、それにより、第１のアンカノードの第１のパ
ケットデータコンバージェンスプロトコルＰＤＣＰ層エンティティが、ＳＲＢ１によって
搬送されたＲＲＣメッセージを処理し、次に処理されたメッセージを第１のアンカノード
のＲＲＣ層エンティティへ送信するか、又は第１のアンカノードの第２のＰＤＣＰ層エン
ティティが、ＳＲＢ２によって搬送されたＲＲＣメッセージを処理し、次に処理されたメ
ッセージを第１のアンカノードのＲＲＣ層エンティティへ送信する。
【００７８】
　好ましくは、受信ユニット３０１はさらに、第１のアンカノードにより送信されたＲＲ
Ｃメッセージを受信するように構成される。ＲＲＣメッセージは、ＳＲＢ１によって搬送
されるＲＲＣメッセージ又はＳＲＢ２によって搬送されるＲＲＣメッセージを含む。装置
はさらに、第１の処理ユニット３０３及び第２の処理ユニット３０４を含む。
【００７９】
　第１の処理ユニット３０３は、第１のサービングノードの第１の無線リンク制御ＲＬＣ
層エンティティを使用して、ＳＲＢ１によって搬送されたＲＲＣメッセージを処理し、そ
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れにより、送信ユニットが処理されたメッセージを第１のＵＥへ送信する、ように構成さ
れる。
【００８０】
　第２の処理ユニット３０４は、第１のサービングノードの第２のＲＬＣ層エンティティ
を使用して、ＳＲＢ２によって搬送されたＲＲＣメッセージを処理し、それにより、送信
ユニットが処理されたメッセージを第１のＵＥへ送信する、ように構成される。
【００８１】
　好ましくは、装置はさらに、メッセージ生成ユニットを含む。
【００８２】
　メッセージ生成ユニットは、第１のサービングノードのＲＲＣ層エンティティを使用し
て、ＳＲＢ０によって搬送されるＲＲＣメッセージを生成し、それにより、送信ユニット
がＳＲＢ０によって搬送されるＲＲＣメッセージを第１のＵＥ及び／又は第１のアンカノ
ードへ送信する、ように構成される。
【００８３】
　好ましくは、ＲＲＣメッセージはさらに、ＳＲＢ０によって搬送されるＲＲＣメッセー
ジを含む。送信ユニット３０２はさらに、第１の表示情報を第１のアンカノードへ送信す
るように構成される。第１の表示情報は第１のアンカノードにより使用されて第１の表示
情報によりＲＲＣメッセージがＳＲＢ０によって搬送されたＲＲＣメッセージであること
が識別され、また、第１のアンカノードのＲＲＣ層エンティティを使用して処理が行われ
る。受信ユニット３０１はさらに、第１のアンカノードにより送信された第１の表示情報
を受信するように構成される。第１の表示情報は第１のサービングノードにより使用され
て第１の表示情報によりＲＲＣメッセージがＳＲＢ０によって搬送されたＲＲＣメッセー
ジであることが識別され、また、第１のサービングノードのＲＲＣ層エンティティを使用
して処理が行われる。
【００８４】
　好ましくは、送信ユニット３０２はさらに、第２の表示情報を第１のアンカノードへ送
信するように構成される。第２の表示情報は第１のアンカノードにより使用されて第２の
表示情報によりＲＲＣメッセージがＳＲＢ１によって搬送されたＲＲＣメッセージである
ことが識別される。受信ユニット３０１はさらに、第１のアンカノードにより送信された
第２の表示情報を受信するように構成される。第２の表示情報は第１のサービングノード
により使用されて第２の表示情報によりＲＲＣメッセージがＳＲＢ１によって搬送された
ＲＲＣメッセージであることが識別される。
【００８５】
　好ましくは、送信ユニット３０２はさらに、第３の表示情報を第１のアンカノードへ送
信するように構成される。第３の表示情報は第１のアンカノードにより使用されて第３の
表示情報によりＲＲＣメッセージがＳＲＢ２によって搬送されたＲＲＣメッセージである
ことが識別される。受信ユニット３０１はさらに、第１のアンカノードにより送信された
第３の表示情報を受信するように構成される。第３の表示情報は第１のサービングノード
により使用されて第３の表示情報によりＲＲＣメッセージがＳＲＢ２によって搬送された
ＲＲＣメッセージであることが識別される。
【００８６】
　好ましくは、装置はさらに、送信ユニット３０２がＲＲＣメッセージを第１のアンカノ
ードへ送信する前に、第１のサービングノードの第１のＲＬＣ層エンティティを使用して
、ＳＲＢ１によって搬送されたＲＲＣメッセージを処理するように構成される第１の処理
ユニット３０３と、
　送信ユニット３０２がＲＲＣメッセージを第１のアンカノードへ送信する前に、第１の
サービングノードの第２のＲＬＣ層エンティティを使用して、ＳＲＢ２によって搬送され
たＲＲＣメッセージを処理するように構成される第２の処理ユニット３０４とを含む。
【００８７】
　好ましくは、送信ユニット３０２は、具体的には、第１の処理ユニット３０３によって
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処理されたＲＲＣメッセージを第１のＵＥへメディアアクセス制御ＭＡＣ層及び物理層を
使用して送信するように、又は、第２の処理ユニットによって処理されたＲＲＣメッセー
ジを第１のＵＥへＭＡＣ層及び物理層を使用して送信するように構成される。
【００８８】
　好ましくは、送信ユニット３０２は、具体的には、第１の処理ユニット３０３によって
処理されたＲＲＣメッセージを第１のＵＥへ送信し、それにより、第１のＵＥの第１のＰ
ＤＣＰ層エンティティが、ＳＲＢ１によって搬送されたＲＲＣメッセージを処理し、次に
処理されたメッセージをＲＲＣ層エンティティへ送信するか、又は、第２の処理ユニット
３０４によって処理されたＲＲＣメッセージを第１のＵＥへ送信し、それにより、第１の
ＵＥの第２のＰＤＣＰ層エンティティが、ＳＲＢ２によって搬送されたＲＲＣメッセージ
を処理し、次に処理されたメッセージをＲＲＣ層エンティティへ送信するように構成され
る。
【００８９】
　好ましくは、ＲＲＣメッセージはさらに、ＳＲＢ０によって搬送されるＲＲＣメッセー
ジを含む。ＳＲＢ０によって搬送されるＲＲＣメッセージは、具体的には、ＲＲＣ接続要
求メッセージ又はＲＲＣ接続設定メッセージである。ＳＲＢ１によって搬送されるＲＲＣ
メッセージは、具体的には、ＲＲＣ接続設定完了メッセージである。
【００９０】
　受信ユニット３０１は、具体的には、第１のＵＥにより送信されたＲＲＣ接続要求メッ
セージを受信するように構成される。ＲＲＣ接続要求メッセージとは、第１のＵＥが、第
１のサービングノードにより同報通信を用いて送信されたシステムメッセージを受信し、
システムメッセージに応じてランダムアクセスメッセージを第１のサービングノードへ送
信し、また第１のサービングノードにより送信されたランダムアクセス応答メッセージを
受信した後に、第１のＵＥにより第１のサービングノードに送信されるＲＲＣ接続要求メ
ッセージのことである。
【００９１】
　送信ユニット３０２は、具体的には、受信ユニットにより受信されたＲＲＣ接続要求メ
ッセージを第１のアンカノードへ転送するように構成される。
【００９２】
　受信ユニット３０１はさらに、第１のアンカノードにより送信されたＲＲＣ接続設定メ
ッセージを受信するように構成される。ＲＲＣ接続設定メッセージとは、受信されたＲＲ
Ｃ接続要求メッセージに応じて第１のアンカノードにより生成されるＲＲＣ接続設定メッ
セージのことである。
【００９３】
　送信ユニット３０２はさらに、受信ユニット３０１により受信されたＲＲＣ接続設定メ
ッセージを第１のＵＥへ送信するように構成される。
【００９４】
　受信ユニット３０１はさらに、第１のＵＥにより送信されたＲＲＣ接続設定完了メッセ
ージを受信するように構成される。
【００９５】
　送信ユニット３０２はさらに、受信ユニット３０１により受信されたＲＲＣ接続設定完
了メッセージを第１のアンカノードへ送信してＲＲＣ接続を第１のアンカノード及び第１
のＵＥに対して設定するように構成される。
【００９６】
　好ましくは、ＳＲＢ１によって搬送されるＲＲＣメッセージは、具体的には、ＲＲＣ接
続再構成メッセージ又はＲＲＣ接続再構成完了メッセージである。
【００９７】
　送信ユニット３０２は、具体的には、ベアラ追加／修正確認メッセージを第１のアンカ
ノードへ送信するように構成される。ベアラ追加／修正確認メッセージとは、第１のサー
ビングノードが第１のアンカノードにより送信されたベアラ追加／修正要求メッセージを



(37) JP 6568585 B2 2019.8.28

10

20

30

40

50

受信した後に、ベアラ追加／修正要求メッセージに応じて第１のサービングノードにより
生成されるベアラ追加／修正確認メッセージのことである。
【００９８】
　受信ユニット３０１は、具体的には、第１のアンカノードにより送信されたＲＲＣ接続
再構成メッセージを受信するように構成される。
【００９９】
　送信ユニット３０２はさらに、受信ユニット３０１により受信されたＲＲＣ接続再構成
メッセージを第１のＵＥへ送信するように構成される。
【０１００】
　受信ユニット３０１はさらに、第１のＵＥにより送信されたＲＲＣ接続再構成完了メッ
セージを受信するように構成される。
【０１０１】
　送信ユニット３０２はさらに、受信ユニット３０１により受信されたＲＲＣ接続再構成
完了メッセージを第１のアンカノードへ送信し、それにより、第１のアンカノードがＲＲ
Ｃ接続再構成完了メッセージに応じてベアラ追加／修正完了メッセージを第１のサービン
グノードへ送信する、ように構成される。
【０１０２】
　好ましくは、ＳＲＢ１によって搬送されるＲＲＣメッセージは、具体的には、ＲＲＣ接
続再構成メッセージ又はＲＲＣ接続再構成完了メッセージである。
【０１０３】
　受信ユニット３０１は、具体的には、第１のアンカノードにより送信されたＲＲＣ接続
再構成メッセージを受信するように構成される。ＲＲＣ接続再構成メッセージとは、第１
のサービングノードが、第１のアンカノードにより送信されたベアラ追加／修正要求メッ
セージを受信し、ベアラ追加／修正確認メッセージを第１のアンカノードへ送信した後に
、第１のアンカノードにより送信されるＲＲＣ接続再構成メッセージのことである。
【０１０４】
　送信ユニット３０２は、具体的には、受信ユニット３０１により受信されたＲＲＣ接続
再構成メッセージを第１のＵＥへ送信するように構成される。
【０１０５】
　受信ユニット３０１はさらに、第１のＵＥにより送信されたＲＲＣ接続再構成完了メッ
セージを受信するように構成される。
【０１０６】
　送信ユニット３０２はさらに、受信ユニット３０１により受信されたＲＲＣ接続再構成
完了メッセージを第１のアンカノードへ送信するように構成される。
【０１０７】
　受信ユニット３０１はさらに、第１のアンカノードにより送信されたベアラ追加／修正
完了メッセージを受信するように構成される。
【０１０８】
　好ましくは、ＳＲＢ１によって搬送されるＲＲＣメッセージは、具体的にはＲＲＣ接続
再構成メッセージである。
【０１０９】
　受信ユニット３０１は、具体的には、第１のアンカノードにより送信されたＲＲＣ接続
再構成メッセージを受信するように構成される。ＲＲＣ接続再構成メッセージとは、第２
のアンカノード又は隣接する基地局が、第１のアンカノードにより送信されたハンドオー
バ要求メッセージを受信し、またハンドオーバ要求確認メッセージを第１のアンカノード
へ送信した後に、第１のアンカノードにより送信されるＲＲＣ接続再構成メッセージのこ
とである。第１のサービングノードは第１のアンカノードに属する。
【０１１０】
　送信ユニット３０２は、具体的には、受信ユニット３０１により受信されたＲＲＣ接続
再構成メッセージを第１のＵＥへ送信するように構成される。
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【０１１１】
　好ましくは、ＲＲＣメッセージはさらに、ＳＲＢ０によって搬送されるＲＲＣメッセー
ジを含む。ＳＲＢ０によって搬送されるＲＲＣメッセージは、具体的には、ＲＲＣ接続再
設定要求メッセージ又はＲＲＣ接続再設定メッセージである。ＳＲＢ１によって搬送され
るＲＲＣメッセージは、具体的には、ＲＲＣ接続再設定完了メッセージである。
【０１１２】
　受信ユニット３０１は、具体的には、第１のＵＥにより送信されたＲＲＣ接続再設定要
求メッセージを受信するように構成される。ＲＲＣ接続再設定要求メッセージとは、第１
のＵＥが、無線リンク障害ＲＬＦを発見し、第１のサービングノードにより同報通信を用
いて送信されたシステムメッセージを受信し、システムメッセージに応じてランダムアク
セスメッセージを第１のサービングノードへ送信し、また第１のサービングノードにより
送信されたランダムアクセス応答メッセージを受信した後に、第１のＵＥにより送信され
るＲＲＣ接続再設定要求メッセージのことである。
【０１１３】
　送信ユニット３０２は、具体的には、受信ユニット３０１により受信されたＲＲＣ接続
再設定要求メッセージを第１のアンカノードへ送信するように構成される。
【０１１４】
　受信ユニット３０１はさらに、第１のアンカノードにより送信されたＲＲＣ接続再設定
メッセージを受信するように構成される。
【０１１５】
　送信ユニット３０２はさらに、受信ユニット３０１により受信されたＲＲＣ接続再設定
メッセージを第１のＵＥへ送信するように構成される。
【０１１６】
　受信ユニット３０１はさらに、第１のＵＥにより送信されたＲＲＣ接続再設定完了メッ
セージを受信するように構成される。
【０１１７】
　送信ユニット３０２はさらに、受信ユニット３０１により受信されたＲＲＣ接続再設定
完了メッセージを第１のアンカノードへ送信してＲＲＣ接続を第１のアンカノード及び第
１のＵＥに対して設定するように構成される。
【０１１８】
　図４は、本発明の一実施形態によるＲＲＣメッセージ処理装置の概略構成図である。装
置はアンカノードに配置される。第１のサービングノードは、第１のアンカノードへの接
続を設定する。第１のアンカノードは、モビリティ管理エンティティＭＭＥへの接続を設
定する。装置は送信ユニット４０１を含む。
【０１１９】
　送信ユニット４０１は、無線リソース制御ＲＲＣメッセージを第１のサービングノード
へ送信するように構成される。ＲＲＣメッセージは、シグナリング無線ベアラＳＲＢ１に
よって搬送されるＲＲＣメッセージ又はＳＲＢ２によって搬送されるＲＲＣメッセージを
含む。
【０１２０】
　好ましくは、装置はさらに、受信ユニット４０２、第１のパケットデータ処理ユニット
４０３、第２のパケットデータ処理ユニット４０４を含む。
【０１２１】
　受信ユニット４０２は、第１のサービングノードにより送信されたＲＲＣメッセージを
受信するように構成される。
【０１２２】
　第１のパケットデータ処理ユニット４０３は、第１のアンカノードの第１のパケットデ
ータコンバージェンスプロトコルＰＤＣＰ層エンティティを使用して、ＳＲＢ１によって
搬送され受信ユニット４０２により受信されたＲＲＣメッセージを処理し、次に処理され
たメッセージを第１のアンカノードのＲＲＣ層エンティティへ送信するように構成される
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。
【０１２３】
　第２のパケットデータ処理ユニット４０４は、第１のアンカノードの第２のＰＤＣＰ層
エンティティを使用して、ＳＲＢ２によって搬送され受信ユニット４０２により受信され
たＲＲＣメッセージを処理し、次に処理されたメッセージを第１のアンカノードのＲＲＣ
層エンティティへ送信するように構成される。
【０１２４】
　好ましくは、装置はさらに、第１のメッセージ生成ユニットを含む。
【０１２５】
　第１のメッセージ生成ユニットは、第１のアンカノードのＲＲＣ層エンティティを使用
して、ＳＲＢ１によって搬送されるＲＲＣメッセージ、又はＳＲＢ２によって搬送される
ＲＲＣメッセージを生成するように構成される。
【０１２６】
　送信ユニットは、具体的には、ＳＲＢ１によって搬送されるとともに第１のメッセージ
生成ユニットで生成されるＲＲＣメッセージ、又はＳＲＢ２によって搬送されるとともに
第１のメッセージ生成ユニットで生成されるＲＲＣメッセージを、第１のサービングノー
ドへ送信するように構成される。
【０１２７】
　好ましくは、ＲＲＣメッセージはさらに、ＳＲＢ０によって搬送されるＲＲＣメッセー
ジを含む。受信ユニット４０２はさらに、第１のサービングノードにより送信された第１
の表示情報を受信するように構成される。
【０１２８】
　装置はさらに、識別ユニットを含む。
【０１２９】
　識別ユニットは、受信ユニット４０２により受信された第１の表示情報によりＲＲＣメ
ッセージがＳＲＢ０によって搬送されたＲＲＣメッセージであることを識別するように、
また第１のアンカノードのＲＲＣ層エンティティを使用して処理を行うように構成される
。
【０１３０】
　送信ユニット４０１はさらに、第１の表示情報を第１のサービングノードへ送信するよ
うに構成される。第１の表示情報は第１のサービングノードにより使用されて第１の表示
情報によりＲＲＣメッセージがＳＲＢ０によって搬送されたＲＲＣメッセージであること
が識別され、また第１のサービングノードのＲＲＣ層エンティティを使用して処理が行わ
れる。
【０１３１】
　好ましくは、受信ユニット４０２はさらに、第１のサービングノードにより送信された
第２の表示情報を受信するように構成される。
【０１３２】
　装置はさらに、識別ユニットを含む。
【０１３３】
　識別ユニットは、受信ユニット４０２により受信された第２の表示情報によりＲＲＣメ
ッセージがＳＲＢ１によって搬送されたＲＲＣメッセージであることを識別するように構
成される。
【０１３４】
　送信ユニット４０１はさらに、第２の表示情報を第１のサービングノードへ送信するよ
うに構成される。第２の表示情報は第１のサービングノードにより使用されて第２の表示
情報によりＲＲＣメッセージがＳＲＢ１によって搬送されたＲＲＣメッセージであること
が識別される。
【０１３５】
　好ましくは、受信ユニット４０２はさらに、第１のサービングノードにより送信された
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第３の表示情報を受信するように構成される。
【０１３６】
　装置はさらに、識別ユニットを含む。
【０１３７】
　識別ユニットは、受信ユニットにより受信された第３の表示情報によりＲＲＣメッセー
ジがＳＲＢ２によって搬送されたＲＲＣメッセージであることを識別するように構成され
る。
【０１３８】
　送信ユニットはさらに、第３の表示情報を第１のサービングノードへ送信するように構
成される。第３の表示情報は第１のサービングノードにより使用されて第３の表示情報に
よりＲＲＣメッセージがＳＲＢ２によって搬送されたＲＲＣメッセージであることが識別
される。
【０１３９】
　好ましくは、ＲＲＣメッセージはさらに、ＳＲＢ０によって搬送されるＲＲＣメッセー
ジを含む。ＳＲＢ０によって搬送されるＲＲＣメッセージは、具体的には、ＲＲＣ接続要
求メッセージ又はＲＲＣ接続設定メッセージである。ＳＲＢ１によって搬送されるＲＲＣ
メッセージは、具体的にはＲＲＣ接続設定完了メッセージである。
【０１４０】
　受信ユニット４０２は、具体的には、第１のサービングノードによって転送されたＲＲ
Ｃ接続要求メッセージを受信するように構成される。ＲＲＣ接続要求メッセージとは、第
１のＵＥが、第１のサービングノードにより同報通信を用いて送信されたシステムメッセ
ージを受信し、システムメッセージに応じてランダムアクセスメッセージを第１のサービ
ングノードへ送信し、また第１のサービングノードにより送信されたランダムアクセス応
答メッセージを受信した後に、第１のＵＥにより第１のサービングノードに送信されるＲ
ＲＣ接続要求メッセージのことである。
【０１４１】
　装置はさらに、第２のメッセージ生成ユニットを含む。
【０１４２】
　第２のメッセージ生成ユニットは、受信ユニットにより受信されたＲＲＣ接続要求メッ
セージに応じてＲＲＣ接続設定メッセージを生成するように構成される。
【０１４３】
　送信ユニット４０１は、具体的には、第２のメッセージ生成ユニットで生成されたＲＲ
Ｃ接続設定メッセージを第１のサービングノードへ送信し、それにより、第１のサービン
グノードがＲＲＣ接続設定メッセージを第１のＵＥへ送信する、ように構成される。
【０１４４】
　受信ユニット４０２はさらに、第１のサービングノードにより送信されたＲＲＣ接続設
定完了メッセージを受信してＲＲＣ接続を第１のアンカノード及び第１のＵＥに対して設
定するように構成される。ＲＲＣ接続設定完了メッセージとは、第１のＵＥがＲＲＣ接続
設定メッセージを受信した後に、第１のＵＥにより第１のサービングノードに送信される
ＲＲＣ接続設定完了メッセージのことである。
【０１４５】
　好ましくは、ＳＲＢ１によって搬送されるＲＲＣメッセージは、具体的には、ＲＲＣ接
続再構成メッセージ又はＲＲＣ接続再構成完了メッセージである。
【０１４６】
　受信ユニット４０２は、具体的には、第１のサービングノードにより送信されたベアラ
追加／修正確認メッセージを受信するように構成される。ベアラ追加／修正確認メッセー
ジとは、第１のアンカノードがベアラ追加／修正要求メッセージを第１のサービングノー
ドへ送信した後に、ベアラ追加／修正要求メッセージに応じて第１のサービングノードに
より生成されるベアラ追加／修正確認メッセージのことである。
【０１４７】
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　送信ユニット４０１は、具体的には、ＲＲＣ接続再構成メッセージを第１のサービング
ノードへ送信し、それにより、第１のサービングノードがＲＲＣ接続再構成メッセージを
第１のＵＥへ送信する、ように構成される。
【０１４８】
　受信ユニット４０２はさらに、第１のサービングノードにより送信されたＲＲＣ接続再
構成完了メッセージを受信するように構成される。ＲＲＣ接続再構成完了メッセージとは
、第１のＵＥがＲＲＣ接続再構成メッセージを受信した後に、第１のＵＥにより第１のサ
ービングノードに送信されるＲＲＣ接続再構成完了メッセージのことである。第１のアン
カノードは、ＲＲＣ接続再構成完了メッセージに応じてベアラ追加／修正完了メッセージ
を第１のサービングノードへ送信する。
【０１４９】
　好ましくは、ＳＲＢ１によって搬送されるＲＲＣメッセージは、具体的には、ＲＲＣ接
続再構成メッセージ又はＲＲＣ接続再構成完了メッセージである。
【０１５０】
　送信ユニット４０１は、具体的には、ＲＲＣ接続再構成メッセージを第１のサービング
ノードへ送信するように構成される。ＲＲＣ接続再構成メッセージとは、第１のアンカノ
ードが、ベアラ追加／修正要求メッセージを第１のサービングノードへ送信し、第１のサ
ービングノードにより送信されたベアラ追加／修正確認メッセージを受信した後に、第１
のアンカノードにより第１のサービングノードに送信されるＲＲＣ接続再構成メッセージ
のことである。
【０１５１】
　受信ユニット４０２は、具体的には、第１のサービングノードにより送信されたＲＲＣ
接続再構成完了メッセージを受信するように構成される。ＲＲＣ接続再構成完了メッセー
ジとは、第１のサービングノードが、第１のアンカノードにより送信されたＲＲＣ接続再
構成メッセージを受信し、そのＲＲＣ接続再構成メッセージを第１のＵＥへ送信した後に
、第１のＵＥにより送信され第１のサービングノードにより受信されるＲＲＣ接続再構成
完了メッセージのことである。
【０１５２】
　送信ユニット４０１はさらに、ベアラ追加／修正完了メッセージを第１のサービングノ
ードへ送信するように構成される。
【０１５３】
　好ましくは、ＳＲＢ１によって搬送されるＲＲＣメッセージは、具体的にはＲＲＣ接続
再構成メッセージである。
【０１５４】
　送信ユニット４０１は、具体的には、ＲＲＣ接続再構成メッセージを第１のサービング
ノードへ送信し、それにより、第１のサービングノードがＲＲＣ接続再構成メッセージを
第１のＵＥへ送信する、ように構成される。ＲＲＣ接続再構成メッセージとは、第２のア
ンカノード又は隣接する基地局が、第１のアンカノードにより送信されたハンドオーバ要
求メッセージを受信し、またハンドオーバ要求確認メッセージを第１のアンカノードへ送
信した後に、第１のアンカノードにより送信されるＲＲＣ接続再構成メッセージのことで
ある。第１のサービングノードは第１のアンカノードに属する。
【０１５５】
　好ましくは、ＲＲＣメッセージはさらに、ＳＲＢ０によって搬送されるＲＲＣメッセー
ジを含む。ＳＲＢ０によって搬送されるＲＲＣメッセージは、具体的には、ＲＲＣ接続再
設定要求メッセージ又はＲＲＣ接続再設定メッセージである。ＳＲＢ１によって搬送され
るＲＲＣメッセージは、具体的には、ＲＲＣ接続再設定完了メッセージである。
【０１５６】
　受信ユニット４０２は、具体的には、第１のサービングノードにより送信されたＲＲＣ
接続再設定要求メッセージを受信するように構成される。ＲＲＣ接続再設定要求メッセー
ジとは、第１のＵＥが、無線リンク障害ＲＬＦを発見し、第１のサービングノードにより



(42) JP 6568585 B2 2019.8.28

10

20

30

40

50

同報通信を用いて送信されたシステムメッセージを受信し、システムメッセージに応じて
ランダムアクセスメッセージを第１のサービングノードへ送信し、また第１のサービング
ノードにより送信されたランダムアクセス応答メッセージを受信した後に、第１のＵＥに
より第１のサービングノードに送信されるＲＲＣ接続再設定要求メッセージのことである
。
【０１５７】
　送信ユニット４０１は、具体的には、ＲＲＣ接続再設定メッセージを第１のサービング
ノードへ送信し、それにより、第１のサービングノードがＲＲＣ接続再設定メッセージを
第１のＵＥへ送信する、ように構成される。
【０１５８】
　受信ユニット４０２はさらに、第１のサービングノードにより送信されたＲＲＣ接続再
設定完了メッセージを受信してＲＲＣ接続を第１のアンカノード及び第１のＵＥに対して
設定するように構成される。ＲＲＣ接続再設定完了メッセージとは、第１のＵＥにより送
信され第１のサービングノードにより受信されるＲＲＣ接続再設定完了メッセージのこと
である。
【０１５９】
　図５は、本発明の一実施形態によるサービングノードの概略構成図である。サービング
ノードは、第１のアンカノードへの接続を設定する。第１のアンカノードは、モビリティ
管理エンティティＭＭＥへの接続を設定する。
【０１６０】
　サービングノードは、送信機５０１及び受信機５０２を含む。
【０１６１】
　受信機５０２は、第１のユーザ機器ＵＥにより送信された無線リソース制御ＲＲＣメッ
セージを受信するように構成される。ＲＲＣメッセージは、シグナリング無線ベアラＳＲ
Ｂ１によって搬送されるＲＲＣメッセージ又はＳＲＢ２によって搬送されるＲＲＣメッセ
ージを含む。
【０１６２】
　送信機５０１は、受信機５０２により受信されたＲＲＣメッセージを第１のアンカノー
ドへ送信し、それにより、第１のアンカノードの第１のパケットデータコンバージェンス
プロトコルＰＤＣＰ層エンティティが、ＳＲＢ１によって搬送されたＲＲＣメッセージを
処理し、次に処理されたメッセージを第１のアンカノードのＲＲＣ層エンティティへ送信
するか、又は、第１のアンカノードの第２のＰＤＣＰ層エンティティが、ＳＲＢ２によっ
て搬送されたＲＲＣメッセージを処理し、次に処理されたメッセージを第１のアンカノー
ドのＲＲＣ層エンティティへ送信する、ように構成される。
【０１６３】
　図６は、本発明の一実施形態によるアンカノードの概略構成図である。第１のサービン
グノードは、アンカノードへの接続を設定する。アンカノードは、モビリティ管理エンテ
ィティＭＭＥへの接続を設定する。アンカは、送信機６０１を含む。
【０１６４】
　送信機６０１は、無線リソース制御ＲＲＣメッセージを第１のサービングノードへ送信
するように構成される。ＲＲＣメッセージは、シグナリング無線ベアラＳＲＢ１によって
搬送されるＲＲＣメッセージ又はＳＲＢ２によって搬送されるＲＲＣメッセージを含む。
【０１６５】
　図７は、本発明の一実施形態によるサービングノード側のＲＲＣメッセージ処理方法の
流れ図である。ＲＲＣメッセージ処理方法は、図１に示されたネットワークアーキテクチ
ャに基づく。この方法は、サービングノードによって実行される。第１のサービングノー
ドは、第１のアンカノードへの接続を設定する。第１のアンカノードは、モビリティ管理
エンティティＭＭＥへの接続を設定する。図７に示されるように、この方法は、具体的に
は下記のステップを含む。
【０１６６】
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　ステップ７０１：第１のサービングノードは、第１のＵＥにより送信されたＲＲＣメッ
セージを受信し、このＲＲＣメッセージは、シグナリング無線ベアラＳＲＢ１によって搬
送されるＲＲＣメッセージ又はＳＲＢ２によって搬送されるＲＲＣメッセージを含む。
【０１６７】
　複数のＵＥがネットワークにあるので、これら複数のＵＥを区別するために、現在のＵ
Ｅは第１のＵＥと呼ばれる。加えて、複数のサービングノード及びアンカノードがあり得
る。サービングノードハンドオーバがＵＥに対して行われることができ、すなわち、ある
サービングノードから別のサービングノードへハンドオーバする。アンカノードハンドオ
ーバが同様にＵＥに対して行われることができ、すなわち、あるアンカノードから別のア
ンカノードへハンドオーバする。したがって、第１のＵＥの現在のサービングノードは第
１のサービングノードと呼ばれ、第１のＵＥの現在のアンカノードは第１のアンカノード
と呼ばれる。
【０１６８】
　第１のＵＥ又は第１のアンカノードにより送信されるＲＲＣメッセージは、ＲＲＣ層エ
ンティティによる処理後に得られるメッセージではなく、ただ単にＲＲＣ　ＰＤＵ、たと
えば、第１のＵＥ又は第１のアンカノードにより送信されるとともに、ＳＲＢ１によって
搬送されるＲＲＣメッセージ又はＳＲＢ２によって搬送されるＲＲＣメッセージを含むＰ
ＤＣＰ　ＰＤＵ、又は、第１のＵＥ又は第１のアンカノードにより送信されるとともに、
ＳＲＢ０によって搬送されるＲＲＣメッセージを含むＲＬＣ　ＰＤＵ、を含むコンテンツ
である。ＲＲＣメッセージが第１のサービングノードと第１のアンカノードとの間で伝送
されるとき、ＰＤＣＰ　ＰＤＵ又はＲＬＣ　ＰＤＵは、同様に、情報単位として使用され
るとともに、別のプロトコルメッセージに含まれる、たとえば制御プレーンインタフェー
スシグナリングに含まれる、ことができる。
【０１６９】
　本発明のこの実施形態で、第１のサービングノードは、ＳＲＢ０に対応するＲＲＣ機能
を有することができる。この方法はさらに、第１のサービングノードのＲＲＣ層エンティ
ティが、ＳＲＢ０によって搬送されるＲＲＣメッセージを生成し、ＳＲＢ０によって搬送
されるＲＲＣメッセージを第１のＵＥ及び／又は第１のアンカノードへ送信するステップ
を含むことができる。
【０１７０】
　ＳＲＢ０に対応するＲＲＣ機能は、具体的には、システム同報通信機能、ページング機
能、いくつかのＲＲＣ接続設定機能、又はいくつかのＲＲＣ接続再設定機能を含むことが
できる。いくつかの機能とは、具体的には、ＲＲＣ接続要求メッセージを処理すること、
ＲＲＣ接続設定メッセージを生成及び配信すること、ＲＲＣ接続再設定要求メッセージを
処理すること、又はＲＲＣ接続再設定メッセージを生成及び配信することを指す。
【０１７１】
　ステップ７０２：第１のサービングノードは、ＲＲＣメッセージを第１のアンカノード
へ送信し、それにより、第１のアンカノードの第１のＰＤＣＰ層エンティティが、ＳＲＢ
１によって搬送されたＲＲＣメッセージを処理し、次に処理されたメッセージを第１のア
ンカノードのＲＲＣ層エンティティへ送信するか、又は、第１のアンカノードの第２のＰ
ＤＣＰ層エンティティが、ＳＲＢ２によって搬送されたＲＲＣメッセージを処理し、次に
処理されたメッセージを第１のアンカノードのＲＲＣ層エンティティへ送信する。
【０１７２】
　本発明のこの実施形態で、この方法はさらに、第１のサービングノードにより、第１の
アンカノードにより送信されたＲＲＣメッセージを受信するステップであって、ＲＲＣメ
ッセージがＳＲＢ１によって搬送されるＲＲＣメッセージ又はＳＲＢ２によって搬送され
るＲＲＣメッセージを含む、ステップと、第１のサービングノードの第１の無線リンク制
御ＲＬＣ層エンティティにより、ＳＲＢ１によって搬送されたＲＲＣメッセージを処理し
、次に処理されたメッセージを第１のＵＥへ送信するか、又は、第１のサービングノード
の第２のＲＬＣ層エンティティにより、ＳＲＢ２によって搬送されたＲＲＣメッセージを
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処理し、次に処理されたメッセージを第１のＵＥへ送信するステップとを含む。
【０１７３】
　デバイス間制御プレーンインタフェースシグナリングが、サービングノードとアンカノ
ードとの間で使用される。したがって、サービングノード及びアンカノードが受信ＲＲＣ
メッセージのＳＲＢタイプを区別できるようにするために、送信機が表示情報を受信機に
送信し、この表示情報を使用してＲＲＣメッセージのＳＲＢタイプを受信機に表示するこ
と、たとえば、ＲＲＣメッセージが具体的には、ＳＲＢ１によって搬送されたＲＲＣメッ
セージであるか、それともＳＲＢ２によって搬送されたＲＲＣメッセージであるかを表示
することができる。本発明のこの実施形態では、表示情報は、ＲＲＣメッセージが送信さ
れているときに搬送されることができる。具体的には、表示情報は、ＲＲＣメッセージに
おいて搬送されることができ、又は、表示情報は、ＲＲＣメッセージを搬送する制御プレ
ーンシグナリングメッセージにおいて搬送されることができ、又は、表示情報は、ＲＲＣ
メッセージが送信された後に単独で送信されることができる。
【０１７４】
　本発明のこの実施形態では、第１のアンカノードの第１のＰＤＣＰ層エンティティが、
ＳＲＢ１によって搬送されたＲＲＣメッセージを処理し、次に処理されたメッセージをＲ
ＲＣ層エンティティへ送信することは、具体的には下記を含む。第１のアンカノードの第
１のＰＤＣＰ層エンティティは、ＳＲＢ１によって搬送されたＲＲＣメッセージを処理し
て、ＳＲＢ１によって搬送されたＲＲＣメッセージを含むＰＤＣＰ　ＰＤＵを取得し、Ｓ
ＲＢ１によって搬送されたＲＲＣメッセージを含むＰＤＣＰ　ＰＤＵを、ＲＲＣ層エンテ
ィティへ送信する。ＰＤＣＰ　ＰＤＵは、情報単位として使用されるとともに、別のプロ
トコルメッセージに含まれる、たとえば制御プレーンインタフェースシグナリングに含ま
れる、ことができる。
【０１７５】
　加えて、ＲＲＣメッセージはさらに、ＳＲＢ０によって搬送されるＲＲＣメッセージを
含むことができる。第１のサービングノードにより第１のアンカノードに送信されるＲＲ
Ｃメッセージが具体的には、ＳＲＢ０によって搬送されるＲＲＣメッセージであるとき、
この方法はさらに、第１のサービングノードにより、第１の表示情報を第１のアンカノー
ドへ送信するステップであって、第１の表示情報が第１のアンカノードにより使用されて
第１の表示情報によりＲＲＣメッセージがＳＲＢ０によって搬送されたＲＲＣメッセージ
であることが識別され、また第１のアンカノードのＲＲＣ層エンティティを使用して処理
が行われる、ステップか、又は、第１のサービングノードにより、第１のアンカノードに
より送信された第１の表示情報を受信するステップであって、第１の表示情報が第１のサ
ービングノードにより使用されて第１の表示情報によりＲＲＣメッセージがＳＲＢ０によ
って搬送されたＲＲＣメッセージであることが識別され、また第１のサービングノードの
ＲＲＣ層エンティティを使用して処理が行われる、ステップを含む。
【０１７６】
　同様に、第１のサービングノードはさらに、第２の表示情報を第１のアンカノードへ送
信することができる。第２の表示情報は第１のアンカノードにより使用されて第２の表示
情報によりＲＲＣメッセージがＳＲＢ１によって搬送されたＲＲＣメッセージであること
が識別される。或いは、第１のサービングノードは、第１のアンカノードにより送信され
た第２の表示情報を受信する。第２の表示情報は第１のサービングノードにより使用され
て第２の表示情報によりＲＲＣメッセージがＳＲＢ１によって搬送されたＲＲＣメッセー
ジであることが識別される。
【０１７７】
　同様に、第１のサービングノードはさらに、第３の表示情報を第１のアンカノードへ送
信することができる。第３の表示情報は第１のアンカノードにより使用されて第３の表示
情報によりＲＲＣメッセージがＳＲＢ２によって搬送されたＲＲＣメッセージであること
が識別される。或いは、第１のサービングノードは、第１のアンカノードにより送信され
た第３の表示情報を受信する。第３の表示情報は第１のサービングノードにより使用され
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て第３の表示情報によりＲＲＣメッセージがＳＲＢ２によって搬送されたＲＲＣメッセー
ジであることが識別される。
【０１７８】
　本発明のこの実施形態では、第１のサービングノードがＲＲＣメッセージを第１のアン
カノードへ送信する前に、この方法はさらに、第１のサービングノードの第１のＲＬＣ層
エンティティにより、ＳＲＢ１によって搬送されたＲＲＣメッセージを処理するか、又は
、第２のＲＬＣ層エンティティにより、ＳＲＢ２によって搬送されたＲＲＣメッセージを
処理するステップを含むことができる。具体的には、第１のサービングノードの第１のＲ
ＬＣ層エンティティが、ＳＲＢ１によって搬送されるＲＲＣメッセージを処理して、ＳＲ
Ｂ１によって搬送されたＲＲＣメッセージを含むＲＬＣ　ＰＤＵを取得するか、又は、第
１のサービングノードの第２のＲＬＣ層エンティティが、ＳＲＢ２によって搬送されたＲ
ＲＣメッセージを処理して、ＳＲＢ２によって搬送されたＲＲＣメッセージを含むＲＬＣ
　ＰＤＵを取得する。ＲＬＣ　ＰＤＵは、情報単位として使用されるとともに、別のプロ
トコルメッセージに含まれる、たとえば制御プレーンインタフェースシグナリングに含ま
れる、ことができる。
【０１７９】
　加えて、第１のサービングノードの第１のＲＬＣ層エンティティにより、ＳＲＢ１によ
って搬送されたＲＲＣメッセージを処理し、次に処理されたメッセージを第１のＵＥへ送
信するか、又は、第１のサービングノードの第２のＲＬＣ層エンティティにより、ＳＲＢ
２によって搬送されたＲＲＣメッセージを処理し、次に処理されたメッセージを第１のＵ
Ｅへ送信するステップが、具体的には、第１のサービングノードの第１のＲＬＣ層エンテ
ィティにより、ＳＲＢ１によって搬送されたＲＲＣメッセージを処理し、次に処理された
メッセージを第１のＵＥへメディアアクセス制御ＭＡＣ層及び物理層を使用して送信する
か、又は、第１のサービングノードの第２のＲＬＣ層エンティティにより、ＳＲＢ２によ
って搬送されたＲＲＣメッセージを処理し、次に処理されたメッセージを第１のＵＥへＭ
ＡＣ層及び物理層を使用して送信するステップを含むことができる。
【０１８０】
　或いは、第１のサービングノードの第１のＲＬＣ層エンティティにより、ＳＲＢ１によ
って搬送されたＲＲＣメッセージを処理し、次に処理されたメッセージを第１のＵＥへ送
信するか、又は、第１のサービングノードの第２のＲＬＣ層エンティティにより、ＳＲＢ
２によって搬送されたＲＲＣメッセージを処理し、次に処理されたメッセージを第１のＵ
Ｅへ送信するステップが、具体的には、第１のサービングノードの第１のＲＬＣ層エンテ
ィティにより、ＳＲＢ１によって搬送されたＲＲＣメッセージを処理し、次に処理された
メッセージを第１のＵＥへ送信し、それにより、第１のＵＥの第１のＰＤＣＰ層エンティ
ティが、ＳＲＢ１によって搬送されたＲＲＣメッセージを処理し、次に処理されたメッセ
ージをＲＲＣ層エンティティへ送信するか、又は、第１のサービングノードの第２のＲＬ
Ｃ層エンティティにより、ＳＲＢ２によって搬送されたＲＲＣメッセージを処理し、次に
処理されたメッセージを第１のＵＥへ送信し、それにより、第１のＵＥの第２のＰＤＣＰ
層エンティティが、ＳＲＢ２によって搬送されたＲＲＣメッセージを処理し、次に処理さ
れたメッセージをＲＲＣ層エンティティへ送信する、ステップを含むことができる。
【０１８１】
　上記の処理過程から、本発明のこの実施形態で提供されるＲＲＣメッセージ処理方法で
は、ＲＲＣメッセージは、第１のＵＥと第１のアンカノードとの間で直接送信されること
ができず、第１のサービングノードにより転送される必要があることが分かる。すなわち
、第１のＵＥがＲＲＣメッセージを第１のアンカノードへ送信する必要があるとき、第１
のＵＥはまず、ＲＲＣメッセージを第１のサービングノードへ送信する必要があり、次に
、第１のサービングノードがＲＲＣメッセージを第１のアンカノードへ送信する。第１の
アンカノードがＲＲＣメッセージを第１のＵＥへ送信する必要があるとき、第１のアンカ
ノードはまず、ＲＲＣメッセージを第１のサービングノードへ送信する必要があり、次に
、第１のサービングノードがＲＲＣメッセージを第１のＵＥへ送信する。ＲＲＣメッセー
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ジは２つのノード、すなわち第１のアンカノード及び第１のサービングノードを通過する
必要があるので、ＲＲＣ機能は、本発明のこの実施形態で提供される方法を使用して、２
つのノードに分割されることができる。
【０１８２】
　図８は、本発明の一実施形態によるサービングノード側のＲＲＣメッセージ処理方法の
流れ図である。ＲＲＣメッセージ処理方法は、図１に示されたネットワークアーキテクチ
ャに基づいており、具体的には、ＲＲＣ接続を設定するために使用される。この方法は、
サービングノードにより実行される。ＲＲＣメッセージは、ＳＲＢ１によって搬送される
ＲＲＣメッセージ、ＳＲＢ２によって搬送されるＲＲＣメッセージ、及びＳＲＢ０によっ
て搬送されるＲＲＣメッセージを含む。ＳＲＢ０によって搬送されるＲＲＣメッセージは
、具体的には、ＲＲＣ接続要求メッセージ又はＲＲＣ接続設定メッセージであり、ＳＲＢ
１によって搬送されるＲＲＣメッセージは、具体的にはＲＲＣ接続設定完了メッセージで
ある。図８に示されるように、この方法は、具体的には下記のステップを含む。
【０１８３】
　ステップ８０１：第１のサービングノードが第１のＵＥにより送信されたＲＲＣ接続要
求メッセージを受信し、ここで、ＲＲＣ接続要求メッセージとは、第１のＵＥが、第１の
サービングノードにより同報通信を用いて送信されたシステムメッセージを受信し、その
システムメッセージに応じてランダムアクセスメッセージを第１のサービングノードへ送
信し、また第１のサービングノードにより送信されたランダムアクセス応答メッセージを
受信した後に、第１のＵＥにより第１のサービングノードに送信されるＲＲＣ接続要求メ
ッセージのことである。
【０１８４】
　第１のサービングノードは、セル無線ネットワーク一時的識別子ＣＲＮＴＩをＵＥに割
り当てることができ、そのＣＲＮＴＩをランダムアクセス応答メッセージに追加して、こ
のランダムアクセス応答メッセージを第１のＵＥへ送信する。
【０１８５】
　ステップ８０２：第１のサービングノードは、ＲＲＣ接続要求メッセージを第１のアン
カノードへ転送する。
【０１８６】
　本発明のこの実施形態では、第１のサービングノードは、ＲＲＣ接続要求メッセージを
第１のアンカノードへ転送するときに、第１の表示情報を送信することができる。第１の
表示情報が使用されて、ＲＲＣ接続要求メッセージがＳＲＢ０によって搬送されたＲＲＣ
メッセージであることが表示される。第１の表示情報は、明示的なシグナリング表示、又
は特定のメッセージ名とすることができる。後者は、たとえば、ＳＲＢ０ＲＲＣＴｒａｎ
ｓｆｅｒ又はＩｎｉｔｉａｌＲＲＣＴｒａｎｓｆｅｒである。したがって、第１の表示情
報によりＲＲＣ接続要求メッセージがＳＲＢ０によって搬送されたＲＲＣメッセージであ
ることを識別した後、第１のアンカノードは、処理のためにそのメッセージをＲＲＣ層エ
ンティティへ直接配信する。
【０１８７】
　任意選択で、ＲＲＣ接続要求メッセージを第１のアンカノードへ転送するときに、第１
のサービングノードは、ＵＥのＣＲＮＴＩ及び／又はＸ２ＡＰ　ＩＤをＲＲＣ接続要求メ
ッセージに追加することができる。ＣＲＮＴＩは、後に続く潜在的ＭＲＯ最適化のために
搬送される。たとえば、隣接するセルから受信されたＲＬＦ表示中のＣＲＮＴＩが、その
ＣＲＮＴＩと同じである場合、ＲＬＦがＵＥで発生したと判断することができ、第１のア
ンカノードは、ＵＥコンテキスト、及びＵＥに対するＲＲＣ接続を、情報に従って生成す
ることができる。
【０１８８】
　ステップ８０３：第１のサービングノードは、第１のアンカノードにより送信されたＲ
ＲＣ接続設定メッセージを受信し、ここで、ＲＲＣ接続設定メッセージとは、受信された
ＲＲＣ接続要求メッセージに応じて第１のアンカノードにより生成されるＲＲＣ接続設定
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メッセージのことである。
【０１８９】
　本発明のこの実施形態では、第１のアンカノードは、ＲＲＣ接続設定メッセージを送信
するときに、第１の表示情報をメッセージに追加することができ、具体的には、第１の表
示情報をＲＲＣ接続設定メッセージに追加すること、又は第１の表示情報を、ＲＲＣ接続
設定メッセージを搬送する制御プレーンシグナリングメッセージに追加することができる
。或いは、第１のアンカノードは、ＲＲＣ接続設定メッセージを送信した後に、単独で第
１の表示情報を送信することができ、それにより、第１のサービングノードは、この第１
の表示情報によりＲＲＣ接続設定メッセージがＳＲＢ０によって搬送されたＲＲＣメッセ
ージであることを識別する。
【０１９０】
　ステップ８０４：第１のサービングノードは、ＲＲＣ接続設定メッセージを第１のＵＥ
へ送信する。
【０１９１】
　ステップ８０５：第１のサービングノードは、第１のＵＥにより送信されたＲＲＣ接続
設定完了メッセージを受信する。
【０１９２】
　本発明のこの実施形態では、第１のサービングノードは、ＳＲＢ１によって搬送された
ＲＲＣメッセージを処理するために使用される第１のＲＬＣ層エンティティと、ＳＲＢ２
によって搬送されたＲＲＣメッセージを処理するために使用される第２のＲＬＣ層エンテ
ィティとを有する。ＲＲＣ接続設定完了メッセージがＳＲＢ１によって搬送されたＲＲＣ
メッセージであるので、第１のサービングノードの第１のＲＬＣ層エンティティは、ＲＲ
Ｃ接続設定完了メッセージを処理し、次に処理されたメッセージを第１のＵＥへ送信する
。
【０１９３】
　ステップ８０６：第１のサービングノードはＲＲＣ接続設定完了メッセージを第１のア
ンカノードへ送信してＲＲＣ接続を第１のアンカノード及び第１のＵＥに対して設定する
。
【０１９４】
　第１のサービングノードは、ＲＲＣ接続設定完了メッセージを第１のアンカノードへ送
信するときに、第２の表示情報をメッセージに追加することができ、具体的には、第２の
表示情報をＲＲＣ接続設定完了メッセージに追加すること、又は第２の表示情報を、ＲＲ
Ｃ接続設定完了メッセージを搬送する制御プレーンシグナリングメッセージに追加するこ
とができる。或いは、第１のサービングノードは、ＲＲＣ接続設定完了メッセージを送信
した後に、単独で第２の表示情報を送信することができ、それにより、第１のアンカノー
ドは、この第２の表示情報によりＲＲＣ接続設定完了メッセージがＳＲＢ１によって搬送
されたＲＲＣメッセージであることを識別する。次に、ＲＲＣ接続設定完了メッセージは
、第１のアンカノードの第１のＰＤＣＰ層で処理され、次に、処理されたメッセージがＲ
ＲＣ層エンティティに送信される。
【０１９５】
　加えて、ＲＲＣ接続が第１のアンカノードと第１のＵＥとの間に設定された後、後に続
くアップリンク／ダウンリンクＲＲＣメッセージ処理過程において、第１のサービングノ
ードは、第１のアンカノードへ、ＳＲＢ１によって搬送され第１のＵＥから受信されたＲ
ＲＣメッセージに対応するＰＤＣＰ　ＰＤＵと、ＳＲＢ２によって搬送され第１のＵＥか
ら受信されたＲＲＣメッセージに対応するＰＤＣＰ　ＰＤＵとを転送することができる。
ＳＲＢ１のＰＤＣＰエンティティ及びＳＲＢ２のＰＤＣＰエンティティがそれぞれＲＲＣ
メッセージを処理した後、第１のアンカノードは、処理されたメッセージをＲＲＣ層エン
ティティへ配信することができる。加えて、第１のサービングノードは、処理のために、
ＳＲＢ１のＲＬＣエンティティ及びＳＲＢ２のＲＬＣエンティティそれぞれへ、ＳＲＢ１
によって搬送され第１のアンカノードから受信されたＲＲＣメッセージに対応するＰＤＣ
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Ｐ　ＰＤＵと、ＳＲＢ２によって搬送され第１のアンカノードから受信されたＲＲＣメッ
セージに対応するＰＤＣＰ　ＰＤＵとを、配信することができ、次に、処理されたメッセ
ージを第１のＵＥへＭＡＣ層及び物理層を使用して送信する。ＲＲＣメッセージが第１の
アンカノードと第１のサービングノードとの間で送信されるごとに、ＲＲＣメッセージが
、ＳＲＢ０によって搬送されたＲＲＣメッセージであるか、ＳＲＢ１によって搬送された
ＲＲＣメッセージであるか、又はＳＲＢ２によって搬送されたＲＲＣメッセージであるか
どうかが表示される必要があり、それにより、受信機が処理を行う。
【０１９６】
　上記の処理過程から、本発明のこの実施形態で提供されるＲＲＣメッセージ処理方法で
は、ＲＲＣ接続を第１のアンカノード及び第１のＵＥに対して設定できることが分かる。
加えて、ＲＲＣ接続を設定する過程において、第１のサービングノードと第１のアンカノ
ードとの間のＲＲＣメッセージに対し、ＳＲＢタイプを表示するために使用される表示情
報が、ＲＲＣメッセージが送信されているときに搬送されることができ、又は、この表示
情報は単独で送信されることができ、それにより、第１のサービングノード及び第１のア
ンカノードは対応する処理を行う。したがって、ＲＲＣ機能は２つのノードに、すなわち
第１のサービングノードと第１のアンカノードに分割される。
【０１９７】
　図９は、本発明の一実施形態によるサービングノード側のＲＲＣメッセージ処理方法の
流れ図である。ＲＲＣメッセージ処理方法は、図１に示されたネットワークアーキテクチ
ャに基づいており、具体的には、ＤＲＢベアラを設定するために使用される。この方法は
、サービングノードにより実行される。ＲＲＣメッセージは、ＳＲＢ１によって搬送され
るＲＲＣメッセージを含む。ＳＲＢ１によって搬送されるＲＲＣメッセージは、具体的に
は、ＲＲＣ接続再構成メッセージ又はＲＲＣ接続再構成完了メッセージである。図９に示
されるように、この方法は、具体的には下記のステップを含む。
【０１９８】
　ステップ９０１：第１のサービングノードがベアラ追加／修正確認メッセージを第１の
アンカノードへ送信し、ここで、ベアラ追加／修正確認メッセージとは、第１のサービン
グノードが第１のアンカノードにより送信されたベアラ追加／修正要求メッセージを受信
した後に、そのベアラ追加／修正要求メッセージに応じて、第１のサービングノードによ
り生成されるベアラ追加／修正確認メッセージのことである。
【０１９９】
　本発明のこの実施形態では、第１のＵＥにより送信されたＲＲＣ接続設定完了メッセー
ジを受信した後に、第１のアンカノードは、初期ＵＥ情報をＭＭＥへ送信し、ＭＭＥによ
り送信される初期環境設定要求メッセージ又はＥ－ＲＡＢ設定要求メッセージを受信し、
ベアラ追加／修正要求メッセージを第１のサービングノードへ送信することができる。
【０２００】
　Ｅ－ＲＡＢとはＥ－ＵＴＲＡＮ　ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｂｅａｒｅｒを短縮した
もの、Ｅ－ＵＴＲＡＮとはｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡＮを短縮したもの、ＵＴＲＡＮとは
ＵＭＴＳ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋを短縮
したもの、またＲＡＢとはｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｂｅａｒｅｒ，無線アクセスベア
ラを短縮したものである。
【０２０１】
　ステップ９０２：第１のサービングノードは、第１のアンカノードにより送信されたＲ
ＲＣ接続再構成メッセージを受信する。
【０２０２】
　第１のサービングノードはさらに、第２の表示情報を受信することができ、それにより
第１のサービングノードは、この第２の表示情報によりＲＲＣ接続再構成メッセージがＳ
ＲＢ１によって搬送されたＲＲＣメッセージであることを識別する。第１のサービングノ
ードの第１のＲＬＣ層エンティティが、ＳＲＢ１によって搬送されたＲＲＣメッセージを
処理する。
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【０２０３】
　ステップ９０３：ＲＲＣ接続再構成メッセージを第１のＵＥへ送信する。
【０２０４】
　本発明のこの実施形態では、具体的には、第１のサービングノードの第１のＲＬＣ層エ
ンティティは、ＳＲＢ１によって搬送されたＲＲＣメッセージを処理し、次に処理された
メッセージを第１のＵＥへＭＡＣ層及び物理層を使用して送信することができる。
【０２０５】
　ステップ９０４：第１のＵＥにより送信されたＲＲＣ接続再構成完了メッセージを受信
する。
【０２０６】
　ステップ９０５：ＲＲＣ接続再構成完了メッセージを第１のアンカノードへ送信し、そ
れにより、第１のアンカノードは、ＲＲＣ接続再構成完了メッセージに応じてベアラ追加
／修正完了メッセージを第１のサービングノードへ送信する。
【０２０７】
　第２の表示情報は、ＲＲＣ接続再構成完了メッセージが送信されているときに搬送され
ることができる。具体的には、第２の表示情報は、ＲＲＣ接続再構成完了メッセージにお
いて搬送されることができ、又は、第２の表示情報は、ＲＲＣ接続再構成完了メッセージ
を搬送する制御プレーンシグナリングメッセージにおいて搬送されることができる。或い
は、第２の表示情報は、ＲＲＣ接続再構成完了メッセージが送信された後に単独で送信さ
れることができ、それにより、第１のアンカノードは、第２の表示情報によりＲＲＣ接続
再構成メッセージがＳＲＢ１によって搬送されたＲＲＣメッセージであることを識別する
。第１のアンカノードの第１のＰＤＣＰ層エンティティが、ＳＲＢ１によって搬送された
ＲＲＣメッセージを処理し、次に処理されたメッセージをＲＲＣ層エンティティへ送信す
る。好ましくは、第２の表示情報は、制御プレーンシグナリングメッセージにおいて搬送
される。
【０２０８】
　上記の処理過程から、本発明のこの実施形態で提供されるＲＲＣメッセージ処理方法で
は、ＤＲＢベアラを設定できることが分かる。加えて、ＤＲＢベアラを設定する過程にお
いて、第１のサービングノードと第１のアンカノードとの間のＲＲＣメッセージに対し、
ＳＲＢタイプを表示するために使用される表示情報は、ＲＲＣメッセージが送信されてい
るときに搬送されることができ、又は、この表示情報は単独で送信されることができ、そ
れにより、第１のサービングノード及び第１のアンカノードは対応する処理を行う。した
がって、ＲＲＣ機能は２つのノードに、すなわち第１のサービングノードと第１のアンカ
ノードに分割される。
【０２０９】
　図１０は、本発明の一実施形態によるサービングノード側のＲＲＣメッセージ処理方法
の流れ図である。ＲＲＣメッセージ処理方法は、図１に示されたネットワークアーキテク
チャに基づいており、具体的には、アンカノードに接続されたサービングノード間のハン
ドオーバのために使用される。この方法は、サービングノードにより実行される。ＲＲＣ
メッセージは、ＳＲＢ１によって搬送されるＲＲＣメッセージを含む。ＳＲＢ１によって
搬送されるＲＲＣメッセージは、具体的には、ＲＲＣ接続再構成メッセージ又はＲＲＣ接
続再構成完了メッセージである。図１０に示されるように、この方法は、具体的には下記
のステップを含む。
【０２１０】
　ステップ１００１：第１のサービングノードが第１のアンカノードにより送信されたＲ
ＲＣ接続再構成メッセージを受信し、ここで、ＲＲＣ接続再構成メッセージとは、第１の
サービングノードが、第１のアンカノードにより送信されたベアラ追加／修正要求メッセ
ージを受信し、ベアラ追加／修正確認メッセージを第１のアンカノードへ送信した後に、
第１のアンカノードにより送信されるＲＲＣ接続再構成メッセージのことである。
【０２１１】
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　第２の表示情報は、ＲＲＣ接続再構成メッセージが送信されているときに搬送されるこ
とができる。具体的には、第２の表示情報は、ＲＲＣ接続再構成メッセージにおいて搬送
されることができ、又は、第２の表示情報は、ＲＲＣ接続再構成メッセージを搬送する制
御プレーンシグナリングメッセージにおいて搬送されることができる。或いは、第２の表
示情報は、ＲＲＣ接続再構成メッセージが送信された後に単独で送信されることができ、
それにより、第１のサービングノードは、この第２の表示情報によりＲＲＣ接続再構成メ
ッセージがＳＲＢ１によって搬送されたＲＲＣメッセージであることを識別する。第１の
サービングノードの第１のＲＬＣ層エンティティが、ＳＲＢ１によって搬送されたＲＲＣ
メッセージを処理する。
【０２１２】
　本発明のこの実施形態では、第１のアンカノードは、第１のアンカノードがＲＲＣ接続
再構成メッセージを第１のサービングノードへ送信する前に、ベアラ解放要求メッセージ
を第２のサービングノードへ送信することができる。或いは、第１のアンカノードは、第
１のアンカノードがＲＲＣ接続再構成メッセージを第１のサービングノードへ送信した後
に、ベアラ解放要求メッセージを第２のサービングノードへ送信することができる。ベア
ラ解放要求メッセージを送信すること、及びＲＲＣ接続再構成メッセージを送信すること
についての順序は、本発明では特に限定されていない。
【０２１３】
　ステップ１００２：第１のサービングノードは、ＲＲＣ接続再構成メッセージを第１の
ＵＥへ送信する。
【０２１４】
　具体的には、第１のサービングノードの第１のＲＬＣ層エンティティは、ＲＲＣ接続再
構成メッセージを処理し、次に処理されたメッセージを第１のＵＥへＭＡＣ層及び物理層
を使用して送信することができる。
【０２１５】
　ステップ１００３：第１のサービングノードは、第１のＵＥにより送信されたＲＲＣ接
続再構成完了メッセージを受信する。
【０２１６】
　ステップ１００４：第１のサービングノードは、ＲＲＣ接続再構成完了メッセージを第
１のアンカノードへ送信する。
【０２１７】
　第２の表示情報は、ＲＲＣ接続再構成完了メッセージが送信されているときに搬送され
ることができる。具体的には、第２の表示情報は、ＲＲＣ接続再構成完了メッセージにお
いて搬送されることができ、又は、第２の表示情報は、ＲＲＣ接続再構成完了メッセージ
を搬送する制御プレーンシグナリングメッセージにおいて搬送されることができる。或い
は、第２の表示情報は、ＲＲＣ接続再構成完了メッセージが送信された後に単独で送信さ
れることができ、それにより、第１のアンカノードは、この第２の表示情報によりＲＲＣ
接続再構成メッセージがＳＲＢ１によって搬送されたＲＲＣメッセージであることを識別
する。第１のアンカノードの第１のＰＤＣＰ層エンティティが、ＳＲＢ１によって搬送さ
れたＲＲＣメッセージを処理し、次に処理されたメッセージをＲＲＣ層エンティティへ送
信する。
【０２１８】
　ステップ１００５：第１のサービングノードは、第１のアンカノードにより送信された
ベアラ追加／修正完了メッセージを受信する。
【０２１９】
　上記の処理過程から、本発明のこの実施形態で提供されるＲＲＣメッセージ処理方法で
は、アンカノードに接続されたサービングノード間のハンドオーバを実施できることが分
かる。加えて、サービングノードハンドオーバ過程において、第１のサービングノードと
第１のアンカノードとの間のＲＲＣメッセージに対し、ＳＲＢタイプを表示するために使
用される表示情報は、ＲＲＣメッセージが送信されているときに搬送されることができ、
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又は、この表示情報は単独で送信されることができ、それにより、第１のサービングノー
ド及び第１のアンカノードは対応する処理を行う。したがって、ＲＲＣ機能は２つのノー
ドに、すなわち第１のサービングノードと第１のアンカノードに分割される。
【０２２０】
　図１１は、本発明の一実施形態によるサービングノード側のＲＲＣメッセージ処理方法
の流れ図である。ＲＲＣメッセージ処理方法は、図１に示されたネットワークアーキテク
チャに基づいており、具体的には、アンカノードに接続されたサービングノード間のハン
ドオーバのために使用される。この方法は、サービングノードにより実行される。ＲＲＣ
メッセージは、ＳＲＢ１によって搬送されるＲＲＣメッセージを含む。ＳＲＢ１によって
搬送されるＲＲＣメッセージは、具体的にはＲＲＣ接続再構成メッセージである。図１１
に示されるように、この方法は、具体的には下記のステップを含む。
【０２２１】
　ステップ１１０１：第１のサービングノードが第１のアンカノードにより送信されたＲ
ＲＣ接続再構成メッセージを受信し、ここで、ＲＲＣ接続再構成メッセージとは、第２の
アンカノード又は隣接する基地局が、第１のアンカノードにより送信されたハンドオーバ
要求メッセージを受信し、ハンドオーバ要求確認メッセージを第１のアンカノードへ送信
した後に、第１のアンカノードにより送信されるＲＲＣ接続再構成メッセージのことであ
り、第１のサービングノードは第１のアンカノードに属する。
【０２２２】
　第２の表示情報は、ＲＲＣ接続再構成メッセージが送信されているときに搬送されるこ
とができる。具体的には、第２の表示情報は、ＲＲＣ接続再構成メッセージにおいて搬送
されることができ、又は、第２の表示情報は、ＲＲＣ接続再構成メッセージを搬送する制
御プレーンシグナリングメッセージにおいて搬送されることができる。或いは、第２の表
示情報は、ＲＲＣ接続再構成メッセージが送信された後に単独で送信されることができ、
それにより、第１のサービングノードは、この第２の表示情報によりＲＲＣ接続再構成メ
ッセージがＳＲＢ１によって搬送されたＲＲＣメッセージであることを識別する。第１の
サービングノードの第１のＲＬＣ層エンティティが、ＲＲＣ接続再構成メッセージを処理
する。
【０２２３】
　隣接する基地局とは、第１のサービングノードが置かれているセルと隣接するセル内に
設置されている基地局のことである。本発明のこの実施形態では、ハンドオーバが第１の
アンカノードについて行われる必要があるとき、このハンドオーバは、第１のアンカノー
ドから第２のアンカノードへ、又は隣接する基地局へ行うことができる。
【０２２４】
　ステップ１１０２：第１のサービングノードは、ＲＲＣ接続再構成メッセージを第１の
ＵＥへ送信する。
【０２２５】
　具体的には、第１のサービングノードの第１のＲＬＣ層エンティティは、ＲＲＣ接続再
構成メッセージを処理し、次に処理されたメッセージを第１のＵＥへＭＡＣ層及び物理層
を使用して送信することができる。
【０２２６】
　加えて、ステップ１１０２の後に第１のアンカノードは、ベアラ解放要求メッセージを
第１のサービングノードへ送信することができる。
【０２２７】
　本発明のこの実施形態では、下記の処理過程をさらに含むことができる。第２のアンカ
ノード又は隣接する基地局は、第１のＵＥのランダムアクセス過程を処理する。第２のサ
ービングノード又は隣接する基地局は、第１のＵＥにより送信されたＲＲＣ接続再構成完
了メッセージを受信する。第２のサービングノードは、ＲＲＣ接続再構成完了メッセージ
を第２のアンカノードへ送信する。第１のアンカノードは、第２のアンカノード又は隣接
する基地局により送信されたＵＥコンテキスト解放要求メッセージを受信する。
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【０２２８】
　第２の表示情報は、ＲＲＣ接続再構成完了メッセージが送信されているときに搬送され
ることができる。具体的には、第２の表示情報は、ＲＲＣ接続再構成完了メッセージにお
いて搬送されることができ、又は、第２の表示情報は、ＲＲＣ接続再構成完了メッセージ
を搬送する制御プレーンシグナリングメッセージにおいて搬送されることができる。或い
は、第２の表示情報は、ＲＲＣ接続再構成完了メッセージが送信された後に単独で送信さ
れることができ、それにより、第２のアンカノードは、この第２の表示情報によりＲＲＣ
接続再構成完了メッセージがＳＲＢ１によって搬送されたＲＲＣメッセージであることを
識別する。第２のアンカノードの第１のＰＤＣＰ層エンティティが、ＳＲＢ１によって搬
送されたＲＲＣメッセージを処理し、次に処理されたメッセージをＲＲＣ層エンティティ
へ送信する。
【０２２９】
　上記の処理過程から、本発明のこの実施形態で提供されるＲＲＣメッセージ処理方法で
は、アンカノードに接続されたサービングノード間のハンドオーバを実施できることが分
かる。加えて、サービングノードハンドオーバ過程において、第１のサービングノードと
第１のアンカノードとの間のＲＲＣメッセージに対し、ＳＲＢタイプを表示するために使
用される表示情報は、ＲＲＣメッセージが送信されているときに搬送されることができ、
又は、この表示情報は単独で送信されることができ、それにより、第１のサービングノー
ド及び第１のアンカノードは対応する処理を行う。したがって、ＲＲＣ機能は２つのノー
ドに、すなわち第１のサービングノードと第１のアンカノードに分割される。
【０２３０】
　図１２は、本発明の一実施形態によるサービングノード側のＲＲＣメッセージ処理方法
の流れ図である。ＲＲＣメッセージ処理方法は、図１に示されたネットワークアーキテク
チャに基づいており、具体的には、無線リンク障害が発生した後に、ＲＲＣ接続再設定の
ために使用される。この方法は、サービングノードにより実行される。ＲＲＣメッセージ
は、ＳＲＢ０によって搬送されるＲＲＣメッセージ、及びＳＲＢ１によって搬送されるＲ
ＲＣメッセージを含む。ＳＲＢ０によって搬送されるＲＲＣメッセージは、具体的には、
ＲＲＣ接続再設定要求メッセージ又はＲＲＣ接続再設定メッセージである。ＳＲＢ１によ
って搬送されるＲＲＣメッセージは、具体的にはＲＲＣ接続再設定完了メッセージである
。図１２に示されるように、この方法は、具体的には下記のステップを含む。
【０２３１】
　ステップ１２０１：第１のサービングノードが第１のＵＥにより送信されたＲＲＣ接続
再設定要求メッセージを受信し、ここで、ＲＲＣ接続再設定要求メッセージとは、第１の
ＵＥが、無線リンク障害ＲＬＦを発見し、第１のサービングノードにより同報通信を用い
て送信されたシステムメッセージを受信し、システムメッセージに応じてランダムアクセ
スメッセージを第１のサービングノードへ送信し、また第１のサービングノードにより送
信されたランダムアクセス応答メッセージを受信した後に、第１のＵＥにより送信される
ＲＲＣ接続再設定要求メッセージのことである。
【０２３２】
　ステップ１２０２：第１のサービングノードは、ＲＲＣ接続再設定要求メッセージを第
１のアンカノードへ送信する。
【０２３３】
　本発明のこの実施形態では、第１のサービングノードは、ＲＲＣ接続再設定要求メッセ
ージを第１のアンカノードへ送信するときに、第１の表示情報をメッセージに追加するこ
とができ、具体的には、第１の表示情報をＲＲＣ接続再設定要求メッセージに追加するこ
と、又は第１の表示情報を、ＲＲＣ接続再設定要求メッセージを搬送する制御プレーンシ
グナリングメッセージに加えることができる。或いは、第１のサービングノードは、ＲＲ
Ｃ接続再設定要求メッセージを送信した後に、単独で第１の表示情報を送信することがで
きる。第１の表示情報が使用されて、ＲＲＣ接続再設定要求メッセージがＳＲＢ０によっ
て搬送されたＲＲＣメッセージであることが表示される。第１の表示情報は、明示的なシ
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グナリング表示、又は特定のメッセージ名とすることができる。後者は、たとえば、ＳＲ
Ｂ０ＲＲＣＴｒａｎｓｆｅｒ又はＩｎｉｔｉａｌＲＲＣＴｒａｎｓｆｅｒである。したが
って、第１の表示情報によりＲＲＣ接続再設定要求メッセージがＳＲＢ０によって搬送さ
れたＲＲＣメッセージであることを識別した後、第１のアンカノードは、処理のためにそ
のメッセージをＲＲＣ層エンティティへ直接配信する。
【０２３４】
　ステップ１２０３：第１のサービングノードは、第１のアンカノードにより送信された
ＲＲＣ接続再設定メッセージを受信する。
【０２３５】
　本発明のこの実施形態では、第１のアンカノードは、ＲＲＣ接続再設定メッセージを第
１のサービングノードへ送信するときに、第１の表示情報をメッセージに追加することが
でき、具体的には、第１の表示情報をＲＲＣ接続再設定メッセージに追加すること、又は
第１の表示情報を、ＲＲＣ接続再設定メッセージを搬送する制御プレーンシグナリングメ
ッセージに追加することができる。或いは、第１のアンカノードは、ＲＲＣ接続再設定メ
ッセージを送信した後に、単独で第１の表示情報を送信することができ、それにより、第
１のサービングノードは、この第１の表示情報によりＲＲＣ接続設定メッセージがＳＲＢ
０によって搬送されたＲＲＣメッセージであることを識別する。
【０２３６】
　ステップ１２０４：第１のサービングノードは、ＲＲＣ接続再設定メッセージを第１の
ＵＥへ送信する。
【０２３７】
　ステップ１２０５：第１のサービングノードは、第１のＵＥにより送信されたＲＲＣ接
続再設定完了メッセージを受信する。
【０２３８】
　本発明のこの実施形態では、第１のサービングノードは、ＳＲＢ１によって搬送された
ＲＲＣメッセージを処理するために使用される第１のＲＬＣ層エンティティと、ＳＲＢ２
によって搬送されたＲＲＣメッセージを処理するために使用される第２のＲＬＣ層エンテ
ィティとを有する。ＲＲＣ接続再設定完了メッセージがＳＲＢ１によって搬送されたＲＲ
Ｃメッセージであるので、第１のサービングノードの第１のＲＬＣ層エンティティは、Ｒ
ＲＣ接続再設定完了メッセージを処理し、次に処理されたメッセージを第１のＵＥへ送信
する。
【０２３９】
　ステップ１２０６：第１のサービングノードは、ＲＲＣ接続再設定完了メッセージを第
１のアンカノードへ送信してＲＲＣ接続を第１のアンカノード及び第１のＵＥに対して設
定する。
【０２４０】
　第１のサービングノードはさらに第２の表示情報を、ＲＲＣ接続再設定完了メッセージ
を第１のアンカノードへ送信するときに送信することができ、それにより、第１のアンカ
ノードは、第２の表示情報によりＲＲＣ接続再設定完了メッセージがＳＲＢ１によって搬
送されたＲＲＣメッセージであることを識別する。次に、第１のアンカノードの第１のＰ
ＤＣＰ層エンティティが、ＲＲＣ接続再設定完了メッセージを処理し、次に処理されたメ
ッセージをＲＲＣ層エンティティへ送信する。
【０２４１】
　上記の処理過程から、本発明のこの実施形態で提供されるＲＲＣメッセージ処理方法で
は、無線リンク障害が発生した後にＲＲＣ接続再設定を実施できることが分かる。加えて
、ＲＲＣ接続再設定過程において、第１のサービングノードと第１のアンカノードとの間
のＲＲＣメッセージに対し、ＳＲＢタイプを表示するために使用される表示情報は、ＲＲ
Ｃメッセージが送信されているときに搬送されることができ、又は、この表示情報は単独
で送信されることができ、それにより、第１のサービングノード及び第１のアンカノード
は対応する処理を行う。したがって、ＲＲＣ機能は２つのノードに、すなわち第１のサー
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ビングノードと第１のアンカノードに分割される。
【０２４２】
　図１３は、本発明の一実施形態によるアンカノード側のＲＲＣメッセージ処理方法の流
れ図である。ＲＲＣメッセージ処理方法は、図１に示されたネットワークアーキテクチャ
に基づいている。この方法は、アンカノードにより実行される。図１３に示されるように
、この方法は、具体的には下記のステップを含む。
【０２４３】
　ステップ１３０１：第１のアンカノードがＲＲＣメッセージを第１のサービングノード
へ送信し、ここで、ＲＲＣメッセージは、ＳＲＢ１によって搬送されるＲＲＣメッセージ
又はＳＲＢ２によって搬送されるＲＲＣメッセージを含む。
【０２４４】
　第１のアンカノードは、ＳＲＢ１に対応するＲＲＣ機能、及びＳＲＢ２に対応するＲＲ
Ｃ機能を有する。
【０２４５】
　ステップ１３０２．第１のアンカノードは、第１のサービングノードにより送信された
ＲＲＣメッセージを受信し、第１のアンカノードの第１のＰＤＣＰ層エンティティが、Ｓ
ＲＢ１によって搬送されたＲＲＣメッセージを処理し、次に処理されたメッセージをＲＲ
Ｃ層エンティティへ送信するか、又は、第２のＰＤＣＰ層エンティティが、ＳＲＢ２によ
って搬送されたＲＲＣメッセージを処理し、次に処理されたメッセージをＲＲＣ層エンテ
ィティへ送信する。
【０２４６】
　ＲＲＣメッセージはさらに、ＳＲＢ０によって搬送されるＲＲＣメッセージを含むこと
ができる。この方法はさらに、第１のアンカノードにより、第１のサービングノードによ
り送信された第１の表示情報を受信するステップであって、第１の表示情報が第１のアン
カノードにより使用されて第１の表示情報によりＲＲＣメッセージがＳＲＢ０によって搬
送されたＲＲＣメッセージであることが識別され、また第１のアンカノードのＲＲＣ層エ
ンティティを使用して処理が行われる、ステップか、又は、第１のアンカノードにより、
第１の表示情報を第１のサービングノードへ送信するステップであって、第１の表示情報
が第１のサービングノードにより使用されて第１の表示情報によりＲＲＣメッセージがＳ
ＲＢ０によって搬送されたＲＲＣメッセージであることが識別され、また第１のサービン
グノードのＲＲＣ層エンティティを使用して処理が行われる、ステップを含むことができ
る。
【０２４７】
　この方法はさらに、第１のアンカノードにより、第１のサービングノードにより送信さ
れた第２の表示情報を受信するステップであって、第２の表示情報が第１のアンカノード
により使用されて第２の表示情報によりＲＲＣメッセージがＳＲＢ１によって搬送された
ＲＲＣメッセージであることが識別される、ステップか、又は、第１のアンカノードによ
り、第２の表示情報を第１のサービングノードへ送信するステップであって、第２の表示
情報が第１のサービングノードにより使用されて第２の表示情報によりＲＲＣメッセージ
がＳＲＢ１によって搬送されたＲＲＣメッセージであることが識別される、ステップを含
むことができる。
【０２４８】
　この方法はさらに、第１のアンカノードにより、第１のサービングノードにより送信さ
れた第３の表示情報を受信するステップであって、第３の表示情報が第１のアンカノード
により使用されて第３の表示情報によりＲＲＣメッセージがＳＲＢ２によって搬送された
ＲＲＣメッセージであることが識別される、ステップか、又は、第１のアンカノードによ
り、第３の表示情報を第１のサービングノードへ送信するステップであって、第３の表示
情報が第１のサービングノードにより使用されて第３の表示情報によりＲＲＣメッセージ
がＳＲＢ２によって搬送されたＲＲＣメッセージであることが識別される、ステップを含
むことができる。
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【０２４９】
　上記の処理過程から、本発明のこの実施形態で提供されるＲＲＣメッセージ処理方法で
は、ＲＲＣメッセージは、第１のＵＥと第１のアンカノードとの間で直接送信されること
ができず、第１のサービングノードにより転送される必要があることが分かる。すなわち
、第１のＵＥがＲＲＣメッセージを第１のアンカノードへ送信する必要があるとき、第１
のＵＥはまず、ＲＲＣメッセージを第１のサービングノードへ送信する必要があり、次に
、第１のサービングノードがＲＲＣメッセージを第１のアンカノードへ送信する。第１の
アンカノードがＲＲＣメッセージを第１のＵＥへ送信する必要があるとき、第１のアンカ
ノードはまず、ＲＲＣメッセージを第１のサービングノードへ送信する必要があり、次に
、第１のサービングノードがＲＲＣメッセージを第１のＵＥへ送信する。ＲＲＣメッセー
ジは２つのノード、すなわち第１のアンカノード及び第１のサービングノードを通過する
必要があるので、ＲＲＣ機能は、本発明の実施形態１で提供される方法を使用して、２つ
のノードに分割されることができる。
【０２５０】
　図１４は、本発明の一実施形態によるアンカノード側のＲＲＣメッセージ処理方法の流
れ図である。ＲＲＣメッセージ処理方法は、図１に示されたネットワークアーキテクチャ
に基づいており、具体的には、ＲＲＣ接続を設定するために使用される。この方法は、ア
ンカノードにより実行される。ＲＲＣメッセージは、ＳＲＢ１によって搬送されるＲＲＣ
メッセージ、ＳＲＢ２によって搬送されるＲＲＣメッセージ、及びＳＲＢ０によって搬送
されるＲＲＣメッセージを含む。ＳＲＢ０によって搬送されるＲＲＣメッセージは、具体
的には、ＲＲＣ接続要求メッセージ又はＲＲＣ接続設定メッセージである。ＳＲＢ１によ
って搬送されるＲＲＣメッセージは、具体的にはＲＲＣ接続設定完了メッセージである。
図１４に示されるように、この方法は、具体的には下記のステップを含む。
【０２５１】
　ステップ１４０１：第１のアンカノードが第１のサービングノードによって転送された
ＲＲＣ接続要求メッセージを受信し、ここで、ＲＲＣ接続要求メッセージとは、第１のＵ
Ｅが、第１のサービングノードにより同報通信を用いて送信されたシステムメッセージを
受信し、そのシステムメッセージに応じてランダムアクセスメッセージを第１のサービン
グノードへ送信し、また第１のサービングノードにより送信されたランダムアクセス応答
メッセージを受信した後に、第１のＵＥにより第１のサービングノードに送信されるＲＲ
Ｃ接続要求メッセージのことである。
【０２５２】
　ステップ１４０２：第１のアンカノードは、ＲＲＣ接続要求メッセージに応じてＲＲＣ
接続設定メッセージを生成する。
【０２５３】
　ステップ１４０３：第１のアンカノードは、ＲＲＣ接続設定メッセージを第１のサービ
ングノードへ送信し、それにより、第１のサービングノードは、ＲＲＣ接続設定メッセー
ジを第１のＵＥへ送信する。
【０２５４】
　ステップ１４０４：第１のアンカノードは、第１のサービングノードにより送信された
ＲＲＣ接続設定完了メッセージを受信してＲＲＣ接続を第１のアンカノード及び第１のＵ
Ｅに対して設定し、ここで、ＲＲＣ接続設定完了メッセージとは、第１のＵＥがＲＲＣ接
続設定メッセージを受信した後に、第１のＵＥにより第１のサービングノードに送信され
るＲＲＣ接続設定完了メッセージのことである。
【０２５５】
　上記の処理過程から、本発明のこの実施形態で提供されるＲＲＣメッセージ処理方法で
は、ＲＲＣ接続を第１のアンカノード及び第１のＵＥに対して設定できることが分かる。
加えて、ＲＲＣ接続を設定する過程において、第１のサービングノードと第１のアンカノ
ードとの間のＲＲＣメッセージに対し、ＳＲＢタイプを表示するために使用される表示情
報は、ＲＲＣメッセージが送信されているときに搬送されることができ、又は、この表示
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情報は単独で送信されることができ、それにより、第１のサービングノード及び第１のア
ンカノードは対応する処理を行う。したがって、ＲＲＣ機能は２つのノードに、すなわち
第１のサービングノードと第１のアンカノードに分割される。
【０２５６】
　図１５は、本発明の一実施形態によるアンカノード側のＲＲＣメッセージ処理方法の流
れ図である。ＲＲＣメッセージ処理方法は、図１に示されたネットワークアーキテクチャ
に基づいており、具体的には、ＤＲＢベアラを設定するために使用される。この方法は、
アンカノードにより実行される。ＲＲＣメッセージは、ＳＲＢ１によって搬送されるＲＲ
Ｃメッセージを含む。ＳＲＢ１によって搬送されるＲＲＣメッセージは、具体的には、Ｒ
ＲＣ接続再構成メッセージ又はＲＲＣ接続再構成完了メッセージである。図１５に示され
るように、この方法は、具体的には下記のステップを含む。
【０２５７】
　ステップ１５０１：第１のアンカノードが第１のサービングノードにより送信されたベ
アラ追加／修正確認メッセージを受信し、ここで、ベアラ追加／修正確認メッセージとは
、第１のアンカノードがベアラ追加／修正要求メッセージを第１のサービングノードへ送
信した後に、そのベアラ追加／修正要求メッセージに応じて第１のサービングノードによ
り生成されるベアラ追加／修正確認メッセージのことである。
【０２５８】
　ステップ１５０２：第１のアンカノードは、ＲＲＣ接続再構成メッセージを第１のサー
ビングノードへ送信し、それにより、第１のサービングノードは、ＲＲＣ接続再構成メッ
セージを第１のＵＥへ送信する。
【０２５９】
　ステップ１５０３：第１のアンカノードは、第１のサービングノードにより送信された
ＲＲＣ接続再構成完了メッセージを受信し、ここで、ＲＲＣ接続再構成完了メッセージと
は、第１のＵＥがＲＲＣ接続再構成メッセージを受信した後に、第１のＵＥにより第１の
サービングノードに送信されるＲＲＣ接続再構成完了メッセージのことであり、第１のア
ンカノードは、ＲＲＣ接続再構成完了メッセージに応じてベアラ追加／修正完了メッセー
ジを第１のサービングノードへ送信する。
【０２６０】
　上記の処理過程から、本発明のこの実施形態で提供されるＲＲＣメッセージ処理方法で
は、ＤＲＢベアラを設定できることが分かる。加えて、ＤＲＢベアラを設定する過程にお
いて、第１のサービングノードと第１のアンカノードとの間のＲＲＣメッセージに対し、
ＳＲＢタイプを表示するために使用される表示情報は、ＲＲＣメッセージが送信されてい
るときに搬送されることができ、又は、この表示情報は単独で送信されることができ、そ
れにより、第１のサービングノード及び第１のアンカノードは対応する処理を行う。した
がって、ＲＲＣ機能は２つのノードに、すなわち第１のサービングノードと第１のアンカ
ノードに分割される。
【０２６１】
　図１６は、本発明の一実施形態によるアンカノード側のＲＲＣメッセージ処理方法の流
れ図である。ＲＲＣメッセージ処理方法は、図１に示されたネットワークアーキテクチャ
に基づいており、具体的には、アンカノードに接続されたサービングノード間のハンドオ
ーバのために使用される。この方法は、アンカノードにより実行される。ＲＲＣメッセー
ジは、ＳＲＢ１によって搬送されるＲＲＣメッセージを含む。ＳＲＢ１によって搬送され
るＲＲＣメッセージは、具体的には、ＲＲＣ接続再構成メッセージ又はＲＲＣ接続再構成
完了メッセージである。図１６に示されるように、この方法は、具体的には下記のステッ
プを含む。
【０２６２】
　ステップ１６０１：第１のアンカノードがＲＲＣ接続再構成メッセージを第１のサービ
ングノードへ送信し、ここで、ＲＲＣ接続再構成メッセージとは、第１のアンカノードが
、ベアラ追加／修正要求メッセージを第１のサービングノードへ送信し、その第１のサー
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ビングノードにより送信されたベアラ追加／修正確認メッセージを受信した後に、第１の
アンカノードにより第１のサービングノードに送信されるＲＲＣ接続再構成メッセージの
ことである。
【０２６３】
　ステップ１６０２：第１のアンカノードは、第１のサービングノードにより送信された
ＲＲＣ接続再構成完了メッセージを受信し、ここで、ＲＲＣ接続再構成完了メッセージと
は、第１のサービングノードが、第１のアンカノードにより送信されたＲＲＣ接続再構成
メッセージを受信し、そのＲＲＣ接続再構成メッセージを第１のＵＥへ送信した後に、第
１のＵＥにより送信され第１のサービングノードにより受信されるＲＲＣ接続再構成完了
メッセージのことである。
【０２６４】
　ステップ１６０３：第１のアンカノードは、ベアラ追加／修正完了メッセージを第１の
サービングノードへ送信する。
【０２６５】
　上記の処理過程から、本発明のこの実施形態で提供されるＲＲＣメッセージ処理方法で
は、アンカノードに接続されたサービングノード間のハンドオーバを実施できることが分
かる。加えて、サービングノードハンドオーバ過程において、第１のサービングノードと
第１のアンカノードとの間のＲＲＣメッセージに対し、ＳＲＢタイプを表示するために使
用される表示情報は、ＲＲＣメッセージが送信されているときに搬送されることができ、
又は、この表示情報は単独で送信されることができ、それにより、第１のサービングノー
ド及び第１のアンカノードは対応する処理を行う。したがって、ＲＲＣ機能は２つのノー
ドに、すなわち第１のサービングノードと第１のアンカノードに分割される。
【０２６６】
　図１７は、本発明の一実施形態によるアンカノード側のＲＲＣメッセージ処理方法の流
れ図である。ＲＲＣメッセージ処理方法は、図１に示されたネットワークアーキテクチャ
に基づいており、具体的には、アンカノードに接続されたサービングノード間のハンドオ
ーバのために使用される。この方法は、アンカノードにより実行される。ＲＲＣメッセー
ジは、ＳＲＢ１によって搬送されるＲＲＣメッセージを含む。ＳＲＢ１によって搬送され
るＲＲＣメッセージは、具体的には、ＲＲＣ接続再構成メッセージである。図１７に示さ
れるように、この方法は、具体的には下記のステップを含む。
【０２６７】
　ステップ１７０１：第１のアンカノードがＲＲＣ接続再構成メッセージを第１のサービ
ングノードへ送信し、それにより、第１のサービングノードはＲＲＣ接続再構成メッセー
ジを第１のＵＥへ送信し、ここで、ＲＲＣ接続再構成メッセージとは、第２のアンカノー
ド又は隣接する基地局が、第１のアンカノードにより送信されたハンドオーバ要求メッセ
ージを受信し、ハンドオーバ要求確認メッセージを第１のアンカノードへ送信した後に、
第１のアンカノードにより送信されるＲＲＣ接続再構成メッセージのことであり、第１の
サービングノードは第１のアンカノードに属する。
【０２６８】
　上記の処理過程から、本発明のこの実施形態で提供されるＲＲＣメッセージ処理方法で
は、アンカノードに接続されたサービングノード間のハンドオーバを実施できることが分
かる。加えて、サービングノードハンドオーバ過程において、第１のサービングノードと
第１のアンカノードとの間のＲＲＣメッセージに対し、ＳＲＢタイプを表示するために使
用される表示情報は、ＲＲＣメッセージが送信されているときに搬送されることができ、
又は、この表示情報は単独で送信されることができ、それにより、第１のサービングノー
ド及び第１のアンカノードは対応する処理を行う。したがって、ＲＲＣ機能は２つのノー
ドに、すなわち第１のサービングノードと第１のアンカノードに分割される。
【０２６９】
　図１８は、本発明の一実施形態によるアンカノード側のＲＲＣメッセージ処理方法の流
れ図である。ＲＲＣメッセージ処理方法は、図１に示されたネットワークアーキテクチャ
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に基づいており、具体的には、無線リンク障害が発生した後に、ＲＲＣ接続再設定のため
に使用される。この方法は、アンカノードにより実行される。ＲＲＣメッセージは、ＳＲ
Ｂ０によって搬送されるＲＲＣメッセージ、及びＳＲＢ１によって搬送されるＲＲＣメッ
セージを含む。ＳＲＢ０によって搬送されるＲＲＣメッセージは、具体的には、ＲＲＣ接
続再設定要求メッセージ又はＲＲＣ接続再設定メッセージである。ＳＲＢ１によって搬送
されるＲＲＣメッセージは、具体的にはＲＲＣ接続再設定完了メッセージである。図１８
に示されるように、この方法は、具体的には下記のステップを含む。
【０２７０】
　ステップ１８０１：第１のアンカノードが第１のサービングノードにより送信されたＲ
ＲＣ接続再設定要求メッセージを受信し、ここで、ＲＲＣ接続再設定要求メッセージとは
、第１のＵＥが、無線リンク障害ＲＬＦを発見し、第１のサービングノードにより同報通
信を用いて送信されたシステムメッセージを受信し、システムメッセージに応じてランダ
ムアクセスメッセージを第１のサービングノードへ送信し、また第１のサービングノード
により送信されたランダムアクセス応答メッセージを受信した後に、第１のＵＥにより第
１のサービングノードに送信されるＲＲＣ接続再設定要求メッセージのことである。
【０２７１】
　ステップ１８０２：第１のアンカノードがＲＲＣ接続再設定メッセージを第１のサービ
ングノードへ送信し、それにより、第１のサービングノードはＲＲＣ接続再設定メッセー
ジを第１のＵＥへ送信する。
【０２７２】
　ステップ１８０３：第１のアンカノードは、第１のサービングノードにより送信された
ＲＲＣ接続再設定完了メッセージを受信してＲＲＣ接続を第１のアンカノード及び第１の
ＵＥに対して設定し、ここで、ＲＲＣ接続再設定完了メッセージとは、第１のＵＥにより
送信され第１のサービングノードにより受信されるＲＲＣ接続再設定完了メッセージのこ
とである。
【０２７３】
　上記の処理過程から、本発明のこの実施形態で提供されるＲＲＣメッセージ処理方法で
は、無線リンク障害が発生した後にＲＲＣ接続再設定を実施できることが分かる。加えて
、ＲＲＣ接続再設定過程において、第１のサービングノードと第１のアンカノードとの間
のＲＲＣメッセージに対し、ＳＲＢタイプを表示するために使用される表示情報は、ＲＲ
Ｃメッセージが送信されているときに搬送されることができ、又は、この表示情報は単独
で送信されることができ、それにより、第１のサービングノード及び第１のアンカノード
は対応する処理を行う。したがって、ＲＲＣ機能は２つのノードに、すなわち第１のサー
ビングノードと第１のアンカノードに分割される。
【０２７４】
　当業者には、本明細書に開示された実施形態で説明された例と合わせて、ユニット及び
アルゴリズムステップが、電子的ハードウェア、コンピュータソフトウェア、又はこれら
の組み合わせによって実施され得ることをさらに認識することができる。ハードウェアと
ソフトウェアとの間の交換可能性について明確に説明するために、上記では、機能に応じ
た各例の構成物及びステップについて大まかに説明した。機能がハードウェアで実行され
るかソフトウェアで実行されるかは、特定の用途、及び技法的解決策の設計制約条件によ
って決まる。当業者であれば、説明された機能を、異なる方法を使用して特定の用途ごと
に実施することができるが、その実施は、本発明の範囲を越えるとみなされるべきではな
い。
【０２７５】
　本明細書に開示の実施形態について説明された方法又はアルゴリズムのステップは、ハ
ードウェア、プロセッサで実行されるソフトウェアモジュール、又はこれらの組み合わせ
によって実施されることができる。ソフトウェアモジュールは、ランダムアクセスメモリ
（ＲＡＭ）、メモリ、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）、電気的プログラム可能ＲＯＭ、電
気的消去可能プログラム可能ＲＯＭ、レジスタ、ハードディスク、取外し可能ディスク、
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ＣＤ－ＲＯＭ、又は当技術分野で知られている任意の他の形態の記憶媒体に存在すること
ができる。
【０２７６】
　上記の具体的な実現方式では、本発明の目的、技法的解決策、及び利益についてさらに
詳細に説明している。上記の説明は単に、本発明の具体的な実施方式にすぎず、本発明の
保護範囲を限定するものではないことを理解されたい。本発明の原理から逸脱することな
く行われるいかなる修正、等価の置換え、又は改善も、本発明の保護範囲内に入るものと
する。
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